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　昔あるところに、美しい姫がいました。

　しかしその姫は悪い魔女の魔法にかかって、百年もの永い眠りについていたのです。その姫を目覚めさせたのは、運命の王子さまでした。

　誰もが知る有名な眠り姫のお話。

　しかしわたしの目の前で、眠っているのはお姫様ではなく王子様だ。

　しかも……不眠症の。

「これじゃ童話とはまったく逆ね」

　寝顔でさえわかる、整った彼の顔を見つめて、わたしはひとりそうつぶやいた。

　どうしてこんなことになってしまったんだろう。

　わたし、菊きく池ち遥はるかは、規則正しい寝息をたてる周防すおう智とも也やさんの寝顔を見つめため息をついた。




「菊池せんせーい。こっちきて」

「先生は、わたしと遊ぶの！」

　右手には男の子、左手には女の子。両方から腕を引っ張られたわたしは苦笑いでふたりをいさめた。

「はーい、ふたりとも今は何の時間かなぁ？」

「あっ！」

　ふたりは顔を見合わせて「しまった」という顔をした。

「そうだね、もうすぐお昼寝の時間だよ。準備ができたら絵本を読むね。今日はなんのお話にしようかなぁ～」

「わーい」

　声をかけるとふたりとも同時にわたしの手を離して、お昼寝の支度をするためにロッカーの方へと駆けていった。

　さてわたしも……。

　パジャマへの着替えに時間がかかりそうな子のところへ行って手伝う。

　わたしが勤めているのは周防建設株式会社の、社内保育園。社員のお子様をお仕事が終わるまで、預かっている。

　産後仕事に復帰する際に問題になるのが、保育園の確保だ。どの親御さんもかなり悩まれているようだ。

　企業としても、優秀な人材が子どもを預けられないために働きたくても働けないという状態は大きな損失に当たる。そう考えた先代の社長がこの【あさがお保育園】を作ったのだ。

　短大を卒業してすぐわたしはここに採用になった。事情があって一年休職していたけれど、そのあと復帰してからもずっとここで働いている。

　園児は現在一歳から四歳の十人の子どもたちだ。いろいろな年齢の子どもたちが一緒に生活していることで、アットホームな保育環境になっている。

「はい、できた」

　パジャマに着替えた子どもたちがわたしの元に集まってくる。

「先生、今日はこの本がいい」

　ひとりの女の子が一冊の本を持ってきた。

「〝眠り姫〟ね。じゃあ今日はこれにしようか」

　最近お気に入りのようで、よくリクエストされる。わたしが本を手に取ると、みんなが集まってきた。

　わたしを取り囲むようにして子どもたちが座った。まだ用意のできていない子は同僚の太おお田た先生がお世話してくれている。

「じゃあはじめるよ～」

　子どもたちに見えるように本を掲げる。期待の籠った目でこちらを見る子たちの向こうに見慣れない男の人を見つけて驚いた。

　え、社長？　どうしてこんなところに？

　驚いたわたしは思わず凝視してしまう。けれど目が合いそうになって視線を逸らせた。

　周防社長と彼の秘書の桜さくら沢ざわさんの隣には、園長の岩いわ見み先生が立っている。何か事情があってここに来たのだろう。

「先生、まだ？」

「あ、ごめんね！　じゃあはじまり、はじまり～」

　きらきらした目で催促する子どもたちに謝ると、すぐに本を読み始めた。

「昔あるところに、それはそれは美しいお姫様がいました。けれど悪い魔女の魔法のせいで、十五歳の誕生日に百年の眠りについてしまったのです。それもお姫さまだけでなく、家来や馬や鳥、ありとあらゆるものが眠ってしまいました」

　わたしが少し大げさに抑揚をつけて読むと、子どもたちの目は好奇心でいっぱいになる。

「わ～みんな眠っちゃうの？」

「うん、それでお城は全部つたの葉っぱに覆われてしまうの。そしてみんなみーんな永い眠りにつくの」

「百年ってどれくらい長いの？」

「トイレはどうするの？」

　子どもたちは口々に自分の疑問をぶつけてくる。純粋な質問にひとつずつ答えたいけれど、それをしてしまうとお昼寝が始まる時間が遅くなってしまう。

「どうだったんだろうね？　続き読んだらわかるかなぁ？」

　わたしは続きを読み始める前に、子供たちの顔を見る。そろそろうとうとし始める子もでてきた。

　そのときふと社長とその秘書の姿が目に入る。違和感を覚えたのは社長が座った椅子で腕を組み、うつむいていることだ。

　秘書の人が園長先生と話をしている最中にもかかわらずだ。

　いつもはきちんとした印象の社長だから、余計に目についた。

「先生？」

　エプロンの裾を引っ張られて、あわてて読み聞かせを再開する。

　そこからは最後まで子どもたちに絵本を読む。それが終わると子どもたちは順番にトイレに行ってからお布団に入っていた。

　そうして次に気づいたときには、周防社長と桜沢さんはすでに教室内にはいなかった。

　子どもたちが眠ってしまった後も、わたしたち保育士はゆっくりできない。机を用意して子どもの様子を見ながらお便りや連絡帳を書く。

　園での様子や前日に書いてもらったご家庭からの連絡事項に対する回答などをしていく。

「ふぁあ……わたしもお昼寝したい」

　二年後輩の太田先生が、連絡帳にペンを走らせながら大きなあくびをした。

「たしかにね、子どもたち気持ちよさそうだもんね」

　起きているときもかわいいが、寝顔はますますかわいい。天使と言っても過言ではない。

「あ！　そうだ、さっき社長が来ていましたね！　はぁ、今日もかっこよかったですねぇ」

　太田さんは社長の顔を思い出したのか「はぁ」とため息をついた。

　彼女がため息をつくのも無理はないほど、たしかに社長は誰もが目を引くほど素敵だ。

　百八十センチを超える長身。すらっと長い手足。いつも品の良いスーツに身を包んだ姿はまるでモデルのようだ。

　常にすっきりと整えられた黒髪、意志の強そうな眉に切れ長の目。すーっと通った鼻筋、形のよい唇。どこをとっても美形以外の形容のしようがない。

　百人いたら百人が「イケメン」と間違いなく言うだろう。

「たしかにそうだね」

　わたしが同意すると、太田さんは人差し指を顎にあてて疑問を口にした。

「でも初めてじゃないですかぁ？　社長が園に来るなんて」

　企業保育園のあさがお園。もちろん社長が訪れてもおかしくはない。けれど建設という会社の事業とはかけ離れた場所なので、社長がいままでここを訪れたことはない。独身なので、社長のお子さんを預かっているなんてこともない。

「たしかに、どうしたんだろうね？」

　結構長い間、園に滞在していた。今までこんなことがなかったので、何か理由があるのだろうかと不思議に思っていたところ、園長先生がやってきた。

「視察よ……この園を存続するかどうか検討するためにね」

「えっ！　そんなっ」

「しーっ」

　驚いた太田先生が声をあげたのを、園長がたしなめる。「すみません」と太田先生は頭を下げたけれど、まだ驚きは隠せない。

　それはわたしも同じだった。

「これはあくまで噂なのだけど……ほら、今の社長に変わってから不採算事業については取りやめになってきたでしょう。次は保育園じゃないのかって噂が以前からあったの」

「そうだったんですか？　全然知らなかった……」

　わたしも太田先生も、寝耳に水の話だった。企業にとって保育園の運営は社員への福利厚生の一環ととらえられる。間接的でも利益を生み出すことにつながっていなければ、やはり閉鎖ということもありえるのだろうか。

　わたしと太田先生があまりのことにショックで黙り込んでしまった。園長先生はふたりの肩をぽんぽんと叩いた。

「あくまで噂話なのよ。ふたりに話すべきじゃなかったわね。そんな顔しないで、子どもたちが心配しちゃうでしょ？」

「はい……」

　わたしと太田先生は連絡帳を書くのを再開した。けれど園長先生の言葉が気になってなかなか集中できなかった。

　彼は……変わってしまったのかな。仕方ないか……上の立場の人になったんだから。

　それにきっと彼は、わたしのことなんて覚えていないだろうし。

　連絡帳に文字を走らせながら、四年前のことを思い出していた。
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　それはわたしがこのあさがお保育園に採用されてすぐのこと。

　座学や実習とは違うリアルな保育現場に、わたしは四苦八苦していた。思い描いていた憧れの保育士の仕事とはかけ離れている。毎日いろんなことが起こり、それでも子どもたちの笑顔に励まされながら頑張っていた。

　なんとか安全にケガをさせずに、子どもたちを保護者の方に受け渡すのがせいいっぱいだった。

　けれどどうしても予想外に上手くいかないことがあった。それは電子オルガンの演奏だ。

　短大の保育科に進学して初めてピアノに向き合ったわたしは、必死で練習したものの楽譜を初見で弾けるような状態ではなくかなりの練習が必要だったのだ。

　そのうえあがり症も手伝って、人の前だと普段弾けているような簡単な曲もつっかえてしまう。

　そのたびに子どもたちの歌も止まってしまうような状況だった。これではいけないとみんなが帰った後や、休みの日にひとり練習をしていた。

「はあ……向いてないのかな」

　今日も結局電子オルガンが上手に弾けなかった。子どもたちは伴奏なしで唄を歌うことになった。

　楽しみにしている子どもたちもいるのに、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

　今日も電子オルガンの椅子に座って楽譜を開く。そして目の前に子どもたちがいるのを想定してわたしは練習を始めた。

「じゃあみんな、先生と一緒に歌おうね」

　声を張ってまだぎこちない笑顔を浮かべた。

「せーの、お山のたぬきが──あっ」

　さっそく詰まってしまった。電子オルガンを弾くだけならなんとかうまく弾けるけれど、話をしたり唄を歌ったりしながらだと指が動かなくなってしまう。

「また失敗した。あ～あ。もう一回」

　それから何度も何度も繰り返す。五回目ぐらいにうまくいき始めたが終盤になって止まってしまった。

「あ～もう！　なんでできないの！」

　自分の不甲斐なさに声を上げた瞬間、クスクスという声が聞こえてきた。

「えっ、誰？」

　今日は土曜日。園は休みでわたしの他には誰もいないはずだ。しかし笑い声が聞こえた。

　もしかして……。

　そう思い、電子オルガンの背後にある腰高窓まで近づいて外を見る。

　すぐ外にあるベンチでひとり、背を丸めて笑っている男性がいたのだ。

　わたしに気づいた彼は、笑うのを我慢しているがまだ口元が笑いたくてうずうずしているのがわかった。

　換気のために窓を少し開けていたので、わたしの独り言もすべて聞かれていたようだ。

「もう、ひどいです。笑うなんて……。わたし一生懸命なのに！」

　思わず彼に対して怒ってしまう。

　うまくいかないことも手伝って、八つ当たりの気持ちもあった。

「いや、悪い。一生懸命姿がかわいくて、ついね」

　そのとき振り向いた彼の顔を見て、驚き思わず息をのんだ。

　あまりにも彼が美形だったのだ。眼鏡をかけていたが、それでもはっきりとわかるほどかっこよかった。

　今までわたしが見たことのある男性のなかで、これほど素敵な人を知らない。

「あれ？　怒ってる？　本当に悪かった」

　わたしが急に黙り込んでしまったので、彼はどうやら誤解してしまったようだ。

「いえ、あの、もう大丈夫ですから」

　わたしは慌てて否定した。

「そっか、よかった」

　彼の顔がほころんだ。

　自分でもゲンキンだと思うけれど、その彼の素敵な笑顔に毒気を抜かれてしまったのだ。仕方ない。

「君はここの保育士なの？」

「あ、はい。今年から勤めています」

　会社の敷地内にいるし、何よりも社員証を首からぶら下げている。ここの社員に違いない。失礼があってはいけないとわたしは姿勢を正してかしこまった。

「そうなんだ。子どものお世話するのって、大変でしょ？」

「はい。まあ……でも子どもは好きなんで。平気です」

　これは本音だった。命を預かっているのだ。大変なことも多い。けれど子どもたちからもらうものも多いのだ。

「だから時間外にこんなふうに一生懸命練習してるんだな」

「あ……そうなんです。さっきは声を荒らげてしまってすみませんでした。うるさかったですよね」

　あんな失敗ばかりの演奏は耳障りだったに違いない。

「いや、そんなことない。一生懸命な人ってまわりを元気にするからそういうのは気にしなくていいよ」

「えっ……」

　このとき失敗続きだったわたしには、ものすごく胸に響いた言葉だった。

　もちろんうまくできるに越したことはない。失敗が許されないこともある。

　仕事を始めてそういうプレッシャーを少なからず感じていたわたしは、自分を追い込みすぎていたのかもしれない。

「いつかきっとできるようになる。大丈夫だ」

「そうだといいんですけど、実はひとりだとわりとうまくできるんですが、あがり症で……」

　わたしは人の前だとなかなかうまくできないのだと、彼に話した。彼にとっては関係のない話なのに、真剣に聞いてくれた。

「そうか……でも、それはもう慣れるしかないな」

「そうですよね……」

　自分でもわかっていた。そう思って早く慣れるように、ここで練習をしていたのだ。

「俺が付き合おうか？　練習に」

「えっ!?　いや、それは申し訳ないです」

　慌ててわたしは、顔の前で手を振りながら彼の申し出を断る。わたしにとっては大問題だが、彼にとっては関わりのないことだ。それなのにわたしの練習に付き合ってもらうわけにはいかない。

「君が練習してるのって、仕事が終わった後か、オフの日でしょ？　だったら俺の仕事に支障があるわけでもないし、付き合うよ。遠慮しないで」

「でも……あなたにとっては何のメリットもないですよね？」

　同じ社内の人間でも、彼にとってはまったく関係のない部署だ。時間の無駄だろう。

「それに、お休みの日に出勤してるってことは、お忙しいんですよね？」

　彼だって自分の仕事があるから、出勤しているのだ。

「まあ、そうだけど……仕事が趣味だからなぁ。そこは別に苦じゃない。だけど……疲れてないっていえばうそになる」

「だったら、わたしになんか付き合わずに体を休めてください」

　話を聞いていると彼もずいぶん忙しいみたいだ。そんな暇があれば自宅でゆっくり過ごしたほうがいいに決まっている。

「そうすればいいんだろうけど、実のところ毎日家と会社を往復するだけでね。仕事が趣味だから別の趣味をする時間もないし。仕事以外の人と接する機会がないんだ。だから君とこうして話をしているとリラックスできる」

　彼は少しばつが悪そうに頭をかいた。

　彼ほどの人ならばプライベートもとても充実してそうなのに？　声をかければ女の子は誰でも夢中になりそうだけれど。

　周防建設は日本でも三本の指に入るほどの大手ゼネコンだ。そこの本社に勤務しているとなると、婚活市場では引く手あまたではないのだろうか。それに加えこのルックスだ。きっと社内でもモテないわけないだろう。

　いろいろ考えて黙りこんでしまう。

「迷惑？」

　澄んだ黒い瞳がじっとうかがうようにこちらを見ている。そんなふうに寂しそうな顔をするのはずるい。

「えっ！　そんなとんでもないっ!!」

　まさか迷惑なんてことはありえない。わたしだってひとりで黙々とやっているよりは、誰かがいてくれればあがり症も治るかもしれない。

「だったら、俺がここに来るの許してくれない？」

「許すも許さないも、わたしにそんな権利はないですし……」

　そんなふうに言われると途端に断りづらくなってしまう。

「じゃあ、いいね。君の演奏の音が聞こえたら来るから」

　彼はそう強引に決めて、わたしが立っている窓辺に近づいてきて手を伸ばした。

「俺は、設計部の都つ築づき智とも也や」

「あの保育士の菊池遥です」

　わたしも慌てて手を差し出す。

　するとすぐに彼の大きな手がわたしの手をぎゅっと握った。

「よろしく」

　にっこりと笑った彼に、わたしはただうなずくことしかできなかった。




　そんなふうにはじまったふたりの関係に最初は戸惑いがちだったけれど、慣れるのにはそう時間がかからなかった。

　わたしが練習を始めると、彼は決まって外のベンチに現れるようになった。わたしが練習に集中しているときはじっと流れる音楽を聞いている。わたしの手が止まると上手にできた日には拍手をくれ、失敗続きの日は「大丈夫？　頑張って」と声をかけてくれる。

　わたしの練習終わりに交わす会話も、最初は窓越しだったのに気がつけば最初に彼がいたベンチにふたりで並んで座り、いろいろ話をするようになっていた。

　お互い主に仕事の話をした。やっている仕事が全然違うので、彼の話はどんなものでも新鮮だった。彼もまたわたしの話をよく聞いてくれた。

「それで今関わっているのは……って、こんな話つまらないか？」

　熱心に仕事の話をする彼。そんな彼の話に耳を傾けるのが好きだった。仕事が趣味だなんて言っていたけれど、本当に設計や建築が好きだということが伝わってきた。

「ううん。もっと続けて。わたし都築さんの話を聞くようになっていろんな建物をじっくり見るようになって、そうしたらいろいろな発見があって今まで損していたなぁって」

　普段から利用するような建物にも、歴史があるものや新しいけれどデザイン性や利便性を考え抜かれて作られたものなどさまざまだ。建物だっていろいろな人の思いが詰まっているのに、今まではそんなことを考えたことがなかった。

　彼と話をするようになって、自分の視野が広がった気がする。

「そっか……君が聞き上手だから、ついつい話をしすぎてしまう」

「もっと聞きたいです」

　わたしがそう言うと彼はうれしそうに顔をクシャとほころばせた。年上の彼のそんな無邪気な様子に、わたしはドキドキと胸をときめかせていた。

「もしよかったら、今度どこかに出かけないか？」

「え……はい」

　彼の申し出を断る理由なんてなく、わたしはすぐに返事をした。

　それからは何度か外でも会った。一番記憶に残っているのは海浜公園でしたピクニックだ。

　大きな樹の下にレジャーシートを敷いてふたりで並んでお弁当を食べた。私の作ったサンドイッチやからあげを美味しそうに食べてくれる彼を見てうれしくなった。

　お弁当を食べ終わると彼がレジャーシートに寝転がる。普段会社で会うときはきちんとしている彼とは違う、リラックスした様子にわたしは思わず笑顔になる。

　海からの風が吹き抜けて気持ちがいい。

　それまでおしゃべりしていたけれど、彼が眠そうなので寝かせてあげようとわたしは口を閉じた。

「あれ、話はもう終わり？」

「え、まだあるんですけど都築さんが眠そうなので、静かにしたほうがいいかなって」

「いや、話を続けて。君の声すごく心地いいんだ」

　目をつむったままの彼に言われて、「静かな方が寝やすいだろうに、変わってる」と思いながらわたしは話を続けた。

　そのうちに眠ってしまった彼の顔を見ながら、青空の下でゆっくりと流れる時間を堪能した。

　同僚？　友達？　それ以上？

　そんな微妙な関係が三カ月ほど続いたとき、わたしに予想もしていない事態が起こった。

　実家の母が病に倒れ、長期入院をすることになってしまったのだ。早くに父を亡くしてわたしを育ててくれた母の病気。どうしても近くで支えてあげたかった。

　まだ勤め始めて数カ月。まだキャリアも何もないわたしは退職も覚悟の上で園長に休職させてほしいと申し出た。

　しかし予想に反して園長は休職を許可してくれた。わたしの穴埋めには、園長の知り合いの保育士で復帰したいといっている女性がひきうけてくれることになったのだ。

　保育園の管轄の総務部は難色をしめしたようだが、なんとか話をつけてくれた。

　休職後の仕事のことを考えてなくてよいだけでも、母のことで落ち込んでいた気持ちがずいぶん救われた。

　しかしこんな状況になってしまって、心残りなのが都築さんのことだ。わたしたちは特別な関係というわけではない。かといって何も関係がないわけでもない。

　しかしここのところ彼の仕事がすごく忙しく、連絡も取りづらいほどだった。事前に聞いていたのでわたしからも連絡をすることは控えていたのだけど。

　わたしは園で汚れてしまったエプロンを手で洗いながら考える。自分はいったいどうしたいのか。

　このまま何も言わずに、休職してしまっていいのだろうかと考える。するとわたしの中ですぐに答えが出た。

　急いでその場で彼に連絡をしようとポケットに入れていたスマートフォンを取り出す。しかし焦っていたわたしはそれをそのまま、エプロンをつけ置きしていたバケツに落としてしまった。

「うそ、やだ」

　どうしてこんなときに……。

　急いでスマートフォンを水から引きあげたが、電源さえ入らない。これでは使い物にならない。そのうえ運の悪いことに彼の連絡先を控えていない。

　短い間だったけれど、一緒に過ごせて楽しかったと、せめてお礼だけでも伝えようと思ったのに……。

　でもそこで諦めるなんてできなかった。わたしは勇気を出して彼に会いに行くことにした。

　わたしは今までほとんど足を踏み入れたことのない、四階にある都築さんが在籍している設計部に向かった。

　終業時刻は過ぎているが、まだフロアにはたくさん人がいる。納期が近ければずいぶん遅い時間でも働いている人がいると聞いた。

「あっ」

　そこでわたしは初めて気がついたのだ。

　設計部は機密保持の観点からセキュリティが厳しい。社内の人間でも特別に設計部の許可を得たＩＤカードでしか入れないので、そのＩＤカードを機械にかざして入るか、入り口前にある内線電話で呼び出してもらうしかない。

　どうしよう……。

　目の前にある扉に阻まれてどうしたらいいかわからない。スーツ姿の人ばかりの中、保育園の制服でうろうろしていると目立つのか、行きかう人々の視線がわたしに向いているのがわかる。

　せめて着替えてくるんだったな……。

　いつまでもここでこうしているわけにはいかない。けれど目の前の電話を手にとって彼を呼び出してもらう勇気が出ない。

　入口で迷っていると、後ろから来た女性に声をかけられた。

「お伺いしましょうか？」

　わたしがここで迷っていたのを見て、声をかけてくれたのだ。驚いたけれどこのチャンスを逃すわけにはいかない。

「あの、都築さんを……お願いしたいんですが」

「都築……ですか。一課と三課どちらの都築ですか？」

「え、あの……」

　どっちなのか聞いたことなどなかった。ＩＤカードを確認したこともない。

　わたしは自分が彼について知っていることが本当にわずかなのだと、ここにきて思い知る。

　はっきり答えられないわたしを不審に思った女性が、わたしのＩＤカードを確認している。このおかげでこの会社の一員であることは証明された。

　でもここであきらめるわけにはいかない。このチャンスを逃せば彼にわたしの今の状況を直接伝えることができない。

　怪しまれているのはわかっているが、あきらめるわけにはいかない。

「あの、眼鏡をかけている方なんですが」

「ああ、一課の都築さんね！」

「たぶんその人です！」

　彼を探すことができて安心した。

「彼、もうここには在籍していませんよ」

　しかし安心したのも一瞬で、次の言葉にわたしはショックを受けた。

「え？　じゃあ辞めてしまったんですか？」

「ええ。正確に言えば社員ではなくなったってことね」

　女性の言葉に、わたしは激しく動揺した。

　いないってどういうこと？　社員じゃないって……辞めてしまったってことだよね？　それ以外、何がある？

「ねえ、お知り合いなんでしょう？　何も聞いていないの？」

　そう尋ねられてうなずくしかなかった。

　たしかに知り合いではある。けれどわたしは彼のことを何も知らなかったのだ。

　ただ何度か会って知ったつもりになっていただけだった。

　それと同時に、自分だけがあの時間を大切にしていたのだと思い知る。もし彼にとっても大切な時間だったのなら、会社を辞める際にわたしにそのことを知らせてくれるはずだ。

　わたしが今、こうやって彼に会いにきているみたいに。

　残念だけれど、彼にとってわたしはそこまでする〝知り合い〟ではなかったということだ。

「ねえ、あなた大丈夫なの？」

　茫然自失のわたしを見た女性が、心配して声をかけてくれる。その親切さにも応えることができないほどわたしはショックをうけていた。

「あの、ありがとうございました」

　小さな声でそう伝えて、その場を離れるのが精いっぱいだった。わたしはこれ以上ないほど彼がいなくなった事実にうちのめされたのだ。

　たしかに何の約束もしていない。何度か約束をして出かけたり食事をしただけ。わたしには特別だったあの時間が相手にとっては何でもなかった。ただそれだけのこと……。

　そう割り切ろうと思ったが、なかなか気持ちの整理はつかなかった。

　それでも今さらどうしようもないのだ。もう彼はわたしの手の届くところにはいなくなってしまったのだから。






　都築さんとの突然の別れは、とてもショックなことではあったけれど、実家の名古屋に帰って母の看病で忙しかったおかげで、そのことをあまり考えないですんだ。

　好きになる前でよかったんだ。

　間違いなく彼に好意を抱いていた。もっと気持ちを持っていかれた後であれば、つらくて仕方なかったに違いない。

　だからこれでよかったんだ……。

　母の病気に一緒に立ち向かうことになった一年後、元気に退院した母の顔を見て、わたしは安心してまた元の職場に復帰したのだ。




　……けれど。

　その復帰して数日後に、わたしは再び衝撃を受けることになった。

「あの……この人って」

　会社案内のパンフレットを見ていたときのこと。出来上がったら毎年各部署に配られることになっている。福利厚生のページにはこの保育園のことも掲載されているので、みんなで見ていたときに、わたしはある写真を見て自分の目を疑った。

　そこに都築さんが写っていたからだ。

「あのこの人って……」

　その写真を指さして園長に尋ねる。

「ああ、菊池先生は知らないか。ちょうど休職しているときに社長に就任したから」

　間違いなく都築さんの写真だ。けれど名前には周防智也と記載されている。

「この人、都築さんってお名前じゃないんですか？」

　眼鏡はかけていないので、人違いかもしれない。わたしはそう思って園長に聞く。

「ああ、たしかそういう名前で設計部で仕事をしていたんだって。なんでも跡取りってわかると、周りの人が気を使うからずっと母方の姓で勤務していたらしいのよ。もしかして菊池先生どこかで会っていた？」

「いえ、別にそういうわけじゃ……」

　うまくごまかさないといけないのに、言葉が出てこない。けれど園長はわたしの焦りには気が付かずに、すぐに自分たちの掲載されているページをじっくりと見始めた。

　わたしの動揺はばれていないようだ。

　本名は……〝周防〟だったんだ……。

　今の彼の肩書は設計部ではなく、代表取締役社長となっている。

　だから設計部の入り口で出会った女性は『社員ではなくなった』という言い方をしたのだ。たしかに彼女の言うことは間違っていない。勝手に退職したと勘違いしたのはわたしだ。

　けれどそれでよかったのだと思う。わたしの知っている都築智也さんはもういないのだ。

　この会社にいるのは、彼と同じ顔をした周防智也社長。

　結局手の届かない場所にいってしまったという事実は、変わらない。

　わたしは都築さんと周防社長が同一人物だとは思わないようにした。だってきっともう二度と……彼と話をすることはないだろうから。

　今も変わらず腰高窓の向こうにあるベンチを見て、わたしはそう思った。




＊＊＊




　仕事に復帰してから三年。

　彼とは仕事上全く接点がないので、こんなふうに出会うはずはなかった。

　それなのに、まさか視察に来るなんて。

　でも……きっともうわたしのことなんて覚えていないだろうな。

　たとえ覚えていたとしても、知らないふりするだろうし。

　今と昔とでは、彼は立場が違うのだ。

　わたしもそれは理解しているし、それでいいと思っている。

　今しっかりと保育士として自信をもって仕事をできているのは、あのくじけそうなときに支えてくれた都築さんのおかげだ。

　わたしにできることは、その感謝の気持ちを忘れずにこの保育園で子どもたちをきちんと預かり、親御さんたちに安心して仕事をしてもらうことだ。

　そうすることが、きっと彼へのあのときの恩返しになるのだから。

　わたしはそう思い、より一層仕事に向き合おうと決心した。




　しかしそれから間もなくして、思いもよらないことが起こる。

　その日もいつも通りの勤務を終えて、片付けをしていたときだった。急に思いつめた顔の園長先生が、わたしに話があると呼びに来たのだ。

　職員室に入り話を聞く。

「あのね、菊池先生。何か問題を抱えてるんじゃない？」

「え？」

　いきなりどういうことだろう。たしかに仕事上では悩みもあるが、園長先生はたぶんそのレベルの話をしているのではないのだろう。

「あの、どういうことですか？」

　理由を尋ねたわたしを、園長先生は困った顔で見つめた。

「社長室から呼び出しがあったの。菊池先生を向かわせるようにって秘書の方から」

「えっ!?」

　いったいどういうことだろうか。どうしていまさら？

「保育園の存続のことだと思うの……。でもどうして園長のわたしじゃなくて、菊池先生なのかしら？　何か心当たりでもあるの？」

　昔、彼が社長になる前、知り合いでした。とはさすがに言えずに首を振る。

「そう……わたしたち保育士を呼ぶってことは園の運営に関すること以外考えられないわね。菊池先生」

　園長先生がわたしの手をぎゅっと握った。

「この園はたしかに規模は小さいけれど、働く保護者の方にとってはなくてはならない場所だとわたしは思っているの」

　わたしだって同じ気持ちだ。うなずくと園長先生も小さくうなずいた。まるで「わかっているわよね？」と言われているようだ。

「だから、今日これから社長に会ったら、園がこれまで通り継続できるようにあなたからもきちんとお願いして、なんとか悪い方向にいかないように説得してほしいのよ」

　懇願されて断ることなどできない。園長先生にとっては今日の面会が存続させてほしいと訴えかける少ないチャンスのひとつなのだから。

「わかりました。できることはやってみます」

　彼がわたしを呼び出した本当の理由はわからない。

　けれど今さら昔の話を蒸し返す可能性は低い。だとしたら園長先生が言うようにわたしを呼び出したのはきっと園の運営のことが理由に違いない。

　とはいえ……社長室かぁ……。

　社長と保育士として、彼と話をするのは初めてのことだ。昔の気安さなどはどこにもない。そう考えると一気に胃が重くなる。

「さあ、早く行ってきて。結果は明日の朝、ちゃんと教えてね」

　園長先生の期待を一身に背負ったわたしは、緊張でドキドキしながら普段は使わないエレベーターで最上階にある社長室を目指した。

　エレベーターが到着すると、すぐに役員フロア専用の受付がある。すでに終業時刻をすぎているので、そこに人影はないが奥にある秘書室にはまだ人の気配があった。

　えーっとどこが社長室だろう。

　きょろきょろしていると秘書の桜沢さんが出てきた。

「あ……」

「こちらです。どうぞ」

　一番奥の部屋に案内される。黒字に金色の字で【社長室】と記されたプレートがかかっていた。

　ノックをして入ればいい。わかってはいるけれど緊張してなかなかできない。

　はぁ……深呼吸しよう。

　そう思い大きく息を吸い込んだ瞬間。

「そんなところで突っ立ってないで、早く中に入って。ちなみに監視カメラにずっと写ってるから」

「あっ……え、はい」

　やっと息をするのを思い出して、返事をしてからノックをして中に入る。

「失礼します」

　緊張して頭を下げた。

「こちらに来て、座って。菊池さん」

　はっとして声の方を見る。周防社長が立ち上がり応接セットを右手で指している。

　この間の視察のときは、保育中だったこともあり彼をまじまじと見ることがなかった。けれど今日は真正面から彼と向き合うことになり、三年前のわたしの知っている彼と思わず比べてしまう。

　あのころも整った顔をしていた。今は眼鏡をはずしているようだが、形の良い瞳は変わらない。昔は柔らかい雰囲気だったのだが、今は洗練された大人の精悍さが滲み出ている。

　今いるのは社長室。この場所と彼の〝代表取締役社長〟という肩書が、彼をそう見せるのかもしれない。

「失礼します」

　わたしは一礼すると、周防社長が指示した応接セットの前に向かう。わたしと同じタイミングで社長も一人掛けのソファの前にやってきた。

「どうぞ、まずは座ってください」

「はい……」

　促されて革張りのソファに浅く座る。これからどんな話をされるのかと、心臓が痛いくらいドキドキしている。

「今日は急に呼び出して悪かったね。仕事はもう終わった？」

　社長が少し表情をやわらげた。その顔に昔の面影が見えて少しだけ緊張が解け、声を出すことができた。

「はい。残りの仕事は他の先生が代わりにやってくれています」

「そうですか。突然呼び出したので迷惑だったでしょうね」

「いえ、そういうことでは……」

　慌ててわたしが否定すると、社長はにっこりとほほ笑んだ。

「ゴホン、社長そろそろお話を」

「ああ」

　なかなか本題に入らない社長を見て、桜沢さんが話を前に進めるように促した。社長はそれに対して一瞬煩わしそうに桜沢さんを見たけれど、すぐに視線をわたしに戻した。

「それで今日呼び出したのは、君に少しお願いがあってね」

「お願い……ですか？」

　仕事の話ならばそんな回りくどい言い方などしないだろう。彼の立場ならば一言わたしに命令すればすむことなのだから。

　予想していた園の話とは違うのかもしれない。

　そう思ったわたしは少し身構えてしまう。

「いや、そんなふうに警戒されると言い出しづらいな」

　ますますどんな話なのだと思う。

「社長、あなたがそんな態度だと、彼女も困りますよ。代わりにわたしからお話しすることも可能ですが……」

「いや、俺がちゃんと説明するから」

　わたしたちのやり取りを見て、しびれをきらしたのか桜沢さんのイライラが伝わってくる。

　どうやら社長に対しても、物怖じせずにモノ申すタイプの人のようだ。同僚の太田先生曰く、彼もまた怖ろしく仕事ができる人らしい。

「お願いというのは、この本を読んでほしいんだ」

　そういって手渡されたのは、保育園で園児が寝る前の読み聞かせの時間に読んでいる「眠り姫」の絵本だった。

　わたしは驚いて、社長の顔をじっと見て尋ねた。

「これを……ですか？」

　ますます〝なぜ〟〝どうして〟が頭の中に浮かんでくる。社長もわたしの困惑はわかっているようだが、真剣な目で力強くうなずいた。

「そうだ、これを声を出して読んでほしい」

　いったい、なんだというのだ。

　真剣な社長の様子にますます混乱する。

　わたしは戸惑いながら助けを求めるように、桜沢さんの顔を見た。

　しかし彼もまたうなずいて、そっと手をさしだし「どうぞ」と絵本を読むように促してくる。

　そんな……。

　ふたりの視線がわたしに向けられている。早く読むようにふたりから催促する視線を向けられて、わたしはついに観念して、わけもわからず本を開いた。

　見慣れた一ページ目からゆっくりと読み始めた。さすがに子どもたちに聞かせるような芝居がかった声色は出せないが、それ以外はゆっくりといつも通りを心掛けた。

「昔ある国の王様とお妃さまに待望の赤ちゃんが生まれました──」

　読みなれた本。いつもとは違う状況で緊張する。しかしふたりとも静かにわたしの朗読を聞いていた。

「そして、糸車の針で刺されてしまったのです……」

　次のページを読む前に、社長の様子が気になりちらっと見た。すると彼は一人掛けのソファの背もたれに体を預けて腕組みをして下を向いている。

　寝ているみたい……まさかね。

　わたしを呼び出しておいて眠ってしまうなんてことあるはずない。

　そう思い再び本を読もうとしたとき、桜沢さんが社長のそばに近づいた。

　そして社長の顔を覗き込んでから「ああやっぱり」と小さな声でつぶやいた。

　何がやっぱりなの……？

　訳を知りたくて桜沢さんの方を見ていると、彼が社長の肩をゆすった。

「起きてください、社長」

「えっ!?」

　起きてくださいってことは、やっぱり眠っていたってこと？

　そんなバカなことがあるだろうか。いったいあの短時間でどうしたっていうのだ？

「ああ、俺はやっぱり。そうだったんだな？」

　社長も気だるげな様子だったが、自分の置かれた状況を整理するためか桜沢さんに確認している。

「ええ、間違いありませんね。社長は眠っておられました」

「そうか……」

　なにやら深刻な状況に、わたしはどうしていいのかと膝の上に置いた絵本の端をぎゅっと握りしめた。

　何があったというのだ。

「菊池さん……いきなりすまなかったね。驚いただろう？」

「え……はい」

　ここで否定しても仕方ないと思い、わたしは社長の言葉に素直にうなずいた。

「実はこの間、保育園で視察したときにわかったんだ。俺は君の声を聴くと眠れるって」

「え？」

　いったいどういうことなのだ。たしかに世の中に眠くなる声というのは存在する。高校時代世界史の先生の声がまさにそうだった。

　しかし今はそれとは少しわけが違うように思う。

「どういうことですか？」

「それはね……」

　わたしが説明を求めると、社長の言葉を桜沢さんが遮った。

「ここは私から説明します」

　桜沢さんは社長の後ろに立ちわたしの方を見た。

「これは社内でも私と社長しか知らないことです。ですから他言無用でお願いします」

　念を押されたわたしは、うなずいた。

「実は社長はここのところ、不眠が続いていて体を休めることがあまりできていません」

「えっ」

　想像しかできないが、大会社の社長だ。きっと分刻みのスケジュールをこなしているに違いない。それなのに眠れないとなると、体を壊してしまうのではないだろうか。

「あの、お医者様には？」

「もちろん、診察を受けています。睡眠薬も処方されていますが、この方があまり服用を好まないせいで、体調を崩す一歩手前まで飲まないんです。しかも薬にたよっても一時的な効果しかありませんので、付け焼き刃ですよね」

　そんなことが……。きっと精神的なプレッシャーはわたしの想像をはるかに超えたものなんだろう。

　心配になり社長を見ると、疲れた様子で目頭を押さえている。

「それが……この間あなたの読み聞かせのときには保育園の教室にいたのにもかかわらず、うとうとされていました。もしかしたらあなたの声のせいではないかとそれを確かめるべく、あなたにここに来てもらい、もう一度絵本を読んでもらったのです」

　そういう理由だったのか……わたしが本を読まされたのは。

「でも、どうしてですか？　本当にわたしの声のせいなんですか？」

「それは俺にもわからない。でもそんなことになったのは君の声だけなんだ。君の声を聞くと眠くなってしまう」

　ひとつ思い出した。以前社長とピクニックに行ったときわたしの声を聞いていると眠くなると言っていた。もしかしたらあの時もそうだったのかもしれない。

　社長がわたしを見ながら答えた。

「そこで君にお願いがあるんだ」

　ここからが今日、わたしがここに呼び出された本題だ。わたしは緊張して彼の言葉を待った。

「君に俺の睡眠の管理をしてもらいたいんだ」

「睡眠の管理ですか？　あの……具体的には？」

　言われたことが抽象的すぎて、何をしたらいいかわからない。

「そうだね……今日みたいに僕が眠るときに一緒にいてもらえないかな？」

「えーと、今日みたいに本を読むということでいいんでしょうか？」

「そうなるかな……今後手探りでいろいろと試してみたいとは思っているけれど、ダメだろうか？」

「あの、このくらいのことならできなくないですけど、社長がお休みになるのって──」

「深夜だね。基本的に社長の仕事が終わる時刻は決まっていない。ただ、かなり多忙を極めていることは確かだ。お休みになれる時間は日付をまたぐことも多いだろうね」

　そこで桜沢さんが口をはさんだ。その内容に驚く。

「そんな遅くに、ここで？」

「まさか！」

　その一言でほっとした。やっぱり男性と夜中にふたりっきりで過ごすのは問題があるだろう。

　しかしその安心もつかの間だった。

「もちろん、菊池さんには社長のご自宅で一緒に過ごしてもらいますから」

「え！　そんな……いくらなんでも遅い時間にご自宅だなんて」

　常識的に考えてありえない話だ。

「では、君は社長にここで眠れというのかい？」

「そんなつもりじゃ……」

　わたしは言葉に詰まる。たしかに桜沢さんの言う通りだけれど……。すぐに返事はできない。

「桜沢、いい加減にしないか」

　見かねた社長が止めに入ってくれた。そしてわたしのほうを見て頭を下げた。

「菊池さん、無理を言って悪かった」

「いいえ。でもやっぱり深夜に社長のご自宅にお伺いするっていうのは……」

　わたしの気持ちをわかってくれたようで安心した。

「君が謝ることじゃない。気にしないでくれ」

　社長の残念そうな顔を見ると、心が痛むが仕方ない。

「では、失礼します」

　そこで、立ち上がり頭を下げ出口に向かおうとするわたしに、桜沢さんが声をかけた。

「では、園の存続はナシということでいいですか？」

「えっ？　どういうことですか？」

　そんな話は一切出てこなかったはずだ。わたしは足を止めて振り向き桜沢さんを見る。

「桜沢？」

　社長の呼びかけにも桜沢さんは止まらない。

「君も聞いているんでしょう？　あさがお園の存続が危ういことについて。今回君がこの話を断るなら、園の存続についてもいろいろと考えないといけませんね」

「何を言い出すんだ！」

　社長が立ち上がって桜沢さんを止めようとする。しかし彼は意に介さずに話を続けた。

「君は今自分が重大な秘密を知ってしまったことを理解していますか？」

「どういうことですか？」

「周防社長の体調に関することですから、社外に漏れるととてもまずいことになります」

「そんな……わたし誰にも言いません」

　自分の勤めている会社に不利になるようなことを口外するわけがない。

「それを信用しろと？」

　そう言われると、どうやって信用してもらえばいのかわからない。

「少なくともあなたがこの仕事を引き受けてくれるならば、周防社長の睡眠不足からくる体調不良は改善するでしょう。そして園の存続もお約束できる。誰も損をしない。違いますか？」

「……っ」

　まったくもってその通りだ。

　わたしが要望を受け入れさえすれば、すべてがうまくいくんだ。

「桜沢っ！」

　社長の声に、思わずびくっとした。

「いい加減にするんだ。君は少し席をはずして。菊池さんとふたりで話をしたい」

「でも、社長！」

「これはお願いじゃない、命令だ」

　初めて見る社長の厳しい態度に、わたしは驚き黙ったままで様子をうかがう。

　桜沢さんは何か言いたげにしていたけれど、「かしこまりました」と不満をにじませながらも、社長室を出て行った。

「はぁ……すまない。悪い奴ではないんだが」

「あ、いえ」

　もう一度座るように言われて、わたしは元の席に戻った。

　しかしすぐに話が切り出されるわけではなく、沈黙が続く。

「菊池さん」

「はいっ」

　しばらく黙っていていきなり名前を呼ばれたので、思いのほか大きな声が出た。

　社長は驚いた顔をして、それからクスクスと笑った。

「ああ、そんなに緊張しないでほしい。ここからは社長と社員ではなくただの……そうだな、四年前のときと同じ立場で話をしてもらうことはできるかい？」

　あのときのこと……覚えていたんだ。

「えぇ、かまいませんけど……」

「よかった。ここからは本当に個人的なお願いだから」

　にっこりとほほ笑んだ彼の顔は、社長という立場から解放されて、昔と変わらないように思えた。

　そして少し迷った後、彼は口を開いた。

「今回のこと、驚いたよね？」

「はい。本当にわたしの声で眠くなるのか半信半疑なんですけど」

「それはそうだろうね。俺自身も驚いているから。少し話を聞いてもらえるかい？」

　笑ってはいるが、元気がないことはわかる。わたしは何も言わずにうなずいた。

　彼はわたしから視線を外して、ゆっくりと話し始めた。

「三年前に社長の座を継いでから、がむしゃらにやってきた。親父が体調を崩して引き継ぐことになったけれど、世間はそう甘くない。まだ経験も浅い俺が周囲に認めてもらうには、ただ目の前のことに全力で取り組んでいくしかなかった。それこそ寝る間を惜しんでね」

　当時のことを思い出しているのか、少し辛そうに見えた。

「でもそれを見て、最初は俺に対してマイナスの感情をもっていた相手も、だんだん認めてくれるようになった。しっかりと俺を支えて協力してくれている。本当にありがたいと思う」

「そうだったんですね」

　仕事復帰後、社内が少しごたついているのは知っていた。しかし保育園は本来の業務と切り離されたところにあるので、彼がこの三年間どれほどの努力をしてきたのかわたしは全く知らなかったのだ。

　本当に大変だったのだと思う。きっとそれはわたしには想像もできないほどだろう。しかし彼は自分が頑張ってきたことよりも、周りへの感謝を口にした。

　こういう彼だからこそ、不眠症になってしまったに違いない。

「今年に入るまでは、なんとかそれでやってこられた。しかしだんだんと眠れない日が続くようになった。医師曰く、ストレスからくる不眠だろうと。もちろん薬を処方してもらうと眠れることもある。けれどその薬も次第に効かなくなってきた。食事や運動、いろいろと試してみたけれど、どれも根本的な解決には至らなかった。君以外はね」

「そんな……」

　真面目な彼のことだ。きっと忙しい仕事の合間をぬってできることは何でもやったに違いない。

　それなのに、唯一効果があったのが、まさかわたしの読み聞かせだったなんて。

「こんなこと言うと、プレッシャーに感じてしまうかもしれないけれど……」

　彼はそう前置きして、わたしをまっすぐ見つめた。

「俺にとって、君は最後の希望の光なんだ」

　彼の心からの言葉に聞こえた。

　わたしの胸に直接響く。その言葉に気持ちが揺れる。

　本当は彼の力になってあげたい……でも……。

「ずうずうしいってわかっているんだけど、もしよければ昼間この部屋で今日みたいなことをしてもらうことはできる？」

「昼間……ですか？」

　社長がうなずいた。

「俺の都合と君の都合が合うとき。ここで。園長先生にはこちらから話をつけておくから」

「でも、それで大丈夫なんですか？」

「どうだろうね。でも、短時間でも眠ることができればきっと体の負担は軽くなると思う。それに君と接する機会が増えれば、不眠解消の手がかりがつかめるかもしれない」

　たしかに何度か確かめてみれば、わたしの読み聞かせで眠ることができる理由がわかるかもしれない。

　それに昼休みなら……周囲になんとでも言い訳ができる。きっとそれは社長が考えてくれるに違いない。

「昼間でもダメだろうか？」

　顔を覗き込まれた。そんな目で見ないでほしい。断ろうにも断れない。

　いやこのときのわたしはすでに断るつもりなどなかった。

　彼を助けることができるなら、そのくらいのことはしたいと思った。

「わかりました。お役に立てるかどうかは……まだ半信半疑なんですが」

「本当？」

「え、ええ」

「ありがとう、本当に助かる」

　社長はよっぽどうれしかったのか、座っているわたしの前にかがみ込んだ。

　そしてわたしの手をぎゅっと握ると、至近距離でもう一度「ありがとう」と言った。

　こんなに喜んでくれるとは思っていなかった。今まで彼がここまで歓喜する姿を見たことがなかった。

「良くなるといいですね」

　喜んでいる彼を見ていたら、わたしまでうれしくなってきた。

　お互いニコニコとひとしきり笑ったあと、手を握り合っていることに気がついてはっとする。

「あっ」

　あわてて手を放すと恥ずかしさが込み上げてきて顔が熱くなった。

　ふたりして同時にパッと手を離した。お互い気まずくて思わず目をそらす。

「悪かった、つい興奮して」

　社長がすぐに謝る。

「あの、本当に大丈夫ですから！　気にしないでください」

　彼が社長だからそう言ったわけではない。わたしは単純に彼の喜ぶ姿を見てうれしかっただけなのだ。

「そう言ってもらえると、助かる。今回のことは俺の個人的な頼み事だから、嫌になった時点で申し出てくれていい。それに気になることがあったら何でも聞いて」

「あ……あの」

　わたしは早速一番気になること尋ねた。

「保育園のことなんですが、どうなるんですか？」

　おそるおそる尋ねる。桜沢さんはわたしがこの仕事を引き受けたら、園は存続すると言っていたけれど、本当のところはどうなるのだろうか。

「ああ、そうだね。大事な話をしていなかった」

　社長は元のソファに座ると、少し言葉を選びながら話をしてくれた。

「桜沢はああ言ったけれど、君がこの仕事を引き受けることと園の存続についてはまったく切り離して考えている」

「えっ？」

「悪いな、桜沢が……、あいつ性格が悪いんだ。脅すようなことしてすまなかった」

「そうだったんですね……」

　わたしは胸をなで下ろした。しかしそうなると、やはり園の存続についての検討は継続されるということだ。

「やっぱりなくなってしまうんでしょうか……」

「いや、保育園にかかわらず、色々なことの改革を今やっている最中なんだ。それぞれについて存続か撤退か、話し合いで決める。もちろん俺の意見も加味されるけれど、最終的には会議で決まることになっているんだ」

「そうだったんですね……」

「だから、君が俺に協力してくれたからといって、存続を約束できるものではないんだ。すまない」

　社長が頭を下げた。

「もし、今の話を聞いてやっぱりできないっていうならそれは仕方がないと思う」

　彼は残念そうな表情を浮かべた。

　しかしわたしは断るつもりなどなかった。仕事のこととは関係なく、社長の不眠解消に協力しようと思ったからだ。

「いえ、それとこれとは……社長は最初から個人的なお願いって言っていましたから、わたしもこの話は個人的にお受けするということで、どうでしょうか？」

「ありがとう」

　ふんわりと笑うその顔に、なぜだか胸がキュンとなった。

　もちろん彼が素敵だからというのもあるけれど、それだけじゃない。

　わたしが保育士に復帰して以降、社長という立場の彼しか知らなかった。それはいつも凛としていて近寄りがたい雰囲気で……それが今目の前にいる彼は、以前の彼を思い出させる優しい笑みを浮かべている。

　そんな顔されると……また気持ちが……いや、だめ。

　いくらこんなふうに昔の彼の片鱗を見ることがあっても、過去の彼とは違うのだ。

　今の彼は社長なんだから……今回呼ばれたのだってたまたまわたしの声で彼が眠れるからっていうだけで、それ以上のことは何もない。

　万が一彼にわたしに対する特別な感情があったのだとしたら、きっと三年前のあのとき……わたしの前からいなくなってしまう前に何かしらの説明をしてくれたに違いない。

　あのとき恋心をもっていたのはわたしだけ、それを忘れてはいけない。

　恋愛経験が未熟だからって、わたしに向ける彼の優しい笑顔を誤解してはいけない。そのほほ笑みに特別な意味があると思ってはいけない。

　だから今胸の中にある、この恋がはじまる前のような複雑な感情は自分のなかで気のせいだと思うことにした。

　もうあのときみたいに、傷つきたくないから。

「では、わたしはこれで失礼します！」

　胸の中のもやもやを振り切るようにして立ち上がり頭を下げた。

「次回は桜沢から連絡させる」

　顔を上げたわたしに、社長が手を差し出した。一瞬それを見て戸惑ってしまったが、彼の手を握る。するとぎゅっと握り返されたその熱に、ドキドキと心臓がうるさく音を立てた。

　もう……さっき、なかったことにしたばっかりなのに！

　うまくコントロールできない自分の感情と共に、わたしは社長室を後にした。
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　廊下に続く扉がバタンと閉じた瞬間、隣の桜沢の部屋に繋がる扉がすぐに開いた。

「うまくいったみたいですね、社長」

　にっこりとうさんくさい笑みを浮かべる桜沢に、俺はため息をついた。

「おまえは、いい加減にしろよ。彼女にどうしてあんな脅すような事を言ったんだ」

　そもそも俺や桜沢の一存で、会社の一部門の継続の可否を決められるわけない。

「あれぐらいしないと、話が進展しないでしょう。それに話は良いほうへと転がったんですから、結果オーライじゃないですか」

「お前なぁ……」

　呆れてものも言えないとはこのことだ。

　長い付き合いだから、性格はわかっているつもりだったが、今でもこうやって呆れることも多々ある。

　同じ歳の桜沢凌りょうが、俺の通う中学に編入してきたのは中学一年のころだった。編入試験が難しいが故に、途中入学というだけでかなり注目されるのに、その美しいと表現するほうがしっくりくる美形も相まって、すぐに学校の人気者になった。

　そして試験が終わったある日、急に桜沢が俺のところを訪ねてきた。そして値踏みするように俺のことを見てきた。無言で見つめ返す俺を見て桜沢は笑った。

「俺より頭いいやつ、初めてみた」

「たかが試験の結果だろ」

　一位以外とったことのない俺は、順位なんて気にしたことがなかった。

「は？　むかつくやつ」

　むかつくといいつつも、顔が笑顔のままだ。それから俺の行く先々についてくるようになった。

　今となっては腐れ縁以上のものだ。事実俺は、秘書としての桜沢には一目置いている。

　眉目秀麗、博学多才、本来ならば人の上に立つ人間だ。秘書でおさまるような人間ではない。やる気になればきっと多くのことを成し遂げられるはずだ。

　以前なぜ俺の秘書になったのか聞いたけれど「おれよりすごいやつはお前しか知らないから」と。出会ったときと同じような返事があっただけだった。

　本人がそういうので、それ以上は追及していない。

　当時のことを思い出していた俺に、桜沢が尋ねた。

「で、今日の夜からか？」

　先ほど彼女と話をした結果をまだ伝えていなかった。

「ああ、そのことだが──」

　俺は桜沢に、一週間に一度か二度昼休みに彼女にここに来てもらうことにしたと伝えた。

「はぁ？　なんでそんな中途半端なことに？　お前自分の体調がギリギリのところまできてる自覚あるのか？」

　敬語を使わなくなったときは、本音を言っているとき。俺の体調のことを知っているのは今は桜沢と菊池さんのふたりだけだ。そして今の状況をより理解しているぶん、心配しているのだろう。

「仕方ないだろう。彼女をいきなり家に呼ぶわけにはいかない」

「そんなもの、どうにでもなるだろ。今から俺が言ってくる」

　桜沢は今にも彼女を追いかけて飛び出して行きそうだ。

「待て、待ってくれ」

　俺がひきとめると、桜沢はイライラしながらもなんとか感情を抑えているようだった。

「最初から強引に進めて警戒されたら困る。俺自身の問題だからこれ以上は首を突っ込むな」

「……異議がないわけじゃないけど、お前がそうしたいならそうすればいい」

　桜沢も納得したようで、ほっとした。

「ただ、それでも状況が改善しないってなると俺も口を出させてもらうからな」

「わかった、わかった」

　俺の返事に桜沢は腕を組んで不満顔だ。しかしそのあと「はぁ」と大きなため息をついた。

「なあ、お前あの子といったい何があったんだ？」

　またその質問か。もう何度目だ。

「たいした話じゃない。それにお前には関係のない話だ」

　以前聞かれた時と同じ返事を繰り返した。桜沢も「ふーん」とだけ答える。俺が答える気がないとわかっているなら、最初から聞かなければいいのに。

　彼女のことを聞かれたせいか、ふと当時のことを思い出す。

　今、振り返ってみればあのころが、一番楽しかったかもしれない。社長になってからの三年間の記憶があまりないからそう思うのかもしれないが。




　まだ自分の立場を隠して『都築』と名乗り、設計部に在籍していた。本当は『周防』という名字だと知っているのはほんの一握りの上の人間だけだった。

　祖父の作った周防建設を継ぐ条件として親父に提示したのは、数年間は一般社員として設計に携わりたいということだ。

　小さなころから親の仕事を見てきたからか、建築が好きだった。しかし会社を継ぐとなると建築物を作ることとは離れ、会社経営をしていかなくてはならない。

　もちろん会社を動かしていく仕事もすばらしいと思うが、どうしても自分の設計したものを形にする仕事をしたかった。

　そのために学生のときから、建築事務所でアルバイトをし、ありとあらゆるコンペに応募し資格も取得した。俺には限られた時間しか残されていなかったから。

　もちろん会社には一般社員として入社している。すぐにプロジェクトに参加できるわけではない。それでも設計という仕事が楽しくてただがむしゃらに仕事をしていた。

　社内外のコンペでも結果を出し、やっと自分の思い描いていた仕事ができるようになってきた矢先、父親が体を壊しモラトリアムの時間に終わりが見えてきた。そのころに彼女に出会ったのだ。

　本社ビルの敷地内の隅。緑にかこまれた場所にある社内保育園。仕事が休みの日なのでもちろん保育園も休みだ。だからひとりになりたいときに、近くのベンチに座ってひとりぼうっとしていることがあった。

　しかしある時から、休みの日だというのにピアノと歌声が聞こえてくるようになった。耳を澄ませると園児に語り掛けるような声まで聞こえる。

　休みのはずなのにと、不審に思って中をのぞくと彼女──菊池さんがいた。あまりにも一生懸命なその姿に思わず笑ってしまったのを彼女に見つかり、それが出会いとなった。

　それから何となく流れで彼女の練習に付き合うことになった。どうしてそんなことになったのか……おそらく間もなく自分の立場が変わり好きなことができなくなる。だからこそ好きな仕事に一生懸命な彼女を応援したくなったのだろう。

　最初は俺が応援するつもりだったのに、いつしかその時間が楽しみになり、俺の方が励まされるようになっていた。何か特別なことをするわけではない。ただ少し会って話をするだけ。それでも俺にとっては大切な時間だった。

　親父が二度目に倒れて、緊急入院するまでは。

　それから俺が自由に選択できる人生は、突然終わりを告げた。すぐに社長就任に向けて周りが動き出した。俺もただまわりに流されてしまうのではなく、必死に自分を保ちながらやってきた。

　仕事に忙殺されるような日々の中でも、菊池さんのことを一度も思い出さなかったわけじゃない。彼女も俺が『都築』ではなく、『周防』だということにさすがに気が付くだろう。社長が交代したのだから。就任前にはできなかった事情の説明をしようと何度か連絡をしてみたが、連絡が取れなかった。あきらめきれずに半年後にいつもの時間にいつもの場所を訪れてみたけれど、彼女はいなかった。

　三回行って、どうやらもう二度と会えないらしいとわかったときに、園の保育士について問い合わせをしたら菊池という保育士はいないという回答が返ってきた。

　ひどく残念に思ったのを今でも覚えている。彼女は夢をあきらめたのだと。

　なんだかむなしくなった。あんなに輝いていた彼女が簡単に保育士という仕事を投げ出してしまったのだと思うとやるせなかった。もしかしたら自分がやりたい仕事をあきらめてしまったから、彼女には続けてほしかったという勝手な思いがあったのかもしれない。

　それから彼女のことは考えなかった。それは忘れてしまったわけではなく、思い出さないようにしていたのだ。

　あの日、保育園の視察をするときまで。

「関係のない話だっていうなら、そんな顔するなよ。どうやってでも聞き出したくなるだろ」

　気がつくと、桜沢がこちらを睨んでいる。

「悪い。とにかく彼女のことはこれ以上詮索しないでくれ、いいな？」

「わかったよ」

　まだふてくされている桜沢を軽く睨む。

「かしこまりました、社長」

　不本意であることを隠しきれてはいないが、どうやら納得したみたいだ。

　俺が仕事を始めると、桜沢もしぶしぶ自分のデスクへと戻っていった。

　ひとりになったのと同時に大きく息を吐いて、目をつむる。深く椅子に座り背もたれに体を預けるとひどい疲労感が体を襲う。

　会社のトップがこんなことではどうするのだ。自分を鼓舞してなんとかやってきているが、精神力で乗り越えるのにも限界が来ている。

　もしかしたら……と期待して、否定する。

　でも……どうして彼女だったんだろうか。彼女の声を耳にすると自然と気持ちが軽くなる。

　ただなぜ彼女でなくてはいけなかったのか。考えても理由などわかるはずもない。しかし以前のような関係には戻れない。俺がもう少し早くに彼女に事情を説明していれば今とは違う状況だったかもしれない。けれど彼女は何も言わずに一時的ではあるが、この会社を離れた。所詮ふたりの関係はその程度のものだったのだ。

　彼は個人的な仕事としてこの話を受けてくれている。それに関係ないと説明したがきっと保育園のことは気がかりでこの仕事を受けたに違いない。

　三年前のことは、思い出として胸にとどめる。そうすることが正しいのだ。

　俺は半ば自分に言い聞かせるようにした。










第二章　レッスン始めました









　三日後の昼休み、わたしは急に現れた桜沢さんに社長室へと連行──もとい案内されていた。普段は接点のないイケメンがまたもや園にやってきたので太田先生は大興奮。園長先生とは話がついているようですんなりとわたしは園を出ることができた。

　ちゃんと園児の午眠の時間に合わせて指定してくれているのが、ありがたかった。

　先週から新しく津つ和わ野の先生がパートの先生として園児のお世話を一緒にしてくれている。彼女はわたしが休業していた間に代わりに働いていてくれた先生で、今回も急な依頼だったが引き受けてくれた。

　半歩前を歩く桜沢さんにお礼を言う。

「あの、いろいろとありがとうございます」

「え？　ああ、保育士さんの件ですね。あれは社長から言われて手配したんです。ちなみに彼女のお給料は、社長のポケットマネーから支払われています。この話はもちろん内密に」

「え、はい。わかりました」

　まさか周防社長が、そこまで気を遣ってくれていたとは思わなかった。

「社長がここまでしているんです、あなたはしっかりと自分の務めを果たしなさい」

「はい、わかりました」

　引き受けたからには最初からそのつもりだ。けれどますますきちんとしなければならないと気を引き締める。

「ところで、あなたが手に持っているのはなんですか？」

　桜沢さんがわたしの持っているトートバッグを指さす。

「これは、いつもの絵本と……あとはアロマオイルです。リラックス効果があるので、少しでも効くといいかなって……もうお試しになったとは思うんですが」

　わたしなりに不眠について調べてみた。ネットで紹介されていたいくつかの快眠アドバイスのなかでわたしにできそうなことをピックアップした。

「もちろん数えきれないぐらいの方法を試しましたけど……やる気があって結構。あなたには私も期待していますから」

「精いっぱい頑張ります」

　正直自分が社長を眠らせることができるのか半信半疑だ。けれど社長や桜沢さんからも期待されている。しっかりと頑張らなければ！

　役員フロアに到着すると、受付の女性がちらりとこちらを確認した。桜沢さんが小さく手をあげると、何事もなかったかのように仕事に戻る。

「私があなたをお連れするのは今回限りです。受付には話をしておきますので次からはそのまま社長室まで向かってください」

　いったい彼女たちにはわたしの存在をなんと説明しているのだろか。気になったけれどわたしの仕事には直接関係のないことなのでそのまま桜沢さんの後に続いて社長室に入る。

「社長、お連れしました」

「ああ、こちらにお願いします」

　室内はブラインドが下ろされ、明かりが絞られている。真っ暗ではないが眠りを誘う仄暗さだ。

「悪かったね。仕事中なのに」

　周防社長は笑顔でわたしを出迎えてくれる。

「悪いことなどありません、これも彼女の仕事ですから」

　きっぱりと言ったのはもちろん桜沢さんだ。

「お前は、少し黙っていろ」

　社長が軽く睨むと、桜沢さんは肩をすくめて「ごゆっくり」と出て行ってしまう。

「あの……ふたりっきりなんですか？」

「ああ。ダメかな？」

　考えてみれば、よりリラックスするためには人は少ない方がいいに決まっている。

「いえ、静かなほうがいいですもんね。早速準備しますね」

「ああ、よろしくたのむよ」

　社長がひとり掛けのソファに座ったのを見て、その近くのテーブルに持ってきたアロマディフューザーを設置した。

「それは？」

「アロマです。お嫌いでなければいいんですが」

「いや、好きだよ」

「よかった」

　準備してきたものの、社長が嫌いだったらどうするつもりだったのかと今さら思う。社長が好きだといってくれて、ほっとした。

「あの、こちらの香りを使おうと思うのですがいかがですか？」

　わたしは自分の持っていたハンカチにオイルを数滴たらして、社長の顔に近づけた。

「ああ、とてもいい香りだね。ラベンダー？」

「正解です！　あとオレンジの香りをブレンドしてみました。気持ちが和らぐって本に書いてあったので」

　見よう見まねで本に書いてある通りにブレンドしてみたのだけど、気に入ってくれるかな。

「君、わざわざそんな準備まで？」

「はい。効果があるかどうかはわかりませんが、少しでも体を休める助けになればいいなと思って」

　オイルポットの準備を終えて振り向くと、笑顔の社長と目が合った。

「ありがとう、本当に感謝している」

「え！　いや、あの。本番はこれからですから」

　まだわたしは何もしていない。そもそも前回のようにうまくいくのかまだ不安だ。

「それもそうだな。でも、お礼くらいいいだろ」

「では、ありがたくいただいておきます」

　わたしの言葉に、社長が声を出して笑った。わたしもつられて笑ってしまう。

　あ……昔みたいだな……そう思ったとき、社長の言葉に驚く。

「四年前みたいだね。そう思わないか？」

「え？」

「あ、君はもう忘れてしまったかな」

「いえ！　覚えています。驚いたのは、今わたしも同じことを思っていたからで」

「そうだったのか。あのとき君はまだ、保育士になったばかりだったね」

　社長が座っていたソファをリクライニングさせて、ネクタイを緩めた。

「あのころは毎日うまくいかなくて、落ち込んでばかりでした。まあ、今でも失敗はいろいろあるんですけど」

「そうか、どんな？」

「え？　聞きたいですか？」

　そんな話を聞いて楽しいだろうか。

「大丈夫だよ。失敗のこと園長先生には黙っておいてあげるから」

　冗談めかした彼に「ぜひ、お願いします」と言いお互い目を合わせて笑った。

　それからわたしは、ここ最近してしまった失敗について話す。

「プリントを両面とも同じ内容で印刷してしまって、全部やり直しをしたり、慌てていて子どものＴシャツを前後さかさまに着せてしまったり」

　話をしていると、我ながら失敗ばかりしていることに改めて気づく。社長は相槌をうちながら楽しそうに聞いていた。

「わたしってばおちょこちょいなんですよね……気をつけなくちゃって思ってるんですけど──あっすみません、時間がないのにおしゃべりして」

「いや、かまわないよ」

　社長はクスクスと笑っていた。

「そうはいきません。では始めますね」

　わたしは持ってきた絵本を開いて、園児に読み聞かせするときよりもわずかに声を落として読み始めた。このほうがより入眠しやすいと思ったからだ。

　話をしている最中に気がついた。社長が目を閉じていることに。そして胸のあたりを確認するとわずかだが穏やかに上下しているのがわかる。

　もしかして……寝ちゃった？

　あまりにもあっという間のことで驚いたわたしは、近くにいって本当に眠っているのか確認する。

　顔を覗き込むと伏せられた長いまつげがわずかに震えた。しかし目を開ける様子もなく完全に寝入っているのがわかる。

　よかったぁ……眠れたんだ。

　わたしは自分が使命を果たせたことにほっとした。実際に成功するかどうか半信半疑だったのだ。

　本当に眠ってしまったのを目の当たりにしても、いまだに信じられないが、ひとまず成功したことに喜びわたしは持ってきたブランケットを社長の膝にかけた。近くにあるソファに座り彼の様子を眺める。

　起きているときには気にならないが、顔色は以前に比べるとあまりよくないように思う。目の下にはクマが見られる。きっと昨夜もあまり眠れなかったに違いない。

　わたしに与えられた時間は約三十分。そのあと社長は外出の予定が入っていると、先ほど桜沢さんが言っていた。

　このわずかの時間に、少しでも疲れがとれてくれるといいな。

　わたしは桜沢さんがやってくるまで、そのまま彼の顔を見つめ続けた。

　社長室を出るとき、まだ社長は眠ったままだった。静かに退室して保育園に戻る途中、スマートフォンにメッセージが届く。

【今日はありがとう。おかげですっきりして午後の仕事に取り組めるよ】

　それは社長からのメッセージだった。わざわざお礼を言ってくれるだなんて。

　これが社長からきた初めてのメッセージだった。

　もし四年前にお互いの状況をきちんと話し合うことができていたら、もしかしたら今のわたしたちとは違った関係になっていたかもしれない。

　そう考えてやっぱりあり得ないなと、思い直す。

　だって彼は社長なんだもの。都築さんとは違う、周防社長だ。

　だから、わたしたちの関係は何も変わらない。これまでも、これからも。

　園に戻るとすぐに園長先生に呼ばれた。

「菊池さん、お仕事のほうはどうだった？」

「ええ、あの問題なく終わりました」

　社長が園長に対して今回のことをどういうふうに説明しているのか聞いていない。下手にしゃべって秘密が漏れないようにしなくては。社長の健康問題は会社にとっては重大機密事項なのだから。

「そう、安心したわ。その、くれぐれも失礼のないようにね。それで、できれば保育園の存続についてもアピールしてもらえると助かるわ」

「はい、機会があれば少しお話してみます」

　園長先生が期待するのも無理はない。わたし自身も気になっているからもし聞けるような雰囲気なら今の状況を確認するくらいはしてみよう。

　そこまで話をすると、教室から子どもたちの声が聞こえてきた。そろそろ何人か昼寝から起きてきたみたいだ。

　わたしは園長先生に一礼すると、子どもたちのところへ向かった。




　それから三度、社長のところに出向いては同じ事を繰り返した。彼はいつもわたしが話し始めると最初は興味深そうに返事をしているが、だんだんと声が聞こえなくなり気がつけば寝ているというパターンだ。今のところ失敗なく、彼を休ませることができている。

「今日はなんの話をしましょうか？」

　社長はいつもまずわたしの話を聞きたがる。持ってきている本を読まない日もあった。

　四度目の今日は何のリクエストをされるだろうか。今まではたわいのない話ばかりだった。小さい頃はどんな子だったかとか、昔飼っていた犬の話とか本当に世間話程度でいつもわたしは「そんなことを聞いて楽しいのだろうか？」と思っていたけれど、社長本人が聞きたいというので話をしていた。

「そういえば今日、ひとりの男の子をめぐってふたりの女の子がケンカしちゃって大変でした」

「そんなことがあるのか、あんなに小さいのに？」

　ひとりの人気の男の子の隣の席に、どちらが座るかでケンカになってしまったのだ。結局彼の両隣には仲の良い男の子が座ったのだが。

「まるで昼ドラみたいでした。小さくても女なんだなって」

　ふたりで笑い合う。

「それは初恋だろうな。菊池さんの初恋はいつ？」

　聞かれて思い出してみる。

「そういえば、わたしも保育園のときかもしれません。うっすらとそんな記憶が……」

「ふーん、案外おませさんだったんだな」

　からかうような口調にちょっと頬を膨らませて抗議する。

「普通ですよ。普通」

「そうだな、じゃあ今現在進行形で恋愛はしている？」

　いきなりの質問に驚いた。

「あ、悪い。思いっきりプライベートな話だな」

「いえ、あの……今はというか、最近はまったくですね。わたしあまり恋愛にいい思い出がなくて。恋愛音痴なんです」

　初めて出来た短大時代の彼氏とは、いろいろとうまくいかずに一年もたたないうちに別れた。それがトラウマになってしまっている。

　そして追い打ちを掛けるように『都築さん』とのことも、恋愛に発展するかもしれないと勝手に期待して撃沈した。

　わたしはきっと恋愛をよくわかっていないのだ。それだけは学んだ。

「そうか。なんか答えづらいこと聞いて、悪かったね。そうだ」

　社長は何か思いついたのか、背もたれに寄りかかっていた体を起こしわたしのほうを見る。

「もしよかったら、俺で練習しない？」

「え？　何をですか？」

　あまりにも唐突で理解がついていかない。

「だから、君の恋愛のトラウマの克服だよ。ピアノや歌だって練習して上手になった、恋愛も練習すればいいだろ」

「たしかにそうかもしれませんが……いや、何言い出すんですか？」

　肯定しかけて慌てて、首を振る。

「ずっと気になっていたんだ。君は善意で俺に付き合ってくれているけれど、何のメリットもないだろう？　申し訳ないなって」

「それは、気にしないでください。わたしの意思でやっていることなんで」

　自分で決めたことだ。見返りなんて求めていない。

「そうは言っても、やっぱり気になる。君の負担になっているのは確かなんだから俺が眠れなくて悩んでいるのと同じで、君だって恋愛が苦手なことを気にしているはずだ。君はこのままの自分でいいと思っているの？」

　睡眠と恋愛を同列に扱っているのは少々無理がある気がするけれど、わたしもそれなりの歳なのでこの先もずっとこのままでは困る。

　考えているわたしに、彼がたたみかける。

「俺は、君に本当に感謝しているんだ。だから他の人ならできないようなことでも、君の力になりたいと思っている。君には幸せになってほしいんだ」

　彼の言葉に気持ちが揺れ動く。

「でも、恋愛の練習なんて……どうするつもりなんですか？」

「どうって、俺と付き合おう。もちろん君の嫌がることはしないと誓う」

「付き合うって、わたしと？　社長が」

「ああ」

　とんでもないことを言っている自覚が社長にはないようだ。わたしと彼が付き合うだなんてありえない。

「俺じゃ、君の彼氏には、力不足？」

「いえ、その逆です。わたしにはもったいなさすぎます」

「あはは、もったいないか。そんなことないと思うけど。俺も君といると楽しいから」

「でも常識で考えてみてください、変な話ですよ」

「そもそも、俺たちのやっていることは常識じゃ考えられないし、それにもうひとつ〝変なこと〟が追加されてもいいんじゃないかな」

　それとこれとは話が違うと思う。でも何を言っても言い返されてしまい、わたしは頭を抱えた。

「ねえ、そろそろＯＫしてくれないと今日の俺眠れそうにないんだけど」

　時計を見るとすでに十分以上経過している。社長の貴重な体を休める時間をこれ以上無駄にはできない。

「でも……」

　それでも簡単に了承できる内容ではない。しかも相手が社長となると余計だ。

「俺にとってもメリットがあるんだ。君と過ごす時間が増えればリラックスできる時間も増える。君の嫌がることは決してしないと約束するから、うなずいてくれないか？」

　本来ならばこちらからお願いする立場であるはずのなのに、どうして社長が懇願するのか。そしてそんなに綺麗な顔で真剣に乞われるとどうやって断ったらいいのかわからない。

　ずるいなぁ。そうまで言われたら断れないことをわかっていて……もう観念するしかないじゃない。

　あきらめたわたしはうなずいた。

「はい、どうぞよろしくお願いします」

「よかった！　これからますますよろしく、菊池さん……遥さん？」

「え、あ！　ええ？」

　いきなり名前を呼ばれて驚いたわたしは、変な声をあげてしまう。それを社長は違う意味でとらえたようだ。

「嫌？　名前を呼ばれるの。そうしたほうが、より恋人っぽくなると思ったんだけど」

「いえ、全然嫌じゃないです。急で驚いただけなんで」

　わたしの答えに、社長はほっとしたようだ。

「よかった。じゃあ遥さん？」

「え、はい。あの……わたしのほうが年下なので〝さん〟付けされるとなんだか恐縮してしまいます」

　年齢だけでなく、立場だって彼のほうが上だ。

「じゃあ、遥って呼んでもいい？」

「あ、はい。そうしてください」

　そのほうがまだ落ち着く。でも慣れるまでは心臓のドキドキに耐えなくてはいけないけれど。

　ふたりの間に今までにないくすぐったい空気が流れる。そのとき部屋をノックする音が聞こえた。

　すぐに扉が開かれて、桜沢さんが入ってくる。

「社長、お休みのところ申し訳ありません」

「どうかしたのか？」

　社長は一瞬でそれまでまとっていた柔らかい雰囲気を脱ぎ捨て、いつもの冷静沈着な彼に戻った。

「まだお休みではなかったんですね。ちょうどよかった」

　桜沢さんの様子から、何か急ぎの用事だということがわかった。

「悪いけど、今日はここまでで」

「あ、はい。失礼します」

　わたしは持ってきていた荷物を片付けてその場を離れようとする。

　しかし歩き出した瞬間に手をつかまれた。

「え？」

「遥、今日言ったこと、決して冗談ではないから。また連絡する」

　じっと目を見つめられて、告げられた。自分の頬に熱が集まってきたのがわかる。きっと赤くなっているに違いない。

「はい。待っています」

　恥ずかしくて小さな声になったけれど、きちんと社長には伝わった。

　しかし桜沢さんもしっかりと聞いていたようだ。彼はわたしと社長の顔を交互に見て「どうかしたのか？」とでも言うように怪訝な顔をしている。

「何でもない」

　社長がさらりとあしらっている間に、わたしは急ぎ足で社長室を出た。そしてそそくさとエレベーターを目指す。

　下へ降りるエレベーターのボタンを押し、深呼吸をして胸のドキドキを抑えた。

　まさか……社長と練習とはいえ、付き合うことになるなんて。

　さっき彼がつかんだ左手にまだ感覚が残っている。そこに自分の右手を添えた。

『遥』とわたしを呼んだときの声が脳内でリフレインされると、やっと落ち着いてきたと思っていた胸がまた激しく動き出す。

　このままでは午後の仕事にも支障をきたしそうだ。

　ただの練習よ。きっと社長はわたしに負担をかけていることに対して、申し訳ない気持ちがあるからそう言いだしてくれただけ。

　それに彼も言っていた。一緒にいる時間を増やすためにはちょうどいいって。

　だから……前みたいに勘違いしちゃだめだ。好きになっちゃだめ、好きになりたくない。

　だけど、そう思うってことはもうわたしは好きの領域にすでに足を踏み入れている。うすうす気がついていたけれど、気が付かないふりをした。




　帰宅後……。

「あー疲れた、疲れた。もう何もしたくない」

　床にカバンを置いてうがいと手洗いを済ませると、着替えもせずにベッドにあおむけに転がった。

　午後からいろいろとトラブルが続いて、慰労困憊しくたくただ。

　ときどきこういう、余裕のない日がある。

　あ～ごはんどうしようかな。

　冷蔵庫の中身を思い出しながら献立を考えるが、それさえもおっくうだ。コンビニに寄ればよかったな……と後悔していたところで、スマートフォンからメッセージの着信音が聞こえた。

　ベッドから手を伸ばして、バッグを引き寄せる。スマートフォンを取り出してロックを解除しメッセージをチェックする。

　そこに表示された名前を見て、わたしは驚いた。

「社長！」

　何か緊急事態なのかもしれないと思い、勢いよく体を起こしてメッセージの確認をする。

【お仕事お疲れさま。無事に家についているだろうか？】

　え、何これ。これって……。

　急いで返信する。

【おつかれさまです。先ほど帰宅しました】

　送ってしまってから、まるで業務連絡みたいなそっけないメッセージになってしまったことを後悔した。

　絵文字とか使うんだったかなぁ。

　あまりにも可愛げのない文を送ってしまったことを少し後悔する。

【あまり無理をしないで。では、おやすみ】

　わたしも短く【おやすみなさい】と返事をした。

　社長がわざわざメッセージを送ってきてくれたことにドキドキする。短いメッセージだけど、忙しい合間を縫って送ってくれたのだ。

　恋愛の練習の提案をされたけれど、こんな細やかな気遣いまでしてくれるなんて……。そしてそれは見事に成功している。わたしはもうずいぶん忘れていた胸のドキドキを今日だけで何度も経験しているのだから。

　小さな画面を見返した。胸がくすぐったくて思わず足をバタバタしてしまう。そのあと何度かそんなことを繰り返した。




　それから数週間後。

　朝のご挨拶をすませて、子どもたちはお絵かきの時間だ。クレヨンを持って画用紙いっぱいに大きな丸をひたすら描く子。かわいいドレスを着たお姫様を描く子。わたしたちに「うさぎの絵を描いて～」とリクエストしてくる子。

　子どもたちは、おのおのお絵かきを楽しんでいた。

　そんな中、目に入ったのは、壁に掛けてあるカレンダー。

　あれから……十日以上経っている。

　前回社長の休息に付き合ったのが今から二週間ほど前、本来ならば三日前の昼休みに社長室へ向かう予定だったのだが、彼の急な出張で伺うことができなかった。

　最後に会ってからかなり時間が経っている。

　ちゃんと、休めているかなぁ。

　もちろんわたしと会っていないときにまったく眠れないわけではないし、こんなことになるまでは昼休みにわたしと会って、休息をとるようなこともしていなかった。だからわたしがここまで心配する必要はないのだけれど。

　それに今日は……彼に会うことになっている。しかも社長室ではなく会社の外で会うのだ。

　ちょうど彼が今夜、札幌出張から帰ってくる。そこで食事でもどうかと誘われたのだ。

　社長は「恋愛の練習をするって言ったのに、何もしてないから申し訳ない」と言っていたけれど、実際はそうではなかった。

　毎日忙しい中、時間をみつけてメッセージを送ってくれたし、昨日の夜は待ち合わせの場所と時間を伝えるために、電話をしてくれた。

　電話の最後には「楽しみにしているよ」という言葉を残して。

　ずるいよね、あんなの。楽しみにしちゃうよ……。

　あくまで〝恋愛レッスン〟の一部にすぎないことはわかっている。わかっていてもあんなに極上の、しかも一度思いを寄せた相手から優しいメッセージがしょっちゅう送られてきたりすると否が応でも期待してしまう。

　けれどそんな自分を必死でなだめて、これはあくまでも練習の一環なんだと言い聞かせている。ずっと……。

「……先生、菊池先生」

「え、はい」

　いけない、ぼーっとしていたみたいだ。手元の画用紙を見るとリクエストされたウサギの絵はすでに出来上がってしまっている。

「めずらしいですね、ぼーっとするなんて」

　津和野先生に言われて「すみません」と謝る。

　仕事はしっかりしなくちゃ。仕事と恋愛のバランスをとるのだって練習のひとつだ。せっかく社長に練習に付き合ってもらっているんだから、ちゃんとしなきゃ。それがいつまで続くかわからないけれど……。

　その日早番だったわたしは、仕事が終わると一度家に帰って着替えて待ち合わせの場所に向かった。いつもは出勤時も動きやすさを重視したカジュアルな服装なので、運よく仕事が早く終わる日でよかった。

　シャワーを浴びて前日から迷いに迷って決めたワンピースに着替える。選んだのはフレンチスリーブの紺色のワンピース。小さな白いドット柄がお気に入りだ。それにミント色のカーディガンを合わせる。靴はリボンのついたクリーム色のパンプスを履く予定。

　着替えを済ませたら次はメイクだ。普段は子どもと接するのでほぼすっぴんだ。けれど今日はレストランに行くので、きちんと化粧をしておいたほうがいいと思い、メイク道具を並べる。

　あんまり得意じゃないんだけどな……。

　化粧水や乳液で肌を整えて、下地から塗っていく。普段ほとんど化粧をしないけれど、嫌いではないのでだんだん楽しくなってきた。

　でもやりすぎは禁物だって、昨日タブレットで見たお化粧解説の動画で言っていた。

　いつもより少し華やかになる程度。自己満足かもしれないけれど、いつもと違う自分が鏡の中にいるのを見てウキウキする。

　時計を見るとそろそろ家を出る時間だ。待ち合わせの時間まで、余裕はあるはず……あ！　バッグどうしよう！

　いつものトートバッグで行くわけにはいかない。わたしはクローゼットを開けると、お気に入りの小さめの白いバッグを手に取って、必要なものを入れ急いで部屋を出た。

　結局待ち合わせの時間ちょうどに着いた。指定された場所は駅からさほど遠くない商業施設のモニュメント前。わたしが到着したときには、社長はすでにそこにいた。

　いつものスーツ姿なのに、会社以外で見るのが初めてだからか新鮮に見える。

　スマートフォンを見ていた社長のところに小走りで駆け寄ると、彼もすぐわたしに気がついた。

　足を進めるにつれて、周囲の彼に向ける視線が気になった。とくに若い女性グループの前を通り過ぎるときは「あの人かっこいい」という声まで聞こえた。

　なんだかその彼の隣に並ぶのが自分でいいのだろうかという気がして、急に彼に向かう足が減速してしまう。

　するとしびれをきらしたのか社長のほうからこちらに向かってやってきた。

「どうかした？」

「え、いいえなんでもありません」

　わたしは無理に笑顔を作ってごまかす。すると彼もまたにっこりと笑った。

「いつもと雰囲気が違うから、一瞬見間違いかと思った」

「あ、少しおしゃれしてみました」

　なんだか気合が入っているのが、ばれてしまったようで気まずい。

「いつもの君も親しみやすくて好きだけど、今日はとてもかわいらしい。女性は洋服や化粧でそんなに素敵になるんだな」

「え！　あの……ありがとうございます」

　たしかにかわいいと思ってほしいから、昨日から服装についてあれこれ悩んだ。けれどこんなふうに手放しでほめられると思わなかったから、どう答えればいいのかうろたえてしまう。

「あんまりこんなこと言っていると、セクハラになるか。あ、でも今は恋人時間だからむしろもっと言ったほうがいい？」

「そんな……わたしに聞かれても」

「それはそうだ、俺が教える立場だったね。ごめん」

　朗らかにわらう彼の顔を見て、わたしもつられて笑った。実は男性とふたりで食事なんて以前〝都築〟さんと行って以来だ。少し緊張していたのだけれど、社長の笑顔を見て緊張が和らいだ。

「こっちなんだ、行こう」

　彼が急にわたしの手をつかんで歩き出したので驚いたけれど、わたしが戸惑っていることをなど、まったく気にもしていないようだ。

　大きくてあたたかい彼の手。やさしく握られた手を意識してしまう。

　手汗とか大丈夫かな。あ～また緊張してきた。

　彼とのふれあいで、わたしは今この状況を〝デートなんだ〟と再認識して、またひどく胸がドキドキした。

　きっと社長は緊張なんてしないんだろうな。だってここまでの態度でわかるけど異性への耐性はわたしとは雲泥の……あれ？

　歩くスピードが少し遅くなった。最初はわたしに合わせて歩いてくれているのかと思っていたが、わたしが追い越してしまいそうなほど歩幅が小さい。そこから二、三歩。彼はとうとう足を止めてしまった。

「あの、どうかしまし……社長！」

　彼の顔を覗き込んで驚いた、血の気がなく見るからに体調が悪そうだ。

「大丈夫ですか？」

「ああ、悪い。大丈夫だと思ったんだが、店まで行けば……」

「何を言っているんですか？　こんな状態じゃ無理です」

「いや、よくあることなんだ。少し休めばよくなるから」

　こんなことがよくあるの？　そんなのますます店に行くなんてダメだ。

「少しじゃなくて、ちゃんと休みましょう。タクシー」

　わたしは通りかかったタクシーを停めると、無理矢理社長を車に乗せた。彼も体がつらいのか、抵抗せずに従ってくれた。

　社長が告げた行先は、そこから十五分くらいの自宅だった。タクシーに乗っている間も、ネクタイを緩めたりと苦しそうだった。

　一刻も早く着いてほしい。そう思っていたわたしは到着後すぐに社長を降ろして支払いを済ませると彼から部屋番号を聞き出して部屋に向かった。

　本来ならば男性の部屋に入るとなると緊張するところだろうけれど、そんなこと考えている暇もなかった。一秒でも早く社長を休ませたかった。

　エレベーターに乗っている時間がやけに長く感じた。到着してすぐ目の前にある扉に鍵をかざして解錠し中に入った。

　その間もわたしは彼を支えて、彼の顔色だけを見ていた。

「寝室はどっちですか？」

　苦しいのか彼が目だけで、リビングの奥にある扉を指し示す。わたしは彼の半歩前を歩き、扉を開けてそこにある大きなベッドに彼を寝かせてほっとした。

「ありがとう。すまないな、迷惑かけて」

「誰だって体調を崩すことはあります。具合が悪いのに無理して出張に行かれていたんですか？」

「仕事中は大丈夫なんだ。だけど気が抜けるとどうもね。寝ていれば治るから」

　さっきも言っていたけれど、彼の口ぶりからするとこういうことが頻繁にあるようだ。それに……きちんと眠れていれば今日みたいなことにはなってないのではないか。

「あの、とりあえず飲み物持ってきます」

　わたしは許可をもらって、寝室を出てキッチンに向かった。カウンターの奥に大きな冷蔵庫があり、そこを開ける。ミネラルウォーターのペットボトルを取り出して、食器棚のグラスをカウンターの上に置いてあったトレーに載せて彼のもとに持っていく。すごく苦しそうだった。水を飲めば落ち着くかもしれない。

　焦っていたわたしはノックもそこそこに、寝室のドアを開いた。

「え、きゃあ」

　慌てて顔をそむけ、扉を閉めた。

　部屋の中には上半身裸の社長がいたからだ。かろうじて下は履いていたけれど、わたしには刺激が強い。

「もう大丈夫だから、入って」

　中から声が聞こえて、おそるおそる入る。するとＴシャツを着た社長がベッドに入るところだった。

「すみません、いきなりドアをあけて」

「いや、俺は別に見られて困ることはないけど」

　顔色はまだ悪いが、落ち着いたのか表情は少し柔らかくなっている。どんどんひどくなっていったらどうしようかと思っていたので、ほっとした。

「これお水です。あと、桜沢さんに連絡したほうがいいですか？」

　社長の不眠やそこからくる体調不良について知っているのは、わたしと桜沢さんだけだと聞いている。秘書である桜沢さんに看病をまかせたほうがいいかもしれない。

「いや、やめてくれ。あいつが出てくると治るものも治らなくなる」

　その物言いに、なんだか納得してしまった。

「わかる気がします」

「だろ？　だから気にしなくていい。君ももう帰って、ああタクシー代……」

　社長はわたしを家に帰そうとするけれど、わたしはそれを遮った。

「いいえ！」

「えっ？」

「病人を放って帰るわけにはいきません、桜沢さんがダメならわたしが看病しますから」

「でも、それは……悪いよ。今日だって、本当はデートのはずだったのに」

　たしかに当初の予定とは大きく変わってしまった。だけど体調の悪そうな社長を放って帰るわけにはいかない。

「彼氏の看病だって立派な恋愛の勉強になります。それにわたしがいた方がよく眠れるんじゃないですか？」

　社長は考えていたけれど、わたしの考えを受け入れてくれた。

「わかったよ。そこまで言ってくれるなら、君のやさしさに甘える」

　ベッドに横になってにっこりとほほ笑んだ社長を見て、わたしはほっとした。

「とりあえず休んでください」

「悪いね。俺から誘ったのに。君には迷惑かけてばかりだ」

「いいえ、ここ最近眠れていましたか？」

　わたしの問いに社長は肯定も否定もせずに、苦笑いをするだけだった。それでも察するには十分だった。

　やっぱり予想通りだ。

「じゃあ今日はたっぷり寝てください」

　最初こそ自分と一緒にいれば眠れるなんてこと、信じられなかったけれど何度か社長室に通っているうちに、事実だということはわかっている。

「本当は、大丈夫だって君を家に帰すべきだとは思うけど、お願いするよ」

「わかりました。では、電気を消しますからちゃんと目を閉じてくださいね」

　フロアランプ以外の明かりを消すと、部屋の中は仄暗くなる。

　わたしはベッドの脇に座った。目をつむる社長を見るの初めてじゃない。けれど体調が悪いせいかいつにもまして疲れているように見える。

「再会してから君には情けないところばかり見せているな」

　笑い交じりにそう言った彼の言葉を否定した。

「そんなことありません。立派に会社経営されているじゃないですか。わたしはいつも尊敬していますよ、いつ見ても完璧で本当にすごいなって。人の上に立つ人ってこういう人だなんだなって思ってます」

　周囲の噂を聞いていれば、彼は決してワンマンではない。周りの意見を聞きそして最終判断を下す。それが的確だから三年で古株の役員を従えることができたのだ。

　真面目に仕事に取り組む彼だからこそ、こんなふうに不眠症になってしまうほどストレスを抱えたのだ。

　だからそれがかっこ悪いなんて思わない。

「でも、今日みたいな社長を見ると昔の〝都築さん〟だったころの社長みたいでちょっとうれしいです。不謹慎ですけど」

　わたしの言葉に社長は笑った。

「どっちの俺も俺なんだけどな。でもたしかに社長っていう肩書になってから、気を張っているのはたしかだな」

　誰もが欲しがるだろう社長という地位。しかしそこに立つ人の苦労がにじみ出ている。

「だから今日くらいは、ゆっくりしてください」

　なるべく明るくふるまう。少しでもリラックスできるように。

「本当に不思議だな。君がいると、眠れるんだ。なんでだろうな。ありがとう」

　そう言うと彼は、程なくして眠りについた。それは子供が電池切れしたみたいにあっという間に寝るときのように、一瞬だった。

　それだけ疲れていたのだ。

　ここ最近予定が合わずに昼休みに彼のところに行けなかったことが悔やまれる。こんなことになるぐらいなら桜沢さんの言う通り夜にこうやってそばにいればよかった。わたしが変に意識しなければいいだけの話だったのに。

　少し後悔しながら彼の寝顔を見つめる。するとずっと気を張っていたせいか、今になって疲れが押し寄せてきた。

　眠ったらダメ。自分にそう言い聞かせるけれど瞼の重さに逆らえない。頑張ったけれど強烈な睡魔に耐えられずに、わたしはベッドにもたれて眠ってしまった。




　いつもと違う枕の感触に違和感を覚えて目が覚めた。そして見慣れない天井を見てはっとする。

　待って……わたしあのまま眠って……。

　あわてて体を起こそうとしたが、体の上にのせられている腕に気がついて動くのをやめた。そして隣を見ると……。

　社長……っ！

　隣に眠るイケメンの姿を目にして、体を硬直させる。どうしてどうやってこの状況になったのかわからないけれど寝ている彼を起こすことだけは、避けたい。

　もう……眠らせるためにここにいたのに、自分が熟睡してどうするのよ。

　もしかして！　わたしが図々しくここに入り込んだの？

　キングサイズと思われる広いベッドだ。ふたりで寝るには十分。もしかしたらもうひとりくらいは平気かもしれない。

　でも広いからと言って、男性の寝ているベッドに潜りこむなんてありえない。

　ひとりで「ああ……どうしよう」と落ち込んでいると、クスクスと笑う声で我に返った。

「おはよう」

「え、あ、おはようございます」

　今度こそと勢いよく体を起こそうとしたわたしの腕を、社長がつかんで元の位置に引き戻す。

　と、いうよりも彼の腕に抱きしめられていた。

　……っ、これは！

　思っていたよりも男らしい腕や体に一気に体をこわばらせた。

「せっかくいい朝なんだ。もう少しこのままでいよう」

　そんな提案をされて、どうしていいのか困る。いい朝と言うからには、社長は昨夜よく眠れたに違いない。

　とはいえ、どうしてわたしを抱きかかえているの？

　疑問しか思い浮かばす、このまま抱かれていては心臓が破裂してしまいそうだ。わたしはドキドキをごまかすように、口を開いた。

「あの、もしかしてわたしが図々しくこのベッドに入り込んだんですか？」

　一番気になっていたことを思い切って尋ねた。

「いや、君が寝ていたから俺が引きずり込んだ。君は悪くないよ、まあ無防備だったってところは反省しなくちゃいけないだろうけど」

　そうだったんだ……ほっとした。

　自分がやってしまったのではないと知って一安心だ。

「あはは、俺がベッドに引っ張り込んだことは怒らないのか？」

「え、ああそうだった」

　いまさらそんなことに気づいても遅い。今もなおわたしは彼の腕のなかにいるのだから。

　彼もそんなわたしの反応がおかしかったらしく、クスクスと笑っている。そしてわたしをぎゅっと抱きしめなおした。

　……あっ。

　体と体が密着する。Ｔシャツ姿の彼から伝わってくる熱に、胸の鼓動が大きくなる。

「昨日気が付いたことがあるんだ」

「なんですか？」

　そもそもまともに話ができる状態ではないのだが、返事をしないわけにはいかない。ひとりパニックになっているけれど、社長はそんなわたしに気が付いていない。いやわかっていてそのままにしているのかもしれないけれど。

「君を抱きしめて眠ると、熟睡できるみたいだ。こんなふうに朝まで目が覚めなかったのは三年ぶり。本当のことだ」

　他人が聞いたら頭ごなしに「そんな話うそだ」「おおげさだ」と言うに違いない。けれど実際にわたしがそばにいることで何度も眠りにつくことができた彼を見ているので、それもまた真実なのかもしれないと思う。

　そう思うけれど……だからってこれでは、わたしの心臓が持ちそうにない。

「突然のことで驚いただろ？　嫌ならすぐにやめる」

「嫌だなんて！　そんなことない……です」

　そうだ。困ったことにまったく嫌じゃない。胸がドキドキとしているのは緊張しているからで、でもこのくすぐったいような心地よさは決して嫌なわけじゃないのだ。

　それよりもむしろ……うれしい。

　しかし思い切り否定してしまったことで、自分の気持ちが社長に筒抜けになってしまった。それはそれで恥ずかしい。頬に熱が集まってくるのがわかる。

　彼の腕の中で、仰ぎ見る。すると彼もこちらを見つめていた。

「じゃあ、そろそろ彼氏として君に接することにする」

「社長、いきなり彼氏って……」

　いやたしかに練習をするっていう話だったけれど、いきなりはっきり言いきられると戸惑ってしまう。

　社長はわたしの反応に不服そうだ。

「ふたりっきりのときは、自分が誰と付き合っているのかちゃんと自覚して」

「あ……はい社長」

「智也だ」

　そう呼んでほしいということなのだろう。きっと今呼ばなければ永遠に呼べない気がする。

「智也……さん」

「そう、そうやって君の声で呼ばれたい。遥」

　名前を呼ばれただけなのに、胸が甘くうずいた。自分の名前がこんなふうに特別に感じられるなんて驚いた。

　過去にひとりいた彼氏にも同じように名前を呼ばれていたはずだ。けれどそのときとはまったく違う感情が湧き起こってくる。

　そしてそれと同時に自覚した。今まで目を背けてきたけれど、これ以上は自分の気持ちをごまかせない。

　智也さんに対する気持ちは、好意なんて軽いものじゃない。三年前のあのときの気持ち……いや今はもっと深く彼のことを思っている。

　わたし智也さんのこと好きなんだ。

　そもそも最初から特別な感情を持ったらダメだと自分に言い聞かせていた。その時点でもうすでに彼のことが好きだった。手遅れだったのに。

　それなのに必死にごまかして……そんなことしても無駄だったんだ。妙に納得したけれど、自分が彼の本当の恋人になるわけなどない。でもだからといって気持ちを抑えることももうできない。

　複雑な気持ちのまま彼を見つめる。

　するとわたしを見る優しいまなざしにぶつかった。普段社長として働いている彼の見せる表情とは違う。彼にとっては無防備なその姿。

「遥、ありがとう」

「え、何がですか？」

　突然の彼の言葉に驚いた。

「こうやって俺に寄り添ってくれていることだよ。いつも無理な要求ばかりしている自覚はあるから」

「そんな……わたしも、と、智也さんの力になりたいと思ってやっていることですから気にしないでください」

　名前を呼ぶときに、つっかえてしまった。彼はそれがおかしかったのか顔をほころばせた。

「なあ、遥。せっかくのこの時間、もっと有意義に使わないか？」

「はい、そうですね。いろいろ試して何か体質改善につながる効果的な方法があるか調べてみるのもいいですね」

　忙しい智也さん。昼休みに約束していても急に予定が変わりキャンセルになることもたびたびだ。

「短時間でもできる、休息になる何かいい方法があればいいんですけど……」

　添い寝が効果的なことは、今日わかった。はずかしい……という感情はおいておいても、これだって時間があるときしかできないことだ。

　ひとりあれでもないこれでもないと考えていると、彼の手がわたしの頬にそえられた。

「俺のために一生懸命になっている君を見るのは、気分がいいな」

　ほほ笑む彼にわたしは唇を尖らせる。

「もう、真剣に考えているのに！」

　そんなわたしに彼はますます笑みを深める。

「悪い。でもこうやって俺を笑わせてくれるのは、遥だけだ」

　わたしの頬に添えられた彼の手が、わたしの髪を耳にかけた。自分以外の人に触れられるのは初めてで体が思わずびくんと反応してしまう。

「遥……」

　さっきよりも甘く聞こえるのは気のせいだろうか。至近距離で見つめられて、心臓がうるさいくらい音をたてている。

　視線が絡み合う。お互いの距離が近づく。

　そっと目を閉じたわたしの唇に、智也さんの唇が重なった。

　優しい感触。けれどついばむように繰り返されていくうちに、どんどんと深くなっていく。

「……っ、ん……んっ……はぁ」

　息継ぎができないくらい激しいキス。脳内がしびれて他の事は何も考えられない。ただ彼のことしか頭になかった。

　うすく開いた唇をなぞっていた彼の舌が、ゆっくりとわたしの中に入ってくる。すぐにわたしの舌を見つけ絡ませる。ぴちゃぴちゃという音が聞こえてきて、わたしの羞恥心を一気に煽った。

　ざらりとした舌の感触に、ぞくぞくと背中を何かが駆け上る。

　必死になって彼のキスに応える。息が苦しくなってだんだんと目が潤んでくる。

　そんなわたしの様子に気づいたのか彼の唇が離れていく。そして至近距離のままわたしを見つめた。

「遥、そんな顔されたら、もう止まれない」

　自分がどんな顔をしているのかわからない。でも恥ずかしくてとてもじゃないけれど、彼を見ることができずに顔をふせた。

「こっち、ちゃんと見て」

　智也さんの手がわたしの顎に添えられて、優しく上をむかされた。自然と彼と見つめ合うかっこうになる。

「遥、俺はもっと君がほしい。遥は？」

　わたしも同じ気持ちだ。ここから先どうなるかわかっているうえで、それを望んでいる自分がいる。

　だけどそれを正直に智也さんに告げる勇気がない。

「ちゃんと君の気持ちを聞きたいんだ」

　意地悪だなと思う。だけど彼がそうして欲しいなら……。

　わたしは彼の首に自らの腕を回した。そしてぎゅっと抱きしめた。

「わたしも……ほしいです」

　ささやきと言っていいほど小さな声しか出なかった。だけど彼の耳元近くで言ったおかげでしっかりと彼には伝わったようだ。

「よく言えました」

「きゃあ」

　一瞬にして彼に組み敷かれた。わたしを見下ろす彼の顔は今まで見たことのない表情だ。煽情的で見ているだけでも息苦しくなる。

「遥、今日俺は君のすべてをもらうから」

　そう宣言した彼は言葉通り、彼の全部でわたしを彼のものにした。

　耳元で「かわいい」とささやかれ、耳たぶを甘噛みされた。それだけで体の芯から熱くなっていく。心臓はこれ以上ないほど大きな音をたてていて苦しい。

　くすぐるように耳を彼の舌が這う。ぐちゅりという音が鼓膜を通して脳まで響く。ぶるりと震えたわたしを見て、彼が小さく笑った。

　その事実だけで体がより熱くなる。それを見計らったかのように彼の唇が、わたしの顎を伝い首筋をちろちろと這う。徐々に下へと降りていき首元を濡らしていく。そっちに気を取られていたら、あっという間にワンピースのファスナーが引き下ろされた。胸元が大きく開いてあわてて隠そうとしたけれど、その手はすぐに智也さんに掴まれた。わたしは胸を隠すことができずに恥ずかしさから顔をそむけた。

「隠したって無駄だ。今から君のすべてを俺が全部暴くんだから」

　彼は器用に背後に手を回してブラジャーのホックも外してしまった。

「そんな……」

「さっき許可はとったよ。今さらダメだなんて無理」

　たしかに同意はしたけれど、覚悟をしていても恥ずかしいものは恥ずかしい。

「それに、そういうふうに恥ずかしがっている君を見ると、ごめん変なスイッチが入りそうだ」

　変なスイッチって……何!?

　なんだかいつもの彼より意地悪な気がする。けれど〝いつもと違う〟状況なのだからそれも当たり前なのかもしれない。

　そんな彼に見つめられていると、わたしの体が今まで体験したことないような熱を帯びてきた。見つめ返すだけで、熱くなる体。潤む瞳。どうしようもない状態に自分自身なすすべがない。

　気がついたときにはもう、わたしは自身を隠そうとしていた腕を解いて彼の目の前にすべてをさらけ出していた。

「とっても白くて綺麗だ」

「そんな……ことない」

　自分の体は自分が一番よくわかっている。そんなふうに褒められるような体じゃないことぐらいは理解している。

「どうして？」

「あっ」

　彼は耳元で尋ねながら、わたしの胸にふれた。そしてゆっくりとやさしく触れたかと思うと、下から持ち上げるようにして掴む。それを繰り返してすでに硬くなりつつある先端を親指ではじいた。

「あっ……ん」

　自分の声だと思えないほどの艶めいた声に、慌てて口を閉じた。しかし智也さんは不満げに囁く。

「どうして、我慢する？」

　恥ずかしいからに決まっている。予想だにしないほど甘い自分の声に羞恥心が煽られる。

　しかし理由を言おうにも口を開いてしまったら、またあの声がでてしまう。そう思うとぐっと奥歯をかみしめて声を出さないようにぎゅっと唇を引き結んだ。

　ふるふると首をふって抵抗する姿を見た彼が、仄暗く笑う。

「そうか……まあいい、どうせすぐ我慢出来なくなるだろうし」

　そう言うやいなや、彼はわたしの耳朶をひとなめしたあと体を起こした。そして赤い舌を出し迷わずにわたしの胸の先端を舐めた。

「あっ……んっ……あ」

　舌先で押し潰すかのように舐めたかと思うと、ちろちろとこちらの反応を確認しながら舐めしゃぶる。

　それと同時に彼の大きな手の平が、わたしの胸を下からすくうように掴む。

　そんな攻めに必死になって奥歯を噛みしめていたわたしだったけれど、すぐに胸への愛撫に声を上げた。

「んっ……はぁ、ダメ……」

　想像していたよりも強い刺激に体が素直に反応する。自分でもわかるほどに乳首が硬くなっている。

　もう声を抑えることなんてできない。彼が刺激するたびに、甘い声が漏れる。

　こんな……に、気持ちいいなんて。

　とまどいながら、そっと視線を自分の胸に移して後悔した。

　智也さんが舌でわたしを刺激しながら、こちらをじっと見ていたのだ。

　わたし……こんな顔を見られていたの？

　それまでどこかにいっていた羞恥心が瞬時に戻ってくる。あわてて顔を隠そうとしたけれど、その前に手を握られて阻まれる。

「隠すなんてもったいないことするなよ。どんだけ色っぽい顔しているかわかってるのか？」

　わからない、わかりたくない。

　自分のどんな表情を彼が見ているかなんて、想像もしたくない。

　いやだ、わからないと首を振ると、彼がふっと笑った。

「いいさ。遥のその表情は俺だけが楽しめれば」

　不敵な笑みを浮かべると、わたしの胸の先端を口に含んだ。

「ッ……あぁあ」

　彼の口の中で舌になぶられていたかと思うと、優しく歯を立てられる。それと同時におなかの奥にジンとした重みのある快感が湧き上がる。

「あっ、それ……あああ」

　これまでとは違う快感に、わずかに腰が揺れる。

　智也さんはそれを見逃さずにわたしのショーツの上から指を這わせた。

　……そこはっ！

　反射的に足を閉じてそれ以上彼の手が奥にいかないように阻んだ。しかし「ダメだよ」という彼の声を聞くと足の力が抜けてしまった。

　どうして……？

　命令されたわけでも、無理矢理言うことを聞かされたわけでもない。それにもかかわらずわたしは彼の一言で彼の望むままの態度をとってしまう。

　自分の行動が全く理解出来ない。しかし彼はわたしのそんな戸惑いなどお構いなしに先へと進んでいく。

　ショーツのクロッチ部分に彼の指が触れる。すると一瞬動きが止まった。

　そして胸から顔を上げた彼と目が合う。

「よかった。ちゃんと感じてくれているね」

　彼の言葉に頬が一瞬にして熱くなる。

　自分でもうすうす気がついていた。そこがどうなっているのか。まだ触れられてもいないのにこんなふうになるなんて……と、自分の体に実際起きている変化にもかかわらず半信半疑だった。

　しかし彼が触れてそれを確かめてしまう。

「脱がすよ」

　恥ずかしがって腰をよじらせていた瞬間を見計らって彼はわたしの許可など待たずにショーツを脱がしてしまう。

　あっと思ったけれど、気がついたときにはわたしの足の先からショーツが剥ぎ取られていた。

　このとき彼に初めて一糸まとわぬ姿を見せた。もう隠すものなど何もない。きっと手で隠したところでさっきと同じように彼によってすぐに剥ぎ取られてしまうだろう。

　膝立ちになった彼はＴシャツを勢いよく脱ぎ、その姿に思わず目が奪われた。

　男らしい胸板に引き締まった腹筋。均整の摂れた彼の体は神様が作ったかのように完璧だ。

　思わずじっくり眺めていると、彼が笑った。

　はずかしい……男の人の裸を凝視するなんて。

「そんなにめずらしい？」

「あたりまえじゃないですか」

「いつも着替えさせているじゃないか」

「それは子どもたちだから！」

　わざと言っていることは百も承知なのだが、笑って過ごせないくらいこの状況にパニックになっている。

　彼がわたしをまたいでいるせいで、身をよじることもできない。せめて顔を背けて彼の視線から逃れようとした。けれどそんなこと彼が許してくれるわけなどない。

「遥、俺はこっちだよ」

　やさしく手を添えられて彼の方を向くように言われる。目を合わせると彼はわたしを見てにっこりほほ笑んだ。

　そして笑ったまま、一つひとつ確認するように口にする。

「いまから、ここも」

　彼の親指がわたしの唇をなぞる。

「ここも」

　その手が下に降りていき、わたしのすでに硬くなっている乳首を軽くはじく。

「……っん」

　思わず体をはねさせると、彼は片方の口角だけあげて笑う。

「そして、ここも」

　わたしの体から降りながら、今度は腹部に舌を這わせる。わたしに見せつけるようにして出した赤い舌で腹部をなぞりながらわたしの閉じたままの太腿を両手で大きく広げると同時にその奥に唇を寄せた。

「あ、ダメ……っん、ああああ」

　止めてももう遅かった。わたしが次に目にしたのは、彼が太腿の間に顔を埋めている姿だった。

　一息にべろりと舐められると、腰が浮いた。

「そんなところ……いやぁ」

　やんわりと抵抗するけれど、彼はやめない。むしろ舌の動きを早くしてわたしの濡れたそこを執拗に舐め上げた。

「うん……はぁ」

　その刺激に喉を反らせて首を振る。抵抗することができないわたしは、もう声を上げることも恥ずかしくなくなっていた。我慢などできるわけなかった。そうでもしていなければ、どうにかなってしまう。

「あぁああん」

　わたしがひときわ大きな声を上げたのは、彼が下腹の奥にある小さな粒を見つけたからだ。優しく舌を這わされ、想像以上の刺激にわたしは腰を震わせた。

　ビリビリと直接おなかの奥に響くような快感に、ぶわっと汗が噴き出す。声をあげればあげるほど彼の舌の動きは激しくなった。

　小さかった快感がどんどん大きくなっていく。彼が秘部に唇をぴったりつけて音を立てて「ジュッ」と強く吸い上げた瞬間、わたしの中で何かがはじけた。

「あぁ……あぁああ……ん」

　腰を浮かせてブルブルと震える。大きく足をひろげられ浮いているつま先が丸まっているのが目に入った瞬間、わたしは目を閉じて必死になって浅い呼吸を繰り返した。

　何……どうしたの？

　自分の体に起こったことなのに、どういう状況なのかわからない。一気に体から力が抜けてベッドに体をあずけて放心する。

「ああ、遥。いったんだね」

　いくって……あの？

　話には聞いたことがある。しかし今までひとりとしか経験がなく、その元彼とは味わったことのない初めての感覚だった。

「わたし……こんなこと……」

「初めて？　前の彼はいかせてくれなかったのか」

　わたしがうなずくと、仄暗い笑みには優越感が滲んでいるように見える。彼は濡れた唇を舐める。それを見てまた背筋からゾクゾクとした感覚が駆け上ってくる。

「こんなに正直な体なのに、もったいない。それにこんなのはまだまだ入口だよ。もっと深いところで気持ちよくなれる」

　もっと……？

　今でも息があがるほどの快感だった。それなのにもっととなると自分を保っていられる自信がない。

　未知の感覚をこれから味わうことになるのだから。

「安心して、遥の嫌がることはしない。どれもたぶん気に入るはずだよ」

　そう言いながら彼はわたしの唇にキスをした。最初から舌を絡ませてなおかつ、ぴちゃぴちゃと唾液の音をさせる。ざらりとした舌の感覚、耳から入ってくるいやらしい音に下半身にまたもや熱が集まるのを感じる。

　思わずもじもじと膝をすりあわせていると、彼の手が太ももをなぞり秘部を優しく撫でた。

「ああ、すごい……濡れているのわかる？」

　言われなくてもわかっている。彼がそこを舐めたからそうなっているわけではないと。自分の中から溢れだしたものが、彼の指先を濡らしていると思うと恥ずかしさが込みあげてきて、黙ってうなずくしかできない。

「本当に、遥はかわいいな」

　こんなことがかわいいのだろうか。まさか自分がこんなふうになるなんて思ってもいなかったので、かわいいなんて言われても素直に喜んでいいのかさえわからない。

「あっ」

　それまで入口付近を往復していた彼の指が、一本つぷりと音をたててわたしの中に入ってきた。それまで弛緩していた体が指を受け入れたことでビクッと固まった。

「ああ、せまいな。でもすごく濡れていて、気持ちよさそう」

　つぶやくと同時に彼がわたしの中で指を動かす。ぐるりと狭い中を探るように指がうごめく。

「少しきついかな。でもきっとすぐによくなるから」

　半信半疑だった。先ほど舌でされた愛撫とは違い異物感がある。そう思っていたけれど、彼がわたしの中のおなか側のある場所にふれると体に大きな快感が走った。

「んっ……くっ」

　彼は「見つけた」とつぶやいて何度もそこを攻めた。ダイレクトに与えられる刺激に体が素直に反応する。下腹部にたまっていく快感。それと同時に彼が指を入れている箇所から、蜜があふれ出す。

「あ、そこ……すごいの」

「ああ、そうだろうね。俺の手がもう君のでぐちょぐちょだ」

「やだ、そんなこと……」

　自分でわかっているのに、わざと言って聞かせる彼を恨みがましく睨む。しかし彼はにっこりとほほ笑むだけだ。その妖艶な笑みに、わたしの下腹部がまた反応してしまう。

「ああ、またこんなにあふれてきた」

「やだ……言わないで」

　そうだもうこれ以上何も言わないで欲しい。だってわたしは彼の指が与える刺激に耐えきれなくなっている。

「そろそろいきそう？　中がキツくなってきた」

　徐々に快楽の波が押し寄せてきている。彼にもそれが伝わっているようだ。

　うんうんとうなずくと「正直でかわいい」と彼が言う。そしてわたしの中に埋めている指を二本に増やすと、ぐちゃぐちゃとよりいっそう激しく中をかき回したのだ。

「あ、ああ……あああぁああああ」

　これまで以上に大きな声をあげて、わたしは果てた。いっきに高まった体をベッドに投げ出して息を整える。

　すると彼がベッドから降りてチェストの引き出しを開けた。それと同時にそれまで身につけていたスウェットと下着を同時に脱いだ。

「遥、悪いけど俺ももう限界だ」

　彼は銀色の正方形のパッケージを咥えて開けると、器用に自身のそれにかぶせた。すでに二度上り詰めて、思考回路が奪われたわたしはただそれを眺める。

　ああ、彼がわたしの中に入ってくるのだな、と漠然と考えてはたと気がつく。

　待って、あんなに大きいのが……。

　経験人数はひとり。その彼とも一度しかしてない。だからほとんど記憶にないのだけれど、こんなに大きな物を受け入れることができるのだろうか。

　腹筋に届きそうなほど、膨張してふくれあがっている。それを見て彼に視線を移す。

「そんな、心配そうな顔しないで。無理はさせないから」

　そっと彼がわたしの頬を撫でてくれた。行為がはじまってから多少強引なところがあったけれど、こうやってわたしが本当に不安に思っていることにはきちんと気がついてくれる。

「あの、わたし慣れて無くて……智也さんがあまり気持ち良くなれなかったらごめんなさい」

　最初に付き合った彼とは、体の関係が失敗したのも別れの原因だったのだと思う。だからこそ、智也さんにも知っておいてほしかったのだ。

「そんなこと、気にしなくていい。遥は自分の快感だけ考えていればいい」

　彼は避妊具を被せた自分自身を、わたしの濡れた入口に擦り付けた。時々彼のもので奥の粒がこすられてそのたびに体が反応する。

「こんなに素直な体を抱いて、気持ち良くなれないわけないだろ」

　ゆっくりと彼が中に入ってくる。

　緊張したわたしに彼がキスをした。

「ほら、力ぬいて。まだ先の方しか入ってない」

「えっ……うそ」

　すでに体内に圧迫感を感じていたわたしは、その事実に驚いた。しかしその間も彼はわたしの中に彼をうめていく。

「ああ、すごくせまい。いいよ」

　吐息混じりの彼の声を聞いて、わたしは安堵した。彼も気持ち良くなってくれているのだと。

　ほっとした瞬間また彼が奥に進んで行く。それと同時にふたりが繋がった箇所の上にある小さな赤い粒を彼の指がゆっくりと撫でた。

「ああ……っん」

　急に与えられた刺激に思わず声が上がる。

「遥は、ここも好きみたいだね。ほら、もっと気持ち良くなって」

　新たにあたえられた刺激は、また快感を呼び戻す。すでにいき方をおぼえた体は素直に快楽を受け入れた。

　くるくると撫でていたかと思うと、力を入れてごりっと押し潰す。その強弱に夢中になってあえぎ声を漏らし、また大きな波に飲み込まれそうになった瞬間体の最奥に彼がたどり着いた。

「ひぁあああっ……ん！」

　腰を浮かせて、顎を突き出す。もしかしてわたし、今ので……？

「ああ、遥。軽くいったみたいだね」

　智也さんの色っぽい笑みを目にして、また体が反応してしまう。

「奥、ここわかる」

　コツコツと彼が浅く腰を揺らす。

「んっ……あ、あ、」

　目を見開いて、彼の動きに反応する。

「俺が、遥の一番奥にいるの、わかる？」

　まるで「返事をしなさい」とでもいうように、小刻みに奥を突かれる。

　わたしは目をぎゅっとつむって、必死になってうなずいた。

「ああ、やっとひとつになれた」

　……やっと？

　不思議に思ったけれど、すぐにそれを問えるような状況ではなくなった。

　彼がそれまでは小刻みにしか動かしていなかった腰を、大きくグラインドさせたのだ。

「あっ……あああ」

　瞬時に思考が飛ばされた。徐々に彼の動きが大きくなる。それにつれて刺激されたわたしの奥からどくどくと蜜があふれだす。

「ああ……遥」

　名前を呼ばれると体がうれしいと反応する。すると自然と彼を締め付けるようで、彼はますます動きを速くした。

　お互いがぶつかる音と体液の混じり合う音が室内に響く。そのころになるとわたしの羞恥心なんてはるかかなたにいってしまっていて、ただ智也さんから与えられる快感に身を委ねていた。

「ああ、わたしまた……あっ！」

　大きなうねりが押し寄せてくる。

「またいくの？　かわいいな遥は」

　彼がどうぞといわんばかりに、わたしの乳首を人差し指と親指でこねた。その刺激がダイレクトに下半身に伝わり、わたしは思い切り声をあげて果てた。

「ああああっ……あ……あぁああ……ん！」

「……っ」

　わたしが果てると同時に、智也さんが眉間にしわをよせて動きを止めた。

「遥は……いったばかりで悪いけど、俺もそろそろ限界だ」

「えっ」

　智也さんは、ぐったりとして息を整えていたわたしの腰を掴むとそれまでとは違うスピードでわたしを責め立てた。

　先ほど達したばかりの体は、それでも新しく与えられた快感に、素直に反応する。

「ああ、智也さん……わたし」

「気持ちいいか？」

　優しく問われたわたしは、うんうんとうなずいた。もう隠したって仕方ない。こんなに気持ちいいのを隠しておくなんてできない。

　わたしが素直に反応すると、体内にいた彼が一段と大きくなった。

　そして奥を何度も激しく穿つ。

「遥……君はもう、俺のものだ……っ」

　智也さんは最後にわたしの一番奥を思い切り突き上げた。それと同時にわたしは掠れた声で悲鳴にも似た声を上げ、彼の背中に思い切り爪をたてて快楽の大きなうねりに飲み込まれてしまった。彼の熱いしぶきを、薄膜ごしに感じながら。




　熱いシャワーを頭から浴びる。鏡が曇っていて自分の姿がはっきり見えなかったので、手で曇りを取って顔を映した。

　わたし……智也さんと、しちゃったんだ。

　それまでどこかフワフワしていた頭が、急にクリアになった途端……自分の中で叫び声をあげた。

　あああ！　恥ずかしすぎる。色々なことが頭に思い浮かんできて恥ずかしさに身悶えする。

　今まで出したことのないような、なまめかしい声。触れられるだけで熱くなって、何度も達してしまう体。自分の体なのに、制御がきかないなんてそんなこと今まで一度だってなかった。彼に抱かれるまでは。

　智也さんも、わたしの知っているどの彼とも違う気がした。それでもそんな彼を嫌だとは一ミリも思わなかった。むしろ……新しい彼を発見できてうれしくなってしまう。

　自分の中に彼に対する独占欲を感じて、そんな自分に驚く。こんなふうになれる相手と出会えたことがうれしかった。たとえ恋愛の練習をしているだけにしても……これまで他の人にはこんな気持ちにならなかった。彼だからこそこの幸福感を味わえたのだと思うと、どんな関係であれ後悔はなかった。

　シャワーを浴びたわたしは、準備してくれていたバスローブに袖を通して髪を乾かした。そのとき自分の髪から彼の香りがしてドキッとした。同じシャンプーを使ったのだから当たり前といえば当たり前なのだけれど、それでも胸がドキドキする。小さなことひとつひとつがすべて彼につながっていく。これ以上ひとりでいると頭がパンクしてしまいそうだ。

　わたしはまだ乾ききっていない髪のまま、バスルームから外に出ようと引き戸に手をかけた。しかしそこで話し声が聞こえてきた気がして一瞬手を止めた。そういえば、リビングに大きなテレビが置いてあった？　きっとテレビでもつけているに違いない、そう思ってそのまま廊下に出た……すると。

「遥、ダメだ」

「えっ？」

　智也さんの声が聞こえた。けれど彼に止められるのが一歩遅く、わたしは廊下に出た。そこでこちらに向かって歩いてくる着物を着た初老の女性と、その後を追いかけるようにして部屋に入ってきた桜沢さんの姿を目にした。

「えっ……！　うそ」

　慌ててバスルームに後戻りしたが、間に合わなかった。すでにわたしはふたりに見つかってしまっていたようだ。

「いったい、何しに来たんだ？」

「そんなことより、さっきの女性は誰なの？」

「その質問に答えなくちゃいけないか？　母親だとしても、勝手に息子の部屋に入ってくる権利はないはずだ」

　母親！

　どうやらさきほどの着物を召した女性は、智也さんのお母様らしい。なんでこんなときに……。

　こんなことになってしまうなんて。いったいどうしたらいいのだろうか。それまでのウキウキした気分が、あっという間にしぼんでしまう。

　わたしはバスルームの引き戸に手をかけたまま、どうすることもできずにただそこに立ち尽くしていた。

「遥」

　扉の向こうから智也さんの声が聞こえた。わたしは「はい」と返事する。

「悪いが、洋服を扉の前に用意した。それを着て出てきてくれないか」

「……はい」

「それと、これからいろいろとびっくりさせるかもしれない。でも俺を信じて、とにかく俺に合わせてくれないか？」

　このままこうしているわけにはいかない、さっきの様子から何事もなくすまないことはわたしにも予想ができた。

　扉の向こうに気配がなくなったことを確認して、わたしは智也さんが用意してくれた洋服を身に着けた。

　それはわたしでも知っている有名ブランドのニットのワンピースだった。いつもなら店の前を素通りするだけの、こんなハイブランドの服をわたしが着こなせるのかと不安だ。

　ワンピースを取り出すと一緒に、不織布の巾着のようなものもついて出てきた。なんだろうと手にとって確認すると、下着が一式入っていた。オレンジシャーベット色のかわいらしいものだったけれど、いったい誰が準備したのかと疑問がわいた。

　しかし悠長にそんなことを考えている暇などない。外ではきっと智也さんとお母様そして、桜沢さんが三者三様、苦い顔をして待っているに違いない。

　出ていくのはかなりの勇気がいる。けれど出ていかないわけにはいかない。それくらいはわたしにでもわかる。

　せっかくのハイブランドの洋服の着心地を楽しむ暇などなく、覚悟を決めたわたしはがちがちに緊張したままリビングへと向かった。

　扉をゆっくりと開ける。しかしその音に中にいる三人の視線が一斉にこちらに向けられた。

　思わずその場で固まってしまった。これからどういう話がされるのか見当もつかないが、いい話ではないことくらいはわかる。

「遥、こっちにおいで」

「はい」

　智也さんの声にはじかれたように反応したわたしは、他のふたりを見ないようにして彼のもとに向かう。そしてソファに座るように促されて、彼の隣に腰掛けた。

　智也さんが口を開こうとした瞬間、我慢できなかったのか彼のお母様が先陣を切る。

「智也さん、こちらはどなた？」

「うちの社員で、菊池遥さんです」

　簡潔すぎるくらいの答え。彼はそれ以上話すつもりがないと言っているようだった。けれどそれで相手は納得するわけがない。

「久しぶりに丸まる越こしさんに伺って、担当の方を呼んだら、なにやら女性物のお洋服を用意しているっていうじゃない。それで『これは！』と思い来てみたら案の定、付き合っている女性がいたのね」

　丸越さんとは、老舗の丸越デパートのことだ。話から想像すると周防家がずいぶん懇意にしているようだ。

　智也さんは、ちらっと桜沢さんを睨む。すると本当に小さな声で「申し訳ございません」という謝罪の声が聞こえた。

　どうやら智也さんが桜沢さんにわたしの洋服を用意するようにと言って、懇意にしている丸越デパートに依頼をした。そこに運悪く……お母様がやってきて恐ろしくカンを働かせた結果今の状況があるようだ。

「お母さん、いくら家族と言ってもプライベートに首を突っ込まないでいただきたいと、あれほどお願いしたじゃないですか」

　ため息交じりに答える智也さんを見て、きっと以前もこんなことが何度かあったのだとわかる。

「そうね。こちらが用意したお見合い話をことごとく断られても、あなたの意向に沿う相手を見つけられなかったわたしが悪いと思って無理強いはしなかった。彼女がいるんだったら紹介してくれればいいのに、隠しているなんて水くさいわ」

　相当な早口でまくし立てる。優雅ないでたちからは想像もできない。

「いちいち恋愛の報告を家族にする方がおかしいだろう？　なあ桜沢」

　たしかにもうすでに一人前の大人の男性だ。家族に恋愛話などしないのは普通に思われる。

　桜沢さんも「はい。おっしゃるとおりです」と首肯している。

「普通のご家庭ならそうかもしれません。でもあなたは周防の家を守っていかなくてはならないの。その自覚はあって？」

「またその話か」

　智也さんは聞き飽きたとでもいうように、首を左右にふった。親子の間で何度も交わされた会話に違いない。

「あなたがきちんと彼女を紹介してくれないからでしょう？　まさかバスルームからガウンで出てきた女の子が、ただのお友達なんて言い訳、わたしは聞きたくありませんよ」

　お母様も一歩も引かない。

　たしかにあの現場を見られたのはまずかった。完全に事後だと言っているようなものだし、実際そうなのだけれど。

　智也さんはなんて答えるつもりなのかな。

　わたしが一番気になっているのはそのことだ。わたしたちの関係は複雑すぎて他人には理解してもらえない。だから正直に答えることはないと思う。

　でもだからこそ、彼がわたしたちの関係をどう答えるのか気になったのだ。

　わたしは黙ったまま彼が答えるのを待った。

　すると智也さんは隣に座るわたしの手を握る。はっとしたわたしが彼の顔を見ると彼もわたしを見つめていた。そして目で何かを訴えかけてきた後、はっきりと言い切ったのだ。

「彼女とは結婚を前提にお付き合いしています」

　思わず声を上げそうになったのを、すんでのところで止める。お母様の背後にいる桜沢さんも驚いたのだろう。一瞬だけ目を見開いたが、すぐにいつもの顔に戻った。さすがだ……。わたしは驚きで手のひらに汗をかき、どうすればいいのかわからずに完全に目があちこち泳いでしまう。

　智也さんがわたしの手をぎゅっと力を込めて握った。落ち着かなくては、とにかくここは彼に合わせるしかない。

　きっと何か考えがあるのよ。だってそうじゃなければあんなこと口にしない……。とりあえずこの場をしのげればいいのだろう。先ほどバスルームの扉越しに言われた言葉を思い出す。

「遥さんとおっしゃったかしら」

「は、はい！」

　思わず声が裏返ってしまった。お母様は特に気にする様子もなく、わたしのほうをじっと見た。緊張をほぐそうと、浅い呼吸を繰り返す。やはり周防建設の会長夫人だけあって、その気品もさることながら迫力がすごい。

　何もかも見すかすような鋭いまなざしに、たえられなくなりそうになったとき。お母様が立ち上がりわたしの目の前に来た。

　ひっ……な、何!?

「遥さん！」

「はい！」

　もう一度名前を呼ばれたわたしは、思わずその場に立ち上がる。するとお母様はわたしの手をとって、ぎゅっと握りしめた。

「よくぞ……この気難しい息子の相手をしようと思ってくださったわね、本当にありがとう」

「えっ……いえ、あの……わたしは……」

　予想外の言葉に、さらに戸惑う。『うちの息子にはふさわしくない』とか『お金目当てなの!?』とか全力で反対されると思っていたので、正反対の様子にびっくりしてしまった。

「ねえ、本当にうちの智也でいいの？」

「おい、いい加減にしてくれ」

　お母様の様子に呆れた智也さんが、こめかみに手をあててため息をついた。

「いいえ！　やっときたチャンスなのに逃す手はないですから。あなた遥さんに逃げられたらあとがないと思いなさい」

　なんでそんな話になるの？　どんな女性でも智也さんと付き合いたいと思うはずなのに。

「いいから、母さんのその態度が遥を困らせているってわからない？」

「あ！　そうね、いきなりだものね。ごめんなさいね。でもうれしくて。智也をどうか見捨てないでね」

　そう言いながらわたしの手を握ったまま、ぶんぶんと上下に振った。

　わたし、歓迎されている？

　ここまできてようやくお母様がわたしに好意的だと気がついた。

「あの！　見捨てるだなんて、とんでもありません。これから……よろしくお願いします」

　これで正解なのだろうか。答え合わせをするために智也さんの方を見たら、彼が大きくうなずいてくれたので、どうやら大丈夫らしい。

「あ～ほんとに、今日来てみてよかったわ。あ、そうだ、わたし順序とかまったく気にしない人なの」

「順序……ですか？」

「そう、先に子どもができても大歓迎よ」

「こ、子ども！」

　いきなりの発言に言葉が出ない。智也さんが「いかげんにしてくれ」と力なくつぶやき、桜沢さんは声を殺して笑っていた。

「そうとなれば、わたしはお邪魔ね。桜沢くん、帰りましょう」

「はい」

　お母様はにっこりとわたしにほほ笑むと「またね」とだけ言って、帰っていってしまった。

　わたしは立ったままその姿を唖然として見送る。我に返ったのは智也さんの大きなため息を聞いたときだ。

「はぁ、すまない。いきなりやってくるとは思わなかった。俺のミスだ」

「そんな……こんなことはなかなか予想できませんよ」

　まさかたまたまお母様が同じタイミング、同じデパートで買い物をしていたなんて、運が悪かったとしか言いようがない。

「でも、よかったんでしょうか。結婚を前提だなんて」

　まさかそんな大それたうそをつくことになるとは思ってもみなかった。

「いいんじゃないのか、別に。母はあんな調子だし俺たちの邪魔をすることはないと思うけど。それにはっきり言っておいたほうが、この部屋にも堂々と来ることができる。都合がいいだろう」

『都合がいい』か……。たしかにそうだろう。だけどわたしたちは本当に付き合っているわけではないのだ。ましてや将来を誓いあった仲でもない。

　彼の言う通り、わたしは彼の睡眠を助け彼はわたしに恋愛を教えてくれる。そういう約束の下に成り立っている関係だ。いつか必ず終わりが来る関係。わたしたちが永遠を誓うことはない。

　そこまで考えて胸が苦しくなった。目頭が熱くなりはじめて、あわてて頭を振ってその考えを頭から追い出した。

「どうかしたのか？」

「え？　ううん、なんでもない」

　智也さんはわたしの様子がおかしいことに気が付いたみたいだ。慌ててごまかす。

「いや、本当にいきなりのことですまなかった。話を合わせてくれて助かったよ」

　にっこりと笑う智也さん。彼のお役に立てたのならばよかったと思おう。そうでもしないといたたまれない。

　わたしは自分の立場を決して忘れてはいけない。しっかりと言い聞かせ、まだ心配している智也さんに、何でもないよと笑って見せた。










第三章　伝えたい気持ち









　保育士の朝は早い。出勤前の保護者の方から園児を預かるので少なくとも、通常の業務が始まる一時間前には受け入れられるようにしておかなくてはいけない。

　そうなるとおのずと出勤時刻は早くなる。

　午前七時に到着したわたしは、昨日の夕方の申し送りをノートで確認して、朝の準備を始めた。

「おはようございます」

「おはようございます！」と元気よく返しながら、ちらっと時計を見た。ずいぶん早い時間だけど、園児が保護者の方と登園してきたのだと思い振り向いた。

「あ、あの……？」

　しかしそこに立っていたのは、桜沢さんだった。にっこりとほほ笑み「お時間よろしいですか？」という。

　一応都合を聞いてくれるものの、これは拒否できない。わたしが「どうぞ」というと、桜沢さんは教室の中に入ってきた。

「昨日のことだけど、君、覚悟はできているの？」

　いきなり本題に入った。昨日のことというのは、智也さんとわたしが結婚前提でお付き合いをしているとお母様に堂々と宣言したことだ。

「あれは……あの場ではそう言うしかなかったので」

　桜沢さんだけはすべての事情を知っている。

「はぁ……やっぱり。その程度のこととお考えでしたか」

「え？　何か問題でも」

　ため息交じりに言われ、わたしは不安になる。お母様がお帰りになった後、智也さんと話をしたけれどそう深刻なことでもなさそうだったのに。

「奥様は本気ですよ。あなたと社長の結婚について」

「え？　まさかそんなこと」

「いいえ、奥様は社長に彼女ができてかなり上機嫌でした。ですから今後も顔を合わせる機会が増えると思います」

「そんな……わたし」

　昨日だけなんとかやり過ごせばいいと思っていたのに。

「いいですか、ぼろがでないように細心の注意を払って。ミスは許されませんよ」

　どうやら彼はわざわざ釘を刺しにきたようだ。

　わたしは「結婚を前提とした付き合い」が冗談ではすまされなくなりそうだと知って、頭がくらくらする。どうしてこんなことになってしまったの……。

「菊池先生、おはようございます」

　そうこうしているうちに、園長先生がやってきて、わたしと桜沢さんの顔を交互に見た。

　園長先生の前では、話の続きをすることができない。桜沢さんは「では、失礼します」と頭を下げて行ってしまった。

　はぁ……どうしよう。智也さんにもう一度聞いてみよう。

　ため息をつきそうになった瞬間、険しい顔をした園長先生がわたしを呼んだ。

「ねえ、もしかして園の閉鎖について何か進展があったの？」

「え？　いえ、そういうわけでは」

　実際わたしは智也さんから園の存続の可否については、最初に話をして以降何も聞いていない。けれど、彼らと接触していれば園長先生から何か情報がないかと聞かれるのは理解できる。

「いいえ、それとはまったく関係のない話なんです」

「そう……」

　園長先生は肩を落として、あきらかに残念そうにため息をついた。わたしだってこの園は続けたい。だから園長先生の気持ちはよくわかる。

「ごめんなさいね、ため息なんて。じゃあいったいこんな早い時間に会いに来るなんて何の用事だったの？」

「それは……」

　どう答えるべきかとっさに思いつかずに焦る。

「おはようございます」

　いいタイミングで園児が父兄と登園してきた。

「おはよう！　今日も元気かな？」

　わたしは元気よく挨拶して園児のもとに向かう。園長先生も仕事にとりかかることにしたようだ。

　よかったなんとかごまかせた……。

　園の存続についても気になる。けれどいくら智也さんの近くにいるからといって、仕事の話を聞き出すことはタブーだ。

　園のために何かしたい気持ちはもちろんあるけれど、何も出来ない自分にジレンマを感じる。

　悩んでいたって仕方ない。わたしは一生懸命仕事をするしかない。




　彼の部屋で会ってから三日後、智也さんと会うことになった。しかもこの間のお詫びということで、外で食事をすることになったのだ。

　前回と同じ場所で待ち合わせをして向かったのは、歩いて十分もかからない程の場所にあるレストランだ。入口にある小さな看板には【柊ひいらぎ】と書いてある。

　扉を開けて中に入る。エントランスには豪華なフラワーアレンジメントや、高級そうなソファが置かれていた。わたしが目を奪われているうちに黒いスーツの男性がやってきた。

「ああ、周防社長、そろそろいらっしゃると思ってお待ちしていました」

「少し早いけれどいい？」

「あいかわらず律儀ですね。うちは一日三組しかお席をご用意いたしませんので、ご予約がある限りほかのお客様はお通ししませんよ」

　スタッフと社長がいつものことのようにやり取りしているけれど、わたしはびっくりしてしまった。一日三組？　それって超高級店なのでは……？

「前回は突然キャンセルして悪かったね」

「いえ、またこうやっていらしてくださるだけで十分ですから」

　やりとりの様子を見て、彼がこの店を懇意にしていることがわかった。

　スタッフに促されて部屋に行く。すべて個室になっているようで、あまりキョロキョロしては失礼だと思いながらも、好奇心が抑えきれない。

「こちらにどうぞ」

　ふたりで使うには広い部屋だ。テーブルセッティングはすでにされていて、ナプキンやワイングラス、取り皿などが置かれている。

　スタッフが椅子を引いてくれたので座る。すぐに飲み物のメニューを渡されたが、どこにも値段がかれていない。

「お酒は、飲める？」

「はい、少しなら。でもあまり詳しくなくて」

　このメニューから何を選んでいいのかわからなくて、すべて智也さんにまかせることにした。

「そっか、じゃあ適当に頼むね」

「お願いします」

　彼はすぐにスタッフの人に注文した。ドリンクが来るまでの間に、料理の準備が進められる。

　テーブルの真ん中に置かれたのは銀のしゃぶしゃぶ用の鍋。中には金色に輝く出し汁が入っている。

「好き嫌いないって言っていたから、この店にしたんだけど」

「しゃぶしゃぶですね。好きです」

　すぐに運ばれていきたのは、スパークリングワインだ。フルートグラスにシュワシュワと音を立てて注がれる。

「じゃあ、俺たちの初デートに」

「え、あ、はい」

　グラスを掲げた智也さんが口にしたデートという単語にどぎまぎするわたしを、彼はクスクスと笑っている。

　恥ずかしさをごまかすように、ワインを口にした。炭酸が口の中ではじける。少し辛口だけれど、すっきりとして飲みやすい。

　そうこうしているうちに、料理が運ばれてきた。

　茶碗蒸しや地鶏のたたきなどメニューを見れば普通の料理に見えるが、どれも産地にこだわった高級食材を使っている。家庭では決して再現できない味つけだ。

　メインのしゃぶしゃぶはもちろん絶品だった。九州の黒豚や、和牛をいただき生でも食べられる新鮮なお野菜を出汁にくぐらせて食べると頬が落ちそうだった。

「ん～おいしい」

　思わず頬をおさえてしまった。うなるほど美味しいものを食べたのは久しぶりかもしれない。

「ほら、こっちも」

「あ、ありがとうございます。あの、でも大丈夫ですから」

　わたしのお皿に次々とお肉やら、野菜やらを入れてくれる。さっきからハイペースで食べるのが追いつかない。

「悪い、美味そうにしているの見ていたらつい」

　笑いながら彼はボトルからわたしにシャンパンを注いだ。そうやってわたしの面倒をみようとする。

　一緒にいて気がついたのだけど、智也さんはわりと世話焼きだと思う。社長という立場上、まわりからしてもらうことのほうが多いと思うが、わたしと一緒のときは何かと気を遣ってくれている。

「わたしよりも智也さんがしっかり食べてください」

　体調はどうなのかと、注意深く彼を見る。先日は倒れたばかりだったので、翌日も体調は万全といった様子ではなかったけれど、今日はすごく顔色も良くて、社長に就任する前の彼のようだ。今はプライベートな時間なので余計にそう見えるのかもしれない。

「ありがとう、でもこの間からすごく調子がいいんだ。全部遥のおかげだよ」

　この間と言われて、いろいろと記憶が甦る。

　こんなときに思い出すなんて！

　はずかしくて、頬が熱くなる。バレないように手を当てたけれど、すでに彼はそれを見ていたようだ。

「今何考えていたんだ？」

「い、いえ。別に」

　聞かれてうろたえてしまっている時点で、バレてしまっているように思う。

「智也さんは、ときどき意地悪ですね」

「そうか？　だとしたら、俺をそうさせている遥が悪いんじゃないか？」

「そんなっ！」

　おもわず反論しようとしたわたしを見て、彼はクスクス笑う。

「そういう素直な反応が気に入っているんだ。だから仕方ないだろう。我慢して」

「ほどほどで、お願いしますね」

　本当に楽しそうに笑う彼を見ていたら、仕方ないかなと思えた。それくらいのことで彼の笑顔が見られるのであれば我慢できる。

　それに好きな人に『気に入っている』なんて言われて、うれしくないわけない。それがたとえどういう意図であったとしても、うれしいものはうれしいのだから。

　誤解しないように……自分に言い聞かせてあまり浮かれないように気をつける。

「遥、どうかした」

「いいえ。ちょっと食べ過ぎたのかも」

　するどい智也さんはすぐに気づいてしまう。わたしが笑うと彼は怪訝そうにしていたけれど、それ以上は詮索しなかった。

　勧められるままデザートまで食べ終わったとき、個室の外が少し騒がしくなった。これまではずっと静かだったので、何があったのかと扉の外の様子に耳を澄ませる。

「おやめください」

　制止する声が外から聞こえてきたと同時に、個室の扉が開いた。現れたのは社内報で写真を見たことがある初老の男性。

　何で、専務がここに……？

　驚いたわたしは今の状況が理解できずに、ただ入口からこちらを見る周防建設の周防義よし彦ひこ専務を見ていた。たしか彼は智也さんの叔父にあたるはず。

「専務、いったいどうしてここに？　お約束はしてなかったはずですが」

　最初に口を開いたのは、智也さんだった。突然専務がやってきたにも関わらずすごく冷静だ。

「約束？　たまたま食事に来たら、社長がいらっしゃるというからご挨拶に来たんですよ」

　口調は丁寧だが、敬う気持ちは感じられない。むしろ薄ら笑いを浮かべて馬鹿にしているように見えた。

「で、そちらが社長のお気に入りのお嬢さんね」

　一度智也さんに向けていた視線をわたしの方へ向けた。不躾なほどじろじろと見られて、いたたまれなくなって顔を伏せる。

「なんだか、含みのある言い方ですね。私の大切な人に」

　智也さんの言葉に救われた。彼は失礼な態度の専務からわたしを守ろうとしてくれている。

「大切な人ね。失礼だけれど、たいした取り柄もない普通のお嬢さんのように見えますが」

「それ以上言うと、追い出しますよ。なんの用ですか」

　さっさと片付けてしまおうとでも思ったのか、智也さんは専務にここに来た目的を聞いた。

「最初に言ったはずですよ。挨拶に来たって。智也にぜひ会いたいと言っている人がいてね。入って」

　智也さんの許可も取らずに、ひとりの女性を部屋に入れた。すらっと背が高くとても美しい女性だ。

「東ひがし山やま美み奈なさんだ。智也は初めてではないな」

「はい。何度かパーティでご挨拶を」

「うれしい。覚えていてくださったんですね。どうしてもお会いしたくて専務さんに無理を言ったんです」

　女性は花のような笑顔を浮かべると同時に、わたしの方をちらっと見た。しかしすぐに智也さんに視線を戻す。

「本当にご挨拶のつもりだけでしたので。でも近々またお会いできればと思います。では、失礼しますね」

　女性は智也さんと専務に会釈をした。しかし最後までわたしの存在はないものとしていた。

　敵意の感じられる態度に胸が痛む。

　扉が閉まった途端、智也さんが声を上げた。

「失礼じゃないですか、彼女がいるのに断りもなく知人を連れてくるなんて」

　智也さんがぴしゃりと言ったのに、専務はニヤニヤしたままわたしの方を見ている。

「聞くところによると、そこのお嬢さんはうちの社員っていうじゃないですか。何のメリットもないのにここまで執着させるとは、あんたいったい社長に何をしたんだ。どうやって取り入った？」

　わたしが一方的に智也さんに言い寄ったように推測されて、怒りで体が熱くなる。けれどはたから見たら、そんなふうに思われても仕方のないことなのかもしれない。

　わたしが何の取り柄もないのは事実なのだから。

「いいがかりも、ほどほどにして、ここから出ていってください。挨拶ならもう十分だ」

　智也さんは鋭い視線を専務に向けた。きっとこれ以上専務がここに居座るならば、実力行使しそうだ。

「はいはい、追い出される前に出て行きますよ」

　専務もそれがわかっているのか、踵を返す。けれど扉の閉まる最後の最後にわたしの方を見てにやっと笑ったのだ。

　ぞぞっと背中に怖気が走る。不気味なその笑いはきっとわたししか見ていない。

　怖い……。そう思った。今まで誰にも向けられたことのないような負の感情にとまどってしまう。自分が何か悪いことをしたのならば敵意を向けられても仕方ない。けれど、今回のようにわけもわからないままというのが、恐怖だった。

「嫌な気分にさせてすまなかった。今後はこういうことがないように釘をさしておくから」

　わたしの顔に不快感が表れていたのか、智也さんがすぐに謝ってくれた。

「謝らないでください。智也さんのせいじゃないので」

「いや、父が……会長が倒れて第一線から退いた後、叔父が会社のことに口出ししてくることが増えたんだ」

　智也さんは眉間に深い皺を刻んでいる。

「しかし俺は俺のやり方で仕事を進めてきて、今周囲も認めてくれ始めている。専務はそれが余計に気に入らないんだろうな。すまないな、君にこんな話……」

「いえ、いいんです。そんなことがあったんですね」

　智也さんが悪いわけではない。彼だっていい気分ではないだろう。被害者だ。お互いそれ以上何も言わなかった。

　沈黙をやぶったのは、智也さんのため息だった。

「この間のお詫びに、今日は楽しんでもらいたかったのに、台無しだ」

「そんなことないです。ちょっとタイミングが悪かっただけで」

　まさかこのレストランに、専務が来ているなんて智也さんも知らなかっただろう。

「こんな微妙な雰囲気のまま、遥を帰したくないな」

「え、わたしなら大丈夫ですから」

　わたしは頑張って笑顔を作った。

「いや、そうじゃない。このまま帰すのは俺が嫌なんだ。だから遥──」

　智也さんはそこで言葉を句切ると、わたしの手をもう一度優しく握り直した。

「俺の部屋においで」




　二度目の彼の部屋。まだその豪華さに緊張しないわけではないけれど、最初のときより随分ましだ。

　朝読んでいただろう新聞が複数ダイニングにおいてあった。しかしその他はここで生活しているのかと心配になるほど綺麗に整っている。

「この間来たときも思ったんですけど、本当に綺麗にされていますね」

「ああ、そうだな。俺がやっているって言いたいところだが、実際にはここには寝に帰るだけで、週に一度ハウスキーパーに来てもらっているんだ。そのときに食品や日用品もある程度揃えてもらうようにしている」

「そうだったんですね。それもそうですね……あのスケジュールじゃお家のことまでは無理ですよね」

　わたしと会う昼休憩の時間さえとるのが難しい毎日だ。だからこうやってわたしがここに来ることになって、彼の体調のことを考えられるならよかったのだと思う。

　気持ちは複雑だけど。

　智也さんに勧められてソファに座ると、彼も隣に座った。

「さっきのことだけどうちの親族が余計なことを言って君のことを傷つけるようなことになってすまない。母はあんなだから放っておいても大丈夫だが、専務に関しては今後注意を払っておくから。桜沢にも伝えておく」

　智也さんはもう一度謝罪の言葉を口にした。こんなに気を遣ってもらって逆に申し訳ない。

　でもひとつ気になっていることがあったので、尋ねた。

「はい、あの……でも、専務の言っていたお見合いって……」

　専務の言い方では、お見合いを断ったことで先方との関係が悪くなったように取れる。

　わたしは彼の顔を窺った。

「それは可愛い遥が心配するようなことじゃない。君は何も気にしなくていいんだ」

　膝の上に置いてあった手に、彼の手が重なる。優しくほほ笑む彼に安心していいはずなのに、蚊帳の外に放り出されたような気がして切なくなる。

　でもそれは当たり前と言えば当たり前のことなのだ。よくばってはいけない。彼の全部が欲しいなんて、思っちゃダメなんだ。

「はい、わかりました」

　笑ってうなずいた。これでいいんだ。

「いい返事だ。何かあったら必ず俺に相談すること。じゃあほら、こっちにおいで」

　わたしの手を彼がぐいっと引っ張った。その反動でもたれかかるようにして彼の胸の中に包まれる。

　彼の膝の上にまたがるような格好で。密着して抱きしめられているので顔を見せずに済むのだけが救いだ。きっと真っ赤になっているに違いない。

　背中に回された腕に力がこもる。洋服を着ていても伝わる体温にドキドキした。抱きしめられて彼の顔がわたしの肩に軽く乗る。吐息がわたしの首筋をかすめた。

　くすぐったく感じると同時にわたしの体温が急激に上がる。思わず体を震わせたわたしに気が付いた智也さんはクスクスと笑った。

「いい反応」

　彼はわたしの様子を見て、ますます行動をエスカレートさせる。その都度わたしが耐えきれなくなっているのを見て楽しんでいるのだ。

　わかっているんだけど、素直に反応してしまう。

　彼にとっては、まだ何も始まっていないのだろう。けれど、わたしにしてみればほんの少し彼を感じるだけでも、体が熱くなってしまう。好きだから仕方ないのかもしれないけれど……なんだか悔しい。

「っ……イジワル。わたしばっかり」

　思わず涙目で抗議する。嫌じゃないけれど、悔しい。複雑な感情を彼にぶつけた。けれど彼は変わらずに笑っている。

「君ばっかりってわけじゃないよ、俺だって君にこうなっている」

　不意に彼が動いた。するとわたしの太ももに硬い何かが当たる。最初はピンとこなかったが彼の言葉でそれが何であるかわかった。

「遥のせいで、こうなっている。もちろん責任とってくれるだろ？」

「そ、そんなわたし何もしてないのに」

「ん？　そう、遥が可愛いのが悪いんじゃない」

　なんだか言いがかりのような答えに、体を起こして彼の顔を見て頬を膨らませた。彼もわたしの顔を見つめる。その顔を見てドキッとした。そんな愛おしそうな顔で見られているなんて思ってもいなかった。

「またそうやって、可愛い顔をする。やっぱり遥が悪い」

　彼はそう言ったかと思うと、そのままわたしの唇を奪った。最初から容赦のない深い口づけ。軽く閉じていた唇は彼の舌で強引にこじ開けられて、やすやすと侵入を許してしまう。ざらりとした感触。ふたりの舌が絡み合いぴちゃぴちゃというやらしい音がたち、羞恥心と快感が煽られる。

　息苦しさを感じてもなお続くキス、体の奥が熱くなる。なんとかあえぐように息継ぎを繰り返し、唇の端からどちらのかわからない唾液がこぼれると、智也さんが舌でぬぐう。

　こんなキス……キスじゃないみたい。

　わたしの知っているキスとは違う。まだキスしかしていない、洋服だって一枚も脱いでいない。それにもかかわらず、自分の体内から蜜がにじみ出て下着を濡らしていくのがわかった。

　智也さんとこういうことをするのは二回目。それなのにもうこんなにも敏感に反応してしまっている。智也さんが初めての相手というわけではない。けれど心も体も以前の相手では体験できなかったことが次々と起こる。

　それに戸惑う気持ちがあるけれど、もう逆らうことができない。今日もこれから彼の思うままにされるのだ。わたしもそれを望んでいる、心から。

　あふれ出る蜜に内腿をすり合わせる。智也さんがそれに気が付かないわけがない。彼が伸ばした手を、わたしは止めた。

　いやいやと首を振る。しかし智也さんが許してくれるはずない。

「ダメだよ、遥。俺には何も隠さないで、全部見せて」

　少しかすれた声。それが彼の興奮の印。彼もわたしでこうなってくれている。恥ずかしがることなどない……そう思い、彼の手を放しきつく閉じていた腿を緩めた。

「素直でかわいいな」

　耳元でささやきながら、わたしの耳の形を確かめるように舌を這わせる。新たな刺激に体がビクンと反応する。

「あっ……んっ」

　思わず声が出てしまった。あわてて口をきつく閉じたが、智也さんはそれに気が付いて何度も同じように舌で耳をもてあそぶ。もちろん耐えられるはずなどなく、必死に閉じた口から声が漏れる。

「んっ……んっ、ふっ、はぁ」

　それでも声を我慢していると、智也さんがうっすらと笑った。ひどく蠱惑的な笑みに思わずぞくりと身を震わせる。

「ずいぶん我慢するね、でももう無理だと思うけど」

　太ももをなでていた智也さんの手が、わたしのスカートの中に伸びてくる。耳への刺激に身もだえていたわたしはそれに気づくのが遅れてしまった。

　ストッキングの縫い目をなぞるように、彼の指が這う。次の瞬間には爪を立てた彼が薄い生地を破り、ぴりぴりと裂けていく感覚が肌に伝わる。そしてその裂け目から指を侵入させると、ショーツの上からなであげた。

「んっ……あああっ」

　思わず声をあげた。さっきまでと違って唇を閉じて我慢することすらできない。なぜなら彼はわたしの反応を待たずして、すぐにショーツのクロッチの部分をずらして指を差し入れたからだ。

　敏感な部分へのダイレクトな刺激に、我慢などできるはずない。それと同時にくちゅくちゅという音が聞こえてきて、自分のそこがどういう状況なのかと思い知らされた。

「やだ、わざとそんな音、やめて」

　きっと恥ずかしがるわたしを面白がって、大袈裟に音をたてているんだ。そう思っていた。

「わざと？　そんなわけないだろう。少し触っただけでこんなにあふれさせているのは遥じゃないか。俺が悪いみたいに言われて心外だな」

　不満そうな声を漏らし、それと同時に攻め立てるように奥にある赤い敏感な場所を押しつぶすようにして触れる。

「ひっ……あああああっ」

　閉じていた瞼の裏に閃光が走る。体を駆け抜けるような刺激にあられもなく声をあげた。彼はあふれた蜜を指先ですくうと、くるくると撫でるようにすりつけた。その刺激はあまりに鮮烈でわたしは、快感に翻弄されて声を上げ続ける。

「ああっ……んっ……あああああっ」

　最初は強烈な刺激から逃げようとして腰を動かしていたはずなのに、気が付けば彼の動きに合わせてわたしも動いていた。

「これ、気持ちいいんだね」

　うっすらと目をあけて小さくうなずく。今さらうそを言っても通用しない。

「ああ、可愛い。そんな顔されるともっとしたくなる……っ」

　智也さんは言うやいなや、わたしの唇をふさいだ。

「舌出して」

　智也さんに言われるままに、舌を出す。すると彼も同じようにした。お互いの舌を絡み合わせる。それと同時に下半身に置かれていた指も動き出す。強弱をつけて上も下もぐちゃぐちゃにされる。

「……ふっ……ん！」

「そろそろかな」

　彼はそう口にすると指の動きを激しくした。それと同時にわたしは腰を大きく跳ねさせ、体内からしぶきを上げ達してしまった。

「ああっああああっ……っん」

　頤を突き出し、白いのどをそらす。智也さんはそこに食らいつくように唇を這わせると、わたしの中に長い指を入れてきた。

「あっ、ダメ。今は……っ」

「大丈夫。遥はまだいけるはずだよ。もっと気持ちよくなろう。ほら」

　一本だった指が二本に増えた。押し広げられ中がいっぱいになる。そして智也さんはすぐにわたしの気持ちいい場所を見つけると、そこばかり刺激し始めた。

　お腹の裏のそこは、前回もすぐにダメになったところだ。わたしはそのときの記憶がよみがえりまた自分がおかしくなる予感に、身震いした。

「気持ちいい？」

　見てわかっているはずなのに、イジワルだ。でもきっと彼はわたしが口で言わないと許してくれないだろう。

「い、いい。いいのっ」

　どんどん体も思考も制御が効かなくなってきた。でもわたしが素直になると、智也さんは本当にうれしそうだ。だからこれでいい……間違っていない。

「あ……きちゃう、きちゃうの」

「もう？　我慢できない？」

　うんうんと激しくうなずくと、彼がニヤリと笑った。いつもの彼の優しい笑みとは違う。けれどその美しい何かを含んだような笑みにわたしは心が震えた。

　もうこんなの……無理。

　より一層指の動きを激しくして、彼はわたしを高みに連れていく。ぐちゅぐちゅという卑猥な音、首筋を這う舌。

「かわいい遥、ほらイッて」

　まるで許しをくれたような彼の言葉に、わたしは素直に従って大きく育った快感をはじけさせた。それと同時にまたしぶきがあがる。

「ああ、たくさん出ちゃったね」

　肩で息をしながら、わたしは彼がつぶやいた言葉の意味を理解した。

「あっ……ごめんなさい」

　太ももから膝にかけて、派手に濡れているのがわかる。きっとソファも濡れてしまっているに違いない。

「謝らないでいい。俺が綺麗にするから」

　気がついたときには遅かった。わたしはソファに押し倒され、すでに彼はわたしの下半身に顔をうずめていたのだ。

「ダメ、そんなところ、あんっ」

　そんなところ、舐めるなんて。

　必死で彼の頭に手を伸ばし抵抗する。しかしそうすればするほど彼はわたしに這わせる舌の動きを激しくした。

「んっ、あぁあああああああ！　だめぇ」

　悲鳴のような声を上げる。しかし快感に腰は揺れている。

「だめじゃないよね、こんなに気持ちよさそうなのに」

　彼の息が濡れたところにかかる。そのわずかな刺激さえも快感に変えてしまう。わたしの体はいったいどうなってしまったのだろう。

　なおもあふれる液体を、下からべろりと大きく舐める。そして奥に隠れている真っ赤に腫れた粒を見つけると、舌先でちろちろと弄ぶ。

「んっ……はっ……ああっ、ん……いやあっ、ダメダメそれ、ダメ」

　なんとか舌の動きに耐えていた。しかしそれまでゆっくりと舐めていた粒を智也さんがいきなりジュッと音をあげて吸い上げた。その強烈な刺激に脳天まで快感が突きあげてきた。

　じゅわっと自分の中から蜜があふれるのを感じる。もうこうなってしまったら自分の意志ではどうすることもできない。

　わたしはあきらめることにした。もう彼から与えられる快感から逃げることなんてできないのだ。

　割れ目をねっとりと舐め上げられ、優しく刺激されその反動と言わんばかりに強く吸い上げられる。それらを巧みに組み合わせて、何度も何度もわたしを高みにのぼらせた。

「ああ……もう、いやぁ。もうこれ以上は」

　激しく首をいやいやと振る。快感に耐えきれなくなったわたしの目じりから涙がこぼれた。

「ああ、泣かせてしまった。苦しい？」

　うんうん、とうなずく。でもこれで終わりじゃないことをわたしは知っている。だから早く彼とひとつになりたい。

「智也さん、きてください」

　目に涙を浮かべて懇願した。自分が恥ずかしいことを言っていることはわかっている。普段の自分なら決して口にしない。けれど理性も何もかも溶かされてしまった。今わたしの頭の中にあるのは、智也さんのことだけ。

　彼とひとつになりたい。そう強く思っている。

　わたしの言葉を聞いた智也さんは一瞬驚いたように軽く目を見開いた。そして小さく笑った。その欲情をたたえた笑みに体の奥はさらに熱くなる。

「いつの間にそんなに上手に誘えるようになった？」

　汗と涙ではりついたわたしの髪を彼の手のひらで優しくはらい、現れた頬にキスをして体を起こした。バッグから四角いパッケージを取り出すとすぐに彼自身にかぶせる。そしてわたしのそこにあてがった。

「遥、俺をほしがってくれてうれしいよ」

　チュッとキスをされると同時に、切っ先がわたしを割って入ってきた。ぐちゅりという音が聞こえて、自分がどれほどはしたなく濡らしているか自覚する。

「はぁ……きついな」

　ゆっくりと進んでは、戻りを繰り返す。わたしを気遣って優しくしてくれているのだろう。

　その間にブラウスがスカートのすそから引き出され、器用にボタンがはずされるとあっという間に上半身はブラジャーだけになった。肩紐を取られ白い胸がまろびでる。ほんの少し色づいた先端だけが見える状態。なんだかその中途半端さが余計にはずかしくて、わたしは体をよじった。

「遥、今さら隠しても仕方ないよ」

「でも……」

　自分でもわかっている。けれどとっさにしてしまったことだ。

「わかった。そんなに恥ずかしいなら、こうしよう」

「えっ？　あっ」

　彼はいったん、自身をわたしから引き抜く。そしてあっという間にわたしをソファにひっくり返した。

　頬に伝わる革のソファのひんやりとした感触。あわてて振り向いたわたしの腰がぐいっと引っ張られ腰だけを突き出すような体制になった。

　彼の目の前にすべてをさらけ出すポーズに否が応でも羞恥心が煽られる。

「待って」

　慌てて身を翻して体勢を変えようとしたけれど、彼は腰を掴んではなさない。

「待てない。待ったところで結果は一緒だ」

「ああっ!!……っん」

　わたしが逃げ出そうとしたせいか、一気に彼が奥まで入ってきた。最奥を突き上げられて体を反らせて強い快感に耐える。

「……くっ、そんなに締めつけるな」

「だって……わたし……」

　そうしようと思ってしているわけではない。そもそもそうさせているのは智也さんだ。

「この間とは違うところに当たって、気持ちいい？」

　彼はわたしに腰を打ち付けながら聞いた。たしかに彼の言う通りだ。この間とはまた違った場所で、違った快感を味わっている。

　こくこくとうなずくと、彼は背後からわたしの胸に手を伸ばした。ぎゅっと指を食い込ませたかと思うと人差し指で乳首を刺激する。すでに立っていたそこは、彼にいじられることで、痛いほど硬くなった。

　胸と下半身を同時に責められたことで、連鎖的に快感は体のあちこちで大きくなる。硬くなった乳首を人差し指ではじかれると、腰が揺れる。智也さんに後ろから突きあげられると胸が揺れて先端への刺激が強くなる。

　身体中何をされても気持ちいい状態になってしまっているのだ。

「あっ……んっ……こんなの、激しすぎ……ます」

　後ろを振り返り、涙目で彼を見る。彼は額にうっすらと汗をかき、唇をきつく閉じていた。時折眉間にしわを寄せ苦しそうにしている。

「遥、もっていかれそうだ」

　何度も出し入れされ、奥を突かれるたびに悲鳴のような声が上がる。体の中が彼にかき混ぜられ、ぐちゃぐちゃだ。

「智也さん、わたしもう……んっああああっ」

　次に一番奥を突かれた瞬間、わたしは体をのけぞらせ達した。そしてそれと同時に背後から小さなうめき声がきこえた。

「遥、君は本当に素敵だ」

　そういった瞬間、わたしのなかに熱いものが吐き出されたのを感じた。
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　今夜はさすがにもう一度とは言えなかった。途中で意識を飛ばした遥をベッドに運び体を拭いてやる。柔らかい体は俺が触れると先ほどの余韻が残っているのか意識がないままでも素直に反応する。

　疲れ切って寝ている彼女にこれ以上を求めるわけにはいかない。なのにこんなふうにしどけない姿を見ると煽られる。

「なあ、遥。わかっているのか」

　自分がどれほど俺の独占欲をかき立てているのか。

　今日彼女を帰さなかったのは……帰せなかったのは自分のためだ。専務の登場でおそらく俺の親族に対して少なからず、負の感情が芽生えたはずだ。無理もないあんな言われ方をしたのだからあたりまえだ。

　だから彼女を帰せなかった。帰ってひとりで考えさせる時間を与えたくなかったのだ。

　我ながらずるいと思う。それでも後悔はしてない。

　俺自身の立場がややこしいという自覚は十分ある。幼いころから周防家の息子として教育を受けてきた。

　それから解放されたくて、大学卒業後は無理を言って母の旧姓である〝都築〟の名で設計の仕事に携わってきた。そのときが一番自分らしくあったと思う。だからこそ、君を見つけられた、そう思う。

　自分のふがいなさから一度は諦めた君を、こうやって抱きしめている。もう二度と離したくない。けれどそれがどれほど彼女の負担になるのか。

　自分の人生であって自分のものではない。納得して生きている自分はいいけれど、それと同じ道を遥に共に歩いてくれとは言いだせずにいた。どれほど彼女に理不尽と不自由を強いることになるのか俺が一番よくわかっている。

　現に付き合っているというだけで、叔父がイヤミを言いに来た。あれは偶然を装っていたけれど、間違いなくわざわざやってきたに違いない。

　専務の叔父は傀儡にするはずだった俺が、思い通りに動かないことを良く思っていない。うまく叔父をコントロールするべきだ。わかってはいるが、今はまだ様子を見ていた方が良いだろう。

　ドライなあの桜沢でさえ、遥を手元に置くことを反対した。それは俺の今の立場がやっかいだと理解してのことだ。本当に遥のことを思うならば、深入りはするな。暗にそう忠告しているのだろう。

　言われなくてもわかっていた。そうするつもりだった。だから彼女が保育園に復帰しているとわかっても、これまで声をかけなかったのだ。

　それなのに、いろいろな偶然が重なって桜沢も彼女のことを知ることとなった。

　最初は彼女だけが特別だという自分の体質に疑問を持った。当たり前だそんなことあり得ない。けれど実際に彼女が傍にいるときだけぐっすりと眠ることができた。俺にとっての死活問題を解決できるとなれば、桜沢が彼女を放っておくはずがない。

　俺もいざ彼女を目の前にすると、そのまま帰すことができなかった。だからこそ、守ってやらなければいけない。俺が彼女を傍におくかぎり。ずっと。

　疲れ果てた遥は身じろぎひとつせず、寝息をたてている。

　明日の朝、彼女の笑顔を見たいと思いながら眠りについた。




＊＊＊




　智也さんの好きなもの。

　ミステリー小説、トマト、建物見学、美術館、ブラックコーヒー、ジム通い。

　わたしの好きなもの。

　ふかふかのお布団、チョコレート、子どもたち、公園、カフェラテ、水泳。

　ある日ふたりでお互いの好きな物について話をしていた。意外なものもあったけれど、共通のものもあった。智也さんはジムでは水泳をしているらしい。ふたりとも泳ぐのが好きならば……と、彼が連れてきてくれたのはホテルのプールだった。

　急な呼び出しでプールに連れてこられたわたしは、もちろん水着なんてもってきていない。しかし抜かりない彼は水着を準備してくれていた。サイズはぴったり、ビキニタイプでしっかりとフリルがあしらわれておりかわいいのはかわいいのだけれど、面積が少ない。わたしが持っている水着はタンキニタイプのものだから、ここまで露出は激しくない。

　バスローブを羽織ったままでプールサイドに出ると、智也さんはすでに来ていてサマーベッドに横たわっていた。

「こっちにおいで」

　言われるままに彼の傍に行く。横たわっている彼の隣に立つと、ガウンの紐をひかれてあっという間に脱がされた。

「あっ……待って」

「待たない。遥は本当に待ってが好きだな」

　クスクス笑われて、そういえばそうかもと思う。でもやっぱりはずかしくて、チラッと彼の方を見た。

「よく似合っている。かわいい」

「ありがとうございます」

　お世辞だとしても素直に喜ぶことにした。でも少し気になることがある。

「あの先日のお洋服のときも思ったんですが、誰がいつも準備してくれているんですか。あの……サイズとか」

　洋服だけならまだしも、あの日は下着も用意されていた。今日の水着だってサイズがわからなければ用意できないだろう。

「それはデパートの担当の人にお願いしているからね。プロだから」

「そうなんだ、なんかすごいな」

　わたしの想像もできない世界だ。そういう人だと見ただけでサイズもすぐにわかるのかな。あまり深く追求しないほうがいいだろう。智也さんの〝普通の感覚〟と自分との違いにびっくりしてしまいそうだ。

「そんなことより」

「えっ？」

　ぐいっと手を引かれたわたしは、智也さんの膝の上に座らされた。

「あの、重いから」

　慌てて立ち上がろうとするわたしを、智也さんが抱きしめる。

「ダメだ。せっかくふたりで過ごす大事な時間なんだから、このくらいしてもいいだろう。貸し切りだから気にすることない」

「貸し切ったんですか？」

「ああ、だから人目を気にすることなんてない」

　回された腕にぎゅっと力を込められると、水着を着ているとはいえ、直に体温が伝わってきてドキドキする。わたしが恥ずかしがったところで、智也さんはやめてくれないだろうけれど。

「遥の心臓ドキドキしている」

「……っう」

　たしかに胸がドキドキ音を立てている。それを知られてしまって恥ずかしい。

「だって、仕方ないじゃないですか」

「そうだね、仕方ないな」

　そう言ったまま彼はわたしの胸から顔をはなさずに、ずっと心音を聞いている。このままでは、胸のドキドキが収まらなくて耐えられなくなってしまう。わたしは彼の肩をゆっくり押して体を離し、彼に提案した。

「せっかくだし、泳ぎませんか？」

「ん？　ああ、遥がどれくらい泳げるか見たいな」

「あ、もしかしてちょっとバカにしてます？」

「いや。でも君が上手に泳ぐ姿はなかなか想像できなくて」

　たしかにそうかもしれない。自分でも性格はおっとりしている自覚がある。誰かと競争することもあまり好きじゃない。だから智也さんがそんなふうに考えるのも理解できた。

　だからこそ、ちょっとびっくりさせたい。

「じゃあ、競争しましょうか？」

「ん？　俺と遥が？」

「はい！　こうみえてもわたし中学は水泳部で地元の大会で優勝したこともあるんです」

「それはすごいな。じゃあ、ハンデは少しでいい？」

「いりませんよ、そんなの」

　自信があったわたしは、きっぱりと断った。すると智也さんが大きく口を開けて笑う。

「本当に自信があるんだな。じゃあ真剣勝負だし、何か賭けようか」

「いいですよ」

　智也さんまだ疑っているのかな？　わたしが水泳得意だってこと。

　でもそれならそれでいい。びっくりしてもらおう。

「じゃあ、負けたほうが勝ったほうの言うことを聞くこと。どう？」

「わたしはかまいませんけど」

　負ける気なんて全然ないわたしは、ふたつ返事でＯＫする。

　──そしてそのことを、すぐに後悔したのだ。

　プールサイドにふたり並んで立つ。前傾姿勢で膝のあたりに手をもっていき、隣を見る。すると智也さんは肩を回していた。

「いいですか？」

「どうぞ」

　にっこりと余裕の笑みを浮かべる彼を見て、わたしは自分の勝利を確信して「スタート」と声をあげ、水の中に飛び込んだ。

　久しぶりの水の中。外の音が遮られ水の音だけがする。息継ぎをしながら水しぶきをあげて泳ぐ。さすがに全盛期のような泳ぎではなかったけれど、思っていたよりも体は動いていた。

　少し遅れて智也さんが飛び込む音が聞こえた。ハンデなんていらないって言ったのに。

　これなら簡単に勝てる。

　わたしはそう思いながらも全力で泳いでいた。しかし。

　待って……なんで？

　彼が飛び込んだ時点で、わたしはずいぶん先を泳いでいたはずだ。それなのに気が付けば彼が隣に並んでいる。

　そんな……うそでしょ？

　焦ったわたしは必死になったが、彼はどんどんスピードを上げて距離を離していく。彼の上げる水しぶきだけが見える。わたしが泳ぎきって水から顔を上げたときには彼はすでに到着して、余裕の笑みを浮かべていた。

「はぁ、はぁ、智也……さん」

　全力で泳いだわたしは息が上がってまともな会話すらできない。深呼吸を繰り返してなんとか落ち着く。

「なんで？　すごく早いじゃないですか？」

「あはは、勝手に勘違いしたのは遥じゃないか」

　言われてみれば彼は泳ぎが遅い、苦手などとは一言も言っていない。しかも自主的にハンデをくれた。

「ううう……悔しい」

　早とちりしたわたしが悪いけれど、勝てると思っていたので余計に悔しい。

「そうやって拗ねている顔も可愛いな、もう一回する？」

　わたしは左右に首をふった。

「負けは負けですから。しかもハンデももらっていたのに」

「遥はいさぎいいな。じゃあ俺の言うことをきいてもらおうかな」

　そういえばそういう約束をしたんだった。負けてしまったのだから嫌だとは言えない。

「なんでも、どうぞ」

　もう開き直るしかない。わたしははっきりと言い切った。

「じゃあまずはこっちに来て」

　両腕を広げた智也さんが、わたしを呼び寄せる。素直に彼の腕の中に収まる。じっと彼がわたしを見つめる。

「これでいいですか？」

「うん。そうだな、次はどうしようかな」

「次？　ひとつじゃないんですか？」

　驚いたわたしが目を見開き尋ねると、智也さんはさもあたりまえのようにいった。

「俺はひとつだけなんて言ってないけど」

「ずるいですよ」

　彼はときどきこういうことをする。ちょっとずるいと思う反面、いたずらが成功したというようにクスクス笑っている顔を見ると、睨んでいたわたしも一緒になって笑ってしまう。

「遥が無防備すぎるんだよ。もっと警戒心をもたないと」

「智也さんに？」

「そう、俺に。結構腹黒いから」

　ふたり見つめあって、どちらからともなく笑い出した。

「さあ、次のお願い聞いてもらおうか」

　わたしがうなずくと、智也さんはわたしの顔を覗き込みながら言った。

「遥からキスして」

「えっ！　それはちょっと」

　自慢ではないけれどいまだかつて、そんなことをしたことがない。わたしにしてみればかなりハードルが高い。

「何でも言うことを聞くって約束だよ」

「それはそうだけど……」

「ほら、どうぞ」

　智也さんは目を閉じてじっと待っている。

　ちょっと唇を合わせるだけだし、ここはふたりきりで彼も目を閉じている。そもそもわたしたちは、すでにキスよりもっといろんな事をしているじゃないの。

　いろいろと自分に言い聞かせて顔を近づけた。頭を傾けて彼の唇に自分の唇が重なり合いそうになった瞬間、彼がわたしの背中に回していた手に力をこめて唇を重ねる。

「んんんっ！」

　一瞬だけのつもりだったのに、彼に強く引き寄せられていて、離れられない。それよりももっと深く唇が重なってあろうことか、彼の舌がわたしの唇を割って侵入してきた。

　え、待って……なんで？

　いきなりのことに驚いて、最初は瞬きを繰り返していたけれど熱いキスに思考を奪われて気がつけば彼のキスに無意識に応えていた。

「ん……ねぇ、ちょっと……んっ」

　やっと智也さんから距離を取ると、また息切れしている呼吸を整えた。泳ぎきった後より呼吸が荒い。

「なんで？　わたしからキスって話でしたよね？」

「何がいけなかった？　遥からしてきたキスに俺が応えただけだろ？」

「応えるって……あんなキス」

　あんな激しいキスがわたしのキスの応え？

「嫌だった？」

　心配そうに顔を覗き込まれた。

「違う、いやじゃないです。ちょっとびっくりしただけで」

「そう、じゃあ続きをしようか」

　そう言って次は彼から唇を重ねてきた。水の中なので抱き上げられると軽々と体が浮く。彼の首に両腕を絡ませて、もう一度彼と唇を重ねた。さっきよりも深く熱く。

　するとお互いに歯止めがきかなくなる。水の中でも彼自身が熱くなっているのが密着した体から伝わってくる。

　キスもどんどん激しくなり、わたしの唇からはふたりの混じりあった唾液がこぼれ落ちた。

　あえぐように息継ぎをする。キスの合間に唇が触れ合う距離で彼に乞われた。

「遥、もっと俺をほしがって」

　いつもよりも掠れた声。彼がそういう声を出すシーンをわたしは知っている。彼がわたしを激しく求めているときだ。大きな手の平が水のなかでわたしのお尻を撫でた。そうやってわたしを誘惑しているのだ。彼の腕のなかでビクンと体が震える。

　わたしもその罠にはまってしまう。完全にスイッチが入ってしまって、体の熱をどうしていいかわからない。

「遥、俺が欲しい？」

　ダメ押しのように耳元で囁かれた。これ以上ないというほど甘い声で。

　そしてうなずいたわたしは、とうとう口にしてしまう。

「智也さんが、欲しいです」




　それからの彼の行動は早かった。わたしをプールから引き上げると、すぐにガウンを着せた。そしてそのまま客室に直行するエレベーターに乗り部屋につれてこられた。おかげでホテルのスタッフにさえ会うことなく部屋にたどりついた。

　本当ならホテルの装飾や、部屋の豪華な内装など見てまわりたいと思うはずだ。けれど今のわたしの頭の中には智也さんでいっぱいだった。

　部屋に入るなり彼はわたしの手をひいてバスルームへ向かい、バスローブを脱がせた。

「体が冷えたね、暖まろう」

　首の後ろで結んである水着の紐を引いた。はらりと水着がめくれてあわてて手で押さえる。

「ひとりで大丈夫ですから」

　出て行って欲しい。そういうつもりで言ったけれど、彼はまったく意に介さなかった。わたしの手をはぎとって、水着を脱がした。

「また俺を待たせる気？　俺そんなに気が長くないのそろそろわかっているだろう」

　そう言いながら自分のガウンも水着と一緒に脱ぎ捨てる。これまで何度か彼の体を見ているけれど、こんなに明るい場所で見るのは初めてだ。均整のとれた体にはほどよく筋肉がついている。うっすらと割れた腹筋を目にしてその先にある物が目に入りそうになって慌てて逸らせた。

「ほら、そろそろ観念して」

　彼が洗面台の上にわたしを座らせた。そしてあっという間にヒップに手をかけて水着を脱がせてしまった。

「あっ！」

　抵抗する間もない。彼はキスをしてわたしを制した。

　そしてそのまま抱きかかえると、バスルームに足を踏み入れた。わたしをそっとシャワーの下に降ろし、レバーを動かして熱いシャワーを出した。もわもわと湯気が立ち上りふたりを包む。

「気持ちいい」

　温かいお湯にうたれて、自然と声がもれた。背後から智也さんがわたしを抱きしめた。

「やっぱり少し冷えたかな」

　彼はシャワージェルを手にとり、わたしの背中にそれを優しく伸ばした。ぬるりとした感触に思わず体が揺れた。

「あの、自分でできますから」

　明るいところで彼に体を見られていること自体はずかしい。その上、彼に体を洗ってもらっているなんて。湯気でなんとかごまかせていると自分に言い聞かせて、羞恥心に耐えている。

　後ろを振り返り拒否の意志を示す。

「ダメだよ、今日は俺の言うことを聞くって話だろう」

「それはちょっと違うんじゃ……んっ」

　彼の手が背後からわたしの胸にのびてきた。ジェルの力を借りて指を滑らせる。先端をかすめるとそこがすぐに硬くなっていくのがわかった。彼はそれを楽しんでいるようだ。

「んっ……ふ、そこは……」

「ん？　どこ？　もっと洗ってほしい？」

　ふるふると首を振って、違うと伝える。

　わかっていてそうやって誤魔化すの、本当にずるいと思う。

「遠慮しないでいいから、俺だって楽しんでいるし」

　もちろん遠慮なんてしてないし、智也さんが楽しんでいるのも知っている。むしろ智也さんが楽しむ為にやっていることでしょう？

　言いたいことはたくさんあるのに、わたしの口から出るのは吐息混じりの言葉にならない声だ。

「んあっ……ん」

　決して狭くはないバスルーム。けれど声が響いていつもよりも大きく聞こえて余計に恥ずかしい。

　そう思っていても智也さんの手の動きは容赦ない。すでにわたしの感じる場所を知り尽くしているかのように的確に絶妙なさわり方で体を撫でていく。

　胸から腰、おなかにかけて、与えられる刺激に唇を噛んで耐える。そうでもしなければ、声をあげてしまいそうだ。

　必死になっていたので、気づくのが遅れた。気がつけば彼の手がわたしの内ももの奥にあった。

「ああ……あぁあああ」

　なで上げられたそこは、ジェルのぬめりとは違うもので潤っている。彼もそれをわかっているのか何度もそこを往復してなで上げた。

「ここ、ものすごくぬるぬるしている。ジェルほとんどついてないのに」

　耳元で笑い混じりにからかわれる。どうしてそうなってしまっているのか、彼がわからないはずがない。

「ああああっ……いやぁ、言わないで」

　激しく頭を振って抵抗する。濡れた髪についていた水滴が辺りに飛んだ。

「だってほら、俺がこうやって触るとどんどん溢れてくる」

　彼が指を一本中にうめた。そしてゆるゆると動かすとなかから溢れ出て内腿を濡らしていくものがある。シャワーの水ではない温かい何かが。

　こんなふうになってしまって、恥ずかしくて仕方ない。けれどわたしの体は彼が中に埋める指を増やしてもしっかりとそれを受け入れていた。

「気持ちいい？」

　智也さんの問いかけにうなずいた。すると彼がわたしの耳に唇を寄せ「かわいい」とささやき舌を這わせる。

　そうやって徐々にわたしを夢中にさせて、羞恥心を忘れさせて抵抗できなくする。彼はその過程すら楽しんでいるようだった。彼の腕の中でおかしくなっているわたしを見て満足そうにほほ笑むのだ。

　彼が指を出し入れするたびに、体の芯から震えるような快感が蜜と一緒にあふれ出す。声を上げまいと必死になって口を閉じるが呼吸をしようと口を開くと、いやらしい声が漏れた。

「あっ……ひぅ……っう……あああああっ！」

　そのタイミングを見計らって、すでに硬くなっているぷくりとした粒を撫でられると、目の前が真っ白になるほどの快感に襲われ、大きな声が出てしまう。

「ダメそれ……感じすぎちゃうから」

　智也さんに訴えかけると、彼はすっと手を引いた。いつもならわたしがどんなに懇願しても、続けざまにいかされてどうしようもなくなるまでやめてくれないのに。

　自分の懇願があっさり受け入れられて拍子抜けしたわたしは、倒れそうになる体を支えるために鏡に手をついて振り向いた。

「とも……や、さん？」

　息切れがひどくまともに名前が呼べなかった。もうこれでおしまいなのかと思ったが凄艶な彼のまなざしを見てそれが勘違いだとすぐに気が付いた。

　太ももにすでに熱く硬くなった彼が押し付けられる。次の瞬間、腰を掴まれたかと思うと太腿に彼の高ぶりが差し込まれた。はっとして目線をさげると彼が差し込んだ先端が見え、かぁっと体が熱くなった。わたしからあふれ出した愛液を潤滑油に抜き差しを繰り返す。

　熱の塊が行き来する感覚に、それまでよりも興奮した体から蜜があふれ出す。それが彼自身を濡らして滑りがよくなる。自分の一番感じる突起を彼の先端でこすられるとたまらない。もう声を我慢するのはとっくに諦めていたから、バスルームにはわたしの矯声がこだまする。

「ああっ……いいっ、んっふぁ……っ」

　顎を突き出して快感に耐える。大きく開いた口から零れ落ちた唾液がシャワーのお湯と一緒に流れていく。挿入こそされていないが、それとはまた違った快感に耐えられずにはしたないほど感じてしまっていた。

「はぁ、遥。そんなにやらしい顔をされると、俺も我慢できない」

　目の前の曇り止めがしっかりと施された鏡を見ると、わたしと智也さんが絡み合いお互いに快楽に夢中になっている姿が映されていた。

「いやぁ……違うの、違う」

　否定したところで、どうしようもない。鏡は事実しか映していない。

「違う？　おかしいな、こんなに大声であえいで、ぐちゃぐちゃになっているのに？　それとも気持ちがいいのは俺だけ？」

「そんなこと……ない」

　否定したり、肯定したり……自分でもわけがわからない。しかしそんなわたしを見て智也さんの動きが激しくなる。

「じゃあ、一緒にいこうか」

　彼はそういうと、パンパンと腰をわたしに激しく打ち付けた。そのたびに走る愉悦にすでに快感で体を満たされていたわたしは、耐えきれない。

「あっ……もう、んっ……あああああああ」

　高みに上り詰め、頤をつきだして体を震わせる。

「くっ……遥……っ」

　それと同時に智也さんのわたしを呼ぶ声が聞こえて、目の前の鏡に彼の白濁が飛び散った。




　湯船につかったわたしは、脱力しきって後ろにいる智也さんにもたれかかっていた。

「悪い、つい調子に乗ってしまって」

　反省はしているようなので、これ以上は責められない。それにわたしだって本当に嫌ではなかったのだから。彼ももちろんそれはわかったうえで、なおかつ謝ってくれているのだ。彼はわたしが本当に嫌がることは決してしない。

「ちょっと、恥ずかしかったです」

　明るい場所で裸をさらけ出すのは初めてだ。しかも鏡ではっきりと自分たちの痴態を確認してしまったことが、さらに羞恥心をあおった。

　後ろにいる彼に顔を見られることはないのに、恥ずかしくて顔をうつむけた。

「俺は恥ずかしがる遥が好きだから、たまらなかったけど」

「イジワルしないでください」

　抗議するももちろん取り合ってくれない。

「またしてもいいか？」

「……え、あ……えと」

　ダメって即答できない自分が悪いのはわかっている。けれど好きな人にお願いされてしかも恥ずかしいだけで嫌じゃなければすぐに断れるわけない。

「あの、時々なら」

　そう答えるしかなかった。智也さんにうそはつけない。

「かわいいなぁ、遥は」

　そう言った彼の手がわたしの胸を刺激し始めた。

「智也さん……？」

「ん？　許可がおりたので、さっそく」

「時々っていったじゃないですか！」

「そうだったっけ？　仕方ない、遥がかわいすぎるんだから」

　最近は全部それですまされているような気がする。でも仕方ない、わたしがそれを言われるとうれしくて許してしまうのだから。

「こっち向いて」

　促されて後ろを向くと、すぐに彼に唇を奪われる。

　ふたたび熱くなっていく体を、もうどうすることもできなかった。




　翌朝、わたしが目覚めると彼はすでにホテル内のジムで汗を流していた。ゆっくりと身支度ができたわたしは、戻ってシャワーを浴びた彼と部屋で朝食をとる。

　焼きたてのまだ温かいクロワッサンに、プレーンオムレツ。サラダにフルーツ。昨日はプールから帰ってずっと智也さんの腕の中だったので、実はものすごくお腹がすいている。

「ほら、こっちも食べて」

　クロワッサンを食べ終わると、智也さんが籠からブルーベリーの載ったデニッシュをお皿に取ってくれた。そこそこお腹がいっぱいだったにもかかわらず、おいしそうで思わず手を伸ばしてしまう。

「おいしい？」

「はい、ついつい食べ過ぎてしまいそうです」

「少しくらい大丈夫だろう？」

　そういって次はグラスにオレンジジュースを入れてくれる。

　智也さんは過保護だと思う。あまり仕事中の彼を見たことはないけれど、社長として会社を引っ張っているときや、桜沢さんとは話をしているときは凛としていて笑顔を見ることさえまれだ。研ぎ澄まされていて近寄りがたい雰囲気。

　だからこそ今わたしの目の前にいる彼が、うちの会社の社長だということを忘れてしまいそうになる。

　だけど忘れちゃいけない。彼の立場と同様に自分の立場も。

　その上で、こうやって彼と過ごせる穏やかな時間を大切にしないといけない。

　たわいのない話をしながら、朝食を終えた。ふたりでゆっくりと今日の予定についてソファで話をしていると、部屋のインターフォンがなった。

「誰だ、いったい」

　ここに来ていることを知っている人物は少ないはずだ。それに今はプライベートの時間。そんなときにわざわざ電話ではなく訪ねてくるとなると緊急の用事に違いない。

　それを彼もわかっているのか、柔和な笑顔を浮かべていたのに、一瞬にして眉間にしわを寄せて扉に向かった。

「何だ、いったい」

　扉をあけてすぐに、目の前に立つ人物を見て智也さんが低い声をあげた。部屋の中に入ってきたのは、桜沢さんだ。不機嫌そうな社長を見てもいつも通りの表情を浮かべているのはさすがだ。

「ご実家のことで、緊急の用事があってまいりました」

「緊急？」

　どうやらこういうことはあまりないようで、智也さんの顔色も変わった。

　桜沢さんはわたしがいるのをちらっと確認する。どうやらわたしがいてはしづらい話のようだ。席をはずそうと立ち上がる。

「いや、仕事の話じゃないだろうから、遥もここで聞いて」

　智也さんに、座りなおすようにうながされて桜沢さんを見た。彼はわたしを一瞥すると、小さくため息をついてから話し始めた。

「社長のお見合いが決まりました」

「え？」

　わたしは思わず声をあげて、その場で固まった。

　彼はこれまですべての見合い話を断ってきたと言っていた。現に専務もそのことについての不満をこの間、智也さんにぶつけていた。

「どうやら今回はお断りできない相手ですから、専務の差し金のようです。東西銀行の頭取の姪にあたる方で、東山美奈さん。社長もご存じかと思います」

　その名前、以前レストランに専務と一緒にいらっしゃった方だ。

　東西銀行といえば旧財閥系列の銀行で、周防建設のメインバンクとなっている。系列には様々な業種があり関係が悪化すれば、おそらくダメージが大きいだろう。

「はぁ、やってくれたな」

　智也さんも相手を聞いて大きなため息をついた。きっと桜沢さんが来るということは、お見合いを回避できないからだろう。

「とにかく、この話はあとで。今は遥と一緒にいるから」

「それがそうも言っていられないのです。すでに下のラウンジでお待ちになっているとのことで」

「今？　桜沢お前がいて、どうしてこんな状況になったんだ」

「それが、どうやら……」

「なんだ、理由がわかっているならはっきり答えろ」

　桜沢さんが気まずそうに一瞬だけわたしの方に視線を向けた。

「どうやら社長に彼女ができたことが噂になっているようで。それで向こうが急いだのではないかと思います」

「専務も自分の息のかかった相手を俺に嫁がせることで、自分の会社での影響力を大きくしたいんだな」

　智也さんの眉間に深い皺が刻まれた。

「社長が思い通りにならないので、強硬手段に出たようです。対策が遅れまして申し訳ございません」

　頭を下げる桜沢さん。智也さんは大きなため息をついてわたしのほうを見た。

　彼の表情を見れば困っていることは一目瞭然だ。だからここでわたしができることはひとつだけ。

「あの、お見合いしてください。わたしはいつかこうなることを覚悟していたので」

　自分はあくまで彼の仮の恋人だ。ちょっとだけ彼にとって役に立つからそばにいるだけの偽物の恋人。だから本気にならないように、ずっと自分にいいきかせてきた。本当はこんな日が永遠に来ないでくれればいいと思っていたけれど、思いのほか早くきてしまった。

　無理矢理笑みを作る。

「遥は、それでいいのか？」

　わたしの言葉に一瞬目を見開いた智也さんは、急に無表情になりそう尋ねてきた。

「はい。わたし、自分の立場はわきまえています」

　まっすぐに見つめ返す。ここで少しでも気を緩めたら本心が彼にばれてしまう。本当はお見合いなんかしてほしくない、わたしとずっと一緒にいてほしい。だけれどそれは叶わないことだ。せめて彼の足を引っ張ることだけは避けたい。

　彼はわたしから目を逸らすと「わかった」と言って立ち上がった。そしてそのまま扉に向かう。

「社長！」

　桜沢さんが追いかけようとする。

「俺ひとりで行ってくる。本来会社の業務に関係のない話だ。お前はここに残っていろ」

「かしこまりました」

　桜沢さんは丁寧だけれど、不服そうにそう返事をした。

　そしてただひとり出て行く智也さんを、残されたわたしと桜沢さんで見送った。

　お見合いかぁ……。何度もそういう話が出ていたということは聞いていたけれど、わたしとお付き合いを宣言してもまだ話が持ち込まれてくるんだ。

　会社のために結婚する。それが智也さんの立場なら常識なのかもしれない。たしか智也さんのお母様は京都の大地主の娘さんで、お父様とはお見合い結婚だったと聞いた。

　智也さんの相手も、どこに出しても恥ずかしくない相手なのだろう。実際にとても品のある美しい女性だった。旧財閥ということであれば、きっと育ちもいいに違いない。一般市民のわたしとはまったく違う生活をしている相手。きっとそういう人のほうが、周防建設の社長夫人として、彼を立派にサポートできるはずだ。

「はぁ……」

　ため息をつくと、目の前のテーブルに紅茶が差し出された。はっとして顔を上げると桜沢さんがいた。

「君、俺のこと見えてる？」

　本当にその通りだった。智也さんのことばかり考えていて彼がいることを忘れていた。

「すみません」

「そこは適当に誤魔化せばいいのに。素直すぎる」

　笑いながら彼はわたしの向かいにある椅子に長い足を組んで座った。

「どうして智也を止めなかったんだ？」

「え？　どうしてって」

　真剣な眼差し。彼がただの興味本位でわたしに聞いているわけではないことが伝わってきた。

「それは、そうするべきだと思ったからです。わたしが彼の傍にいるのは──」

　自分で口にするのがつらく、口ごもる。

「どうした？」

　桜沢さんが急に黙ったわたしを心配そうに見る。

「いえ、わたしが彼の傍にいるのはその方が都合がいいからです。彼の体が元通りになれば、わたしは必要ありませんから」

「は？　それってどういうことだ？　君も覚悟を決めたんじゃないのか？　会長や奥様は君と智也が結婚するものだと思っているぞ」

　どうやら智也さんは、側近である桜沢さんにもわたしたちの関係は再会したときから変わっていないということを話していないみたいだ。

　体の関係はあるけれど、それはすべてわたしの恋愛音痴を治す練習のためだ。あくまで恋人ごっこにすぎない。

「ご両親にはうそをついて申し訳ないです。でもあのときお母様が急にいらっしゃって、成り行きで『結婚を前提に付き合っている』って宣言してしまったんです」

「その後社長と話し合いはした？」

「いえ、特には……とりあえず話を合わせて欲しいと言われてただけで」

「はぁ？　なんでそんな面倒なことに？　あいつ……」

　桜沢さんは事実を知って頭をかかえた。きっと真実がご両親に知られたときにいろいろとフォローをしなくてはいけないので、そのことを考えて気が重くなったに違いない。

「でも彼の体調を考えるとわたしが婚約者だということにしておけば彼の部屋に出入りする理由にもなりますし、彼も縁談話を回避できるからって言って……あ、でもお見合いは結局避けられなかったみたいですけど」

　秘書の彼には真実を包み隠さず話しておいたほうがいい。そう思い全部伝えた。

「はぁ……なんだってそんなややこしいことになってるんだ。俺は知らないぞ！」

　いつも冷静な彼が、不満を露わにして綺麗に整えられた髪をかき上げてため息をついている。

「ややこしいですか？　まあうそをついたのはよくないことですけど。桜沢さんは智也さんの近くにいるので、きっとご迷惑をかけることになると思います。すみません」

　わたしが頭を下げると、桜沢さんは「はぁ」ともう一度大きなため息をついた。

「別に迷惑をかけられるのが嫌なわけじゃない。そんなのは昔からだからもう慣れている」

　彼らの間に上司と部下ではなく友情のようなものを感じて思わず笑ってしまう。

「何？」

　それが不服みたいで、睨まれた。

「いや、ずっと不思議だったんですけどどうして社長の秘書をしてるんですか？　桜沢さんご自身も優秀で秘書の器に収まる人じゃないって聞いたんですけど」

　桜沢さんも社長と同様目を引くほどの美男子だ。社内では注目度も高い。太田さんなんかは噂好きなのでこういった情報を逐一仕入れてくる。

「まあその噂は否定しないけど」

　自信満々な態度が彼らしい。

「じゃあどうしてか聞いてもいいですか？　秘書の仕事を選んだ理由を」

　いつかチャンスがあれば聞いてみたいと思っていた。

「俺よりできるやつが、智也しかいないからだ」

「え？」

　意外な答えに思わず聞き返してしまった。しかし桜沢さんはわたしの反応を予想していたのかそのまま話を続けた。

「俺は自分でいうのもアレだけど、小さいころから周囲にもてはやされて育ってきた。勉強も運動もできないことはなかったし、こんな見た目だから老若男女から可愛がられていたし、俺もそれを自覚してた。まあ、今考えれば可愛くないな」

　桜沢さんを小さくした利発そうな男の子の姿が思い浮かぶ。

「そんな自信満々の俺が、智也だけにはかなわなかった。何をしてもだな。それなのに不器用なところがあって、ほうっておけない。だから今もこうやって傍で世話を焼いているってわけ」

　この桜沢さんがそう思うほどの何かがあったのだと思う。けれど彼が積極的にそのことを語らないので、わたしはあえて聞かなかった。

　ただ彼は仕事として智也さんの傍にいるわけではない。彼を全力で支えるつもりで秘書をしている覚悟を知った。友情とも尊敬とも敬愛ともとれる彼らの繋がりを感じた。

「そうだったんですね……なら、安心だ」

　今はわたしで役に立つことがあるから智也さんの傍にいる。けれどそれは一時的なこと、いつかこうやって心配することさえできない遠い存在になることがわかっている。

「安心？　心配なら人任せにしないで、君が智也の傍にいればいいだろう」

　心の中を見透かされてドキッとした。わたしが俯けていた視線を向けると、彼はまだ不満そうな顔をしていた。

「君はどうして自分の意志をしっかりと周りに伝えないんだ？」

「それは、言ってもどうしようもないことだから」

　強く願っていても叶わないことだってある。だったら自分のなかで消化してあきらめるしかない。

「は？　そんなの周りの誰にも言ってないのに叶うはずもないだろ。何も動かないで諦めるなんてばからしい」

「でも！　それは桜沢さんみたいに何でもできる人だから言えることであって」

「そうだな。そうやってできないって言ってるうちは本当に何にもできないだろうな」

　はっきりと言い切られてわたしはぎゅっと口をつぐんだ。悔しいけれど言い返せない。たしかに今までそうやって生きてきて諦めたことも多かった。三年前のことをふと思い出した。あのときだってもし自分の気持ちを智也さんに伝えていたら、結果はどうあったとしても後悔しなかっただろう。もう一回こうやって彼と一緒にいられるチャンスがめぐってきたのに、何もしないままでいいのだろうか。

「そうやって悩むってことは、後悔したくないことがあるんだろう？」

　桜沢さんの言葉にうなずいた。

　どう考えてもうまくいくはずない。そういう思いがあるけれどそれでも彼に気持ちを伝えたい。それからでも自分が身を引くのは遅くないのではないだろうか。

「桜沢さん、ありがとうございます」

「何？　別に俺は何もしてないけど。俺が神童だったって自慢話しただけ。まあ君が覚悟を決めたっていうなら、俺くらいはふたりの味方でいてあげるよ」

　おどけたように肩をすくめた彼を見て、わたしは立ち上がった。

「あの、さっそくなんですけど。智也さんはどこにいますか？」

「いいね、ぶち壊しに行こうか、お見合い」

　ニヤリと笑って桜沢さんも立ち上がった。

「さすがに乗り込んでぶち壊すのはちょっと……。でも取り返しがつかなくなる前にちゃんと自分の気持ちは伝えたいと思います」

　今日のお見合いの結果がどうであってもかまわない。わたしはわたしの気持ちを伝えに行く。

　いてもたってもいられず彼にすぐ会えるようにと、扉に向かって歩き出した途端、反対側から扉が開いて驚いた。

「なんだ、どこに行くんだ？」

「と、智也さん？」

　立ち上がっているわたしと、桜沢さんを見て智也さんは驚いていたけれど、わたしも彼がこんなに早くここに戻ってきたことに驚いた。

　普通お見合いってもう少し長い時間するものじゃないの？　いろいろな形式があるとは思うけれど、まだ一時間も経過していない。こんなに早く終わるなんて何かあったのだろうか？

「あの、どうかされたんですか？　こんなに早くに」

「別に問題があったわけじゃない。それより遥はどこに行こうとしてる？　まさかここから逃げるつもり？」

「え？　逃げるって、どういうことですか？」

「まあまあ、ふたりとも落ち着いて。とりあえず座って話をしたら？」

　桜沢さんが呆れた顔で座るように促してくれた。

　確かにお互いに言いたいことがあってヒートアップしていた。座って落ち着くのが先だ。

「とにかくお互いちゃんと話し合って。すれ違いでごたごたされるとこっちは迷惑だから」

「おい、桜沢。迷惑ってどういうことだ」

「さてね。お前の肝心な時に詰めが甘いところ、ほんとどうにかしろよな」

　桜沢さんが智也さんに忠告するようにして、びしっと指さした。

「わかっているさ。そんなこと」

「それならいい。じゃあ菊池さん、頑張ってね」

　わたしに小さくウィンクすると、桜沢さんは出て行った。

　バタンと扉が閉じ、ふたりっきりになった。

「桜沢と何を話していたんだ？」

「あの、とりとめのない話です」

　桜沢さんのとのやりとりをどう伝えていいのかわからずに、わたしは適当にごまかした。今はそれよりも智也さんに伝えたいことがあるからだ。

　でもそれが智也さんはひっかかったらしい。

「君はそうやって他の男と話したことを、俺に隠すのか？」

「そんなつもりないです」

　いつもの彼ならばこんな言い方はしない。視線も冷たく気が立っているようだ。

「そうか、俺がこんなに気にする方がおかしいのかもな。君ときたら、俺が見合いをするのも止めなかったくらいだし」

　やけに冷たい言い方に、言葉が出ない。伝えたいことがあるのに、言えなくなってしまう。

「そんな権利、わたしにはないから」

　彼を送り出したときはそう思っていた。

「権利がないだと。どういう意味だ？」

「だって……わたしは……智也さんが眠れるようになれば必要のない人間ですよね？　それなのに智也さんの将来に口を出すなんてことできません」

　こう考えたのは事実だ。わたしはあのときの自分の考えを伝えた。

「でも……」

「待って、どうしてそんな話になっている？」

　わたしが話を続けようとすると、その言葉を智也さんが遮った。

「どうしてって……だってそうでしょう？　わたしの役目はあなたの体調を管理することですから」

「待ってくれ。俺はちゃんと告白しただろう。付き合ってくれって」

「え？　どういうことですか？　わたしたちが付き合うっていうのは便宜上そうなったってことですよね」

　あのときの話を必死になって思い出す。たしかに付き合おうとは言われたけれど、それはわたしの恋愛の練習のためという話だった。

「いや、どうしてそんな話になる。俺は君が好きだから付き合ってほしいと伝えたつもりだ。でも君は俺のことが好きじゃないだろうから、無理矢理練習っていう形を提案したんだ。そうでもしないときっと断っただろう？」

　たしかに断っただろう。でもそれは彼が嫌だからではない。自分が釣り合うような人間でないからだ。

「それじゃあ、社長は初めからわたしと本気で付き合うつもりだったんですか？　わたしがいないと困るからじゃなくて？」

　初めて彼の言葉の真実を聞いて、驚く。まさかそんなことがあるなんて。

「君がいないと困るっていうのは、間違っていない。誰だってそうだろう、好きな相手に逃げられたら誰だって困る」

「それって、わたしのことが好きってことですか？」

「ああ、そうだ。君のことがずっと好きで、今もどうしようもなく焦がれているよ」

　その言葉を聞いた瞬間、それまではりつめていた気持ちが緩んだ。胸が熱く苦しくなり、それと同時に目に涙がにじんだ。

「わた……わたしは、ずっとあなたに好きって言いたかった。でも……終わりのある関係だから……そ、んな……こと、言えないって」

　気がつけば膝の上に置いてある手が濡れていた。ぽたぽたと落ちる涙を慌てて手でぬぐう。

「遥……そう思わせたのは俺が悪い」

「いいえ、わたしが臆病だったからです。ちゃんと自分の気持ちを伝えていればよかった」

　涙をぬぐいながら首を振る。

「いや、俺がもっとちゃんとしていたら君はこんなことで悩まないで済んだはずだ。桜沢が言ったとおりだな、肝心なところで詰めが甘い。君への気持ちは態度で伝えてきたつもりだったんだが、言葉がたりなかった」

　たしかにそうだ。彼はわたしにはいつも優しかった。どんなに時間がなくても私との時間は作ってくれていたし優しくしてくれていた。それを彼が自分自身のためにそうしているのだと、勝手に勘違いしたのはわたしだ。

　わたしが逃げ出したら、また体調不良になると困る。そう思ってのことだと思い込んでいた。

　今思えば彼は態度できちんと愛を伝えてくれていた。

　彼は立ち上がると、わたしの隣に座った。そして流れ出る涙を優しくぬぐってくれる。

「こんなふうに泣かせるつもりなどなかったのにな。すまない」

「いいえ……うれしくて、止まらなくて……」

　智也さんがわたしの頬に唇を寄せた。

「好きだよ。遥。君だけだ。俺がこんなふうにどうしても手に入れたいと思うのは」

　智也さんの腕が伸びてきてわたしを抱きしめた。彼の体温と香り、それらにつつまれてわたしは心から実感した。

　彼とやっと心が通じ合えたのだと。

　わたしも彼の背中に手を回して、ぎゅっと抱きしめ返した。

　お互いの気持ちを伝えあうように、ただふたりでしばらくの間抱き合っていた。
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「え、ちょっとあれ社長じゃない？」

　太田先生の声にどきっとして彼女の視線の先にいる人物を見る。するとそこには桜沢さん他数名をつれた智也さんがいた。

　どうやら保育園の視察にきたらしい。ふと目が合うと彼がほほ笑んだ。

　それを見てドキッとしたのはわたしだけでない。

「きゃぁ、ねえ、今社長こっち見てなかった？　ねえ、ねえ」

　興奮した太田先生がわたしの腕をひっぱっている。もちろん視線は智也さんに向けたままだ。

　その様子を近くで見ていた園長先生が少しあきれながら、太田先生を注意した。

「ほら、はしゃいでないでしっかり仕事しなさい」

「はい、すみません」

　彼女は肩をすくめ、すぐに園児の着替えを手伝いはじめた。廊下に視線を向けると智也さんたちは何やら難しい顔をして歩いていった。

　はぁ……緊張した。やっぱり社内で智也さんに会うと変な感じがしてしまう。

　わたしが子供たちが出したゴミを片付けはじめると、後ろで園長先生の大きなため息が聞こえた。

「どうかしましたか？」

　いつも明るく朗らかな園長先生の元気のない様子が気になる。

「ああ、ごめんなさいね。ほら園のこと……もしかしたら本当になくなってしまうのかしらって思ってね」

「……そのことですか」

　智也さんと仕事の話はしない。だから保育園が今後どうなっていくのか詳しいことはわからない。ただ……彼が園児やわたしたち保育士のことを何も考えていない人だとは思わないのだ。だからわたしは彼を信じて一生懸命子どもたちに向き合うことしかできない。

　園長先生もわたしが何か社長から聞いていないのか尋ねたいのだろうけれど、何かあれば伝えると言ってあるので、最近は園存続についての話を聞かれることはなかった。

「わたしがこんなんじゃ、不安になっちゃうわね。ごめんなさいね」

　無理に笑顔を作って、わたしが心配しないように配慮してくれている。園長はこの保育園ができた当初からここで働いているから思い入れも強いだろう。

「大丈夫です。あ、わたしこれやってしまいますね」

「お願いね」

　そう言うと、園長先生は職員室に向かった。

　やっと智也さんと気持ちが通じあった。恋はものすごく順調にいっている。これまでないほど幸せを感じている。

　けれど恋だけがすべてじゃない。でもきっと彼にまかせていれば間違ったことにはならない。彼を信じていれば大丈夫だ。わたしはそう自分に言い聞かせる。

　その日の夜、帰りが少し遅くなったわたしはコンビニでお弁当を買って帰り、デザートにお気に入りのプリンを食べた後、教室に飾る掲示物を作成していた。

　色画用紙にはさみにのり、まもなく冬をむかえることもあり雪の結晶やサンタさんなど季節が感じられるものを作ろうと思っている。

　あさがお園には広い園庭がなく、なかなか外でのびのびと季節を感じる機会がない。なのでこうやって少しでも四季を楽しんでもらえるように、掲示物に工夫をこらす。結構好きな仕事なのだが、勤務時間内は時間があまりとれないのだ。

　ん？　あ、電話だ。

　テーブルの上においてあったスマートフォンが着信を知らせた。画面を見ると智也さんの名前が表示されている。

「もしもし」

『遥、何してる？』

　わたしは工作をしていることを伝えて、イヤホンで作業しながら電話することにした。

「どうかしたの？」

　忙しい彼が電話してくることは珍しい。毎日なんらかの形で連絡はくれるのだけれど、こんなふうに電話をしてくることはあまりない。

『いや、今日は遥の顔を見たのに、何にもできなかったから』

　視察のときの話をしているのだ。

「それは……社長とただの保育士が親しげに話をするなんてこと、ないでしょう？」

『そうか？　別に問題ないと思うけど』

「智也さんが気にしなくても、わたしは気にするの。だってやっぱりみんな変に思うよ」

　最近昼に仕事を抜けることがなくなったので、あまり聞かれなくなったが当時は太田先生や津和野先生にどこに行っているのかと尋ねられたりもした。

　なんとかごまかしたものの社内恋愛も周囲に気を遣わせて難しいという話を聞くのに相手が社長となればさらにややこしいことになる。だからやっぱりはっきり宣言するのは難しい。

『遥が困るなら我慢するけど。俺としては君との付き合いを公表できてないのは不満だ』

「でも、同僚や保護者のことを考えると、ふたりの関係は内緒にしたほうがいいと思うの。気を遣わせてしまうから」

『それはいつまで？』

「そう……ですね。いつっていうのはわかりませんけど……」

　はっきりしないけれど、智也さんはしぶしぶながら納得してくれた。

『遥が仕事を大切にしているのは、俺もわかっている。今も持ち帰って仕事をしているくらいだからな。応援してる。そうだ、また電子オルガンの練習に付き合おうか？』

　昔のことを思い出した彼が、クスクスと笑いながら言う。

「今はもう平気。でもありがとう。わたしの大切なものを理解してくれて」

『あたりまえだろう。遥の全部を大事にしたいと思っている』

「ありがとう」

『邪魔して悪かったな。仕事頑張って』

　そう言って彼は電話を切った。

　画面には短い通話時間が記されている。短くても、忙しいなか彼が私に使ってくれた時間だと思うと、うれしくて仕方なかった。
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　午後十時。周防建設の社長室はまだ煌々と灯りがついていた。

　山積みの決済資料の膨大なデータに目を通す。桜沢がある程度さばいているとはいえ、次々と増える仕事にため息をつきたくなる。

「電話終わったのか？」

　コーヒーを持って桜沢がやってきた。プレジデントデスクの上に置くと「菊池さん？」と尋ねる。

「ああ、そうだ。何か用か？」

　短く答え目の前のノートパソコンの画面を見る。これ以上仕事を持ち込まないでくれと暗に示した。

「彼女とうまくいっているんだな。ここ最近は顔色もすこぶるいいし」

「ああ、遥のおかげだな。彼女なしの生活は考えられない」

　素直な俺の言葉に、桜沢は眉間にしわを寄せる。

「なあ、彼女のいない俺の前でそんなに思い切りのろけないでくれる？」

「悪いな、幸せで」

　微塵も悪いなんて思っていないけれど、一応謝っておく。

「まあ、お前がそこまで言うなら問題ないだろうな」

「なんだ？」

　普段はずけずけとものを言うくせに、含みのある言い方が気になり尋ねる。

「いや、お前への逆恨みが彼女にまで及ばないことを祈っているだけ」

「ああ、専務のことか」

　先日のホテルでの見合いの一件は、常軌を逸していたと言っても過言ではない。これまでも目に余る行動があったけれど、今回はそれらとは比べ物にならないレベルだ。

　見合いはその場で断った。そのあと向こうの銀行の頭取にはきちんと説明と謝罪をして事なきを得たが、今後何かあったときにこちらの不手際を掘り返されかねない。こちら側が持ちかけた話を断ったのだから、向こうが怒るのも無理もない。

　通常の仕事での取引ではないとはいえ、心情的には向こうが被害者だ。関係ないと突っぱねることは難しい。

「本当に、面倒なことをしでかしてくれた」

「まあ、専務は会社のことなんか考えてないからな。自分がここの頂点に立つことだけしか頭にない」

　桜沢の言葉は辛辣だけれど、まさに叔父はそのような人だ。だからこそ父も弟である叔父ではなく、俺を後継者として社長に指名したのだ。

「ちょっと調子にのりすぎたな。まあ手は打ってある」

「はーん、彼女が絡むと対策が早いな」

「あたりまえだろ。面倒だからさっさと片付ける」

「となると、本格的に始動するんだな」

　桜沢が笑った。

「遅いくらいだろ。とにかく専務のことは早々に手を打つ」

「わかった。でもあんまり刺激しすぎるなよ。今お前には守らなくちゃいけない人がいるんだから」

　パソコンに向けていた視線をあげて桜沢を見る。その表情は真剣だ。

「わかっている。俺が仕事に関しては用意周到だってこと、お前が一番よく知っているだろう？」

「ああ、ただ相手もなりふり構わずだ。気をつけろ」

「サンキュー。肝に銘じておく」

　なるべく誰の意見でもフラットに聞くようにしている。しかし立場上苦言を呈してくれる相手が少なくなった。だからこそ桜沢もまた俺にとっては大切な存在だ。

「それと、彼女のことだけど。保育園は俺の目が届きづらい。お前も十分気を配っていてくれ。たのむ」

「まあ、彼女のおかげで体調は万全、仕事もさっさと片付けてくれるようになって、こちらは大助かりだから、そのくらいのことはさせてもらうよ」

　少々の嫌味は、幸せな俺への妬みだととらえておく。

「あんまり、無理するなよ。じゃあ帰るわ」

「わかっている。おつかれ」

　顔も見ずに挨拶を交わす。ばたんと桜沢が扉を閉じる音がして部屋にはカタカタと俺が打つキーボードの音だけが響く。

　時々、遥の笑顔を思い浮かべながら俺は深夜まで仕事を続けた。
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　ここ最近園長先生がため息をついている姿をよく目にする。

　理由はわかっている。保育園の存続について、継続とも閉鎖とも決まっておらず情報がほとんどこちらに来ていないことが原因だ。

　もちろんわたしも気にしてはいるけれど、きっと智也さんのことだ、どちらに決まったとしても、園児や保育士たちが困るようなことには絶対にしないと信じている。

　けれど目の前で悩んでいる園長先生を見ると、智也さんの近くにいるのになんの働きかけもできずにいる自分がもどかしい。

　しかも、もし自分が保育園の今後について智也さんに掛け合ってそのとおりになったとしても、結果的に会社に不利益になっては意味がない。そのうえ、わたしと智也さんの関係が周りの知るところになれば、智也さんが恋人であるわたしのために、保育園を存続させたと考える人だって出てくるかもしれない。

　いろいろと考えてしまって、彼を信じて成り行きを見守ることしかできなかった。

　もやもやしながら過ごす日々。そんななかでわたしにとってショックな出来事があった。

「菊池先生ちょっといいかしら？」

　お母さんと手をつないで帰る最後のお子さんを見送ったあと、残っている事務仕事をこなしていた。来月のお便りはわたしが担当なので、日ごろのほっこりしたエピソードなどを交えて、来月の予定などご家庭に周知しておきたいことを盛り込む。

　その文面を考えていると、園長先生が厳しい顔で声をかけてきた。園長先生が手にしている一枚の紙を見て驚く。

　園長宛てに届いたメールだった。そこにわたしの名前があった。読み進めていると、わたしが園児の腕を強く引いたり、どなったりしているとの内容が記されてある。

「え！　どういうことですか？」

　もちろんそんなことは、一度もしたことがない。あさがお園においては誰ひとりそういうことをする保育士はいない。

「事実じゃないってことは、わたしもわかっているの。ずっとあなたを見ているもの。それに具体的なことは何も書かれていないしね。でも責任者である手前、わたしは事実を確認する必要があったのよ。報告もしなくちゃいけないし」

　ＣＣに保育園を管轄する総務部長のメールアドレスもあった。園長先生も何もしないでいるわけにはいかなかったのだろう。

「いやね、こんな嫌がらせ。いったい誰かしら」

　園長は普段のわたしをしっかり見てくれているので、こんなデマを真に受けないでいてくれて、とてもありがたい。

　けれど誰がなんの目的でこんなことをしたのかが気になる。

「心当たりがないんですけど……」

　うそだとしてもけっして気持ちのいいものではない。不安になったわたしの背中を園長先生がポンッと叩いて励ましてくれた。

「気にしないことよ。ちゃんと見ているからね」

「はい」

　くよくよしていても仕方がない。わたしはそう思って仕事を片付けてその日は帰った。

　しかしこのことはきっかけにすぎなかった。それから毎日のように何通も同じようなメールが届くようになる。内容はどれも事実とはかけ離れているものだったが、原因がわからずに園長はじめほかの先生方も不安を感じていた。

　そしてそのわたしに対するクレームのメールは、専務の元にも届いてしまったようでわたしはさっそく呼び出された。

　心配した園長が付き添いを申し出てくれたけれど、わたしはそれを断ってひとりで専務の執務室に出向く。

　普段使わないエレベーター。保育園の制服姿のわたしは周りから浮いている。でも、それよりもわたしは今から起こるだろうことを考えておびえていた。

　役員フロアの受付で名前を言うと、専務室に通された。

「失礼します」

　部屋に入り頭を下げて立っていると、すぐにデスクにすわる専務に近くに来るようにと言われた。

　デスクの前に立ちうつむけていた顔を上げる。専務はわたしと目が合うとにやりと笑った。まるでこれから楽しいことでも始まるかのように。

　わたしは唇を噛み、下を向いて俯く。

「君を告発するメールがたくさん届いているが、保育士がこんなことでは園児に悪影響が出るのも時間の問題だな」

「そんなっ……そこに書いてあることは、事実無根です」

「君の言い分が信用できると思うのか？　今まで君は保護者から一度も注意を受けたことはないと？」

「はい」とは言い切れなかった。まだまだ未熟なわたしは保護者の方からご意見やお叱りをいただくこともある。しかし、どれも面談や、おたよりなどをやり取りしてきちんと相手がわかっている。しかし今回は違う。匿名でどれも事実ではないことだ。

「君にここで申し開きをしてもらおうとは思わない。私はね、保育事業はそもそも必要ないと思っている。無駄な仕事だとね」

「そんな……」

　自分の一生懸命やってきたことが否定された気がしてショックを受けた。園児や一緒に働いてきた仲間、保護者の方々の姿が脳裏に浮かぶ。

「だから助かったよ。君のような保育士のいる園はないほうがいいと主張しやすいからね」

「わたしは、ここに書いてあるようなことは一切していません」

　声を震わせながら言った。しかし専務はあざ笑う。

「やってないという証拠はどこにもないだろう。こういう悪い噂はすぐに広がるからね。私がいろいろ意見する手間が省けたよ」

「……っ。なんとか存続を検討していただくことはできないでしょうか？」

　今のわたしにできることは、頭をさげてお願いすることしかない。わたしはくやしさでいっぱいになりながら、深く頭をさげた。

　しかし──。

「わたしは社長が目障りなんだ。これまでよかれと思っていろいろ助けてきたつもりだったが彼はわたしの助けや期待をことごとく裏切った。彼が一番嫌がるのは君が傷つくことだろうね。だからわたしはこのことについて徹底的に追究しようと思う。まあ、君が社長と別れるというなら、話は別だけどね」

「つまり、わたしが社長と別れれば保育園のことは考えてくれるってことですか？」

「ああ、そうだ。こう見えても私に味方する人間は社内にはまだたくさんいるからね。君次第だ。よく考えなさい」

　そこまで言うと、手で追い払われた。わたしは頭をさげると部屋を出て、エレベーターに乗り込んだ。体がふらふらする。

　それでも保育園に戻ったときには、なんとか気持ちを持ち直した。きちんと自分を保ちたかったからだ。仕事をして普段の自分を取り戻そうと思った……けれど。

「みゆちゃん、ママがお迎え来たよ～」

　夕方になり仕事を終えた保護者の方が次々にお迎えにくる。帰り支度をした子供たちを引き渡す。

「みゆちゃんは、今日給食のニンジンを全部食べました。それと──」

　話している最中にもかかわらず、みゆちゃんのママは「失礼します」と話をさえぎって教室をあとにした。

　どうしたんだろう。急いでいたのかな……。

　お迎えの時間には、なるべく今日の園での様子を保護者の方に伝えるようにしている。みなさんは、やはりお子さんのことなので、真剣に耳をかたむけてくれる。みゆちゃんのママのようなことは初めてだった。

　驚いたけれど、ぼーっとしている暇はない。「先生こっちー」っと手を引かれて積み木遊びを始める。

「けんとくん、上手に作ったね、これはおうちかな？」

「うん、青いおうち」

　青い積み木ばかりを集めてつくった力作だ。

「せんせいも作ろう」

「うん、じゃあ黄色いおうちにしようかなぁ」

　そんなやりとりをしていると、ひとりの女性がすごい勢いでやってきてけんとくんを抱き上げた。けんとくんのママだ。

「あ、お迎えですか？」

　けんとくんの荷物を渡そうと手を伸ばすと、いきなり彼女が大きな声を上げた。

「触らないで！」

　あまりの言葉にショックで声が出ない。目を見開きけんとくんのママを見た。騒ぎに保育士や、ほかの保護者の方もこちらを見ている。

「あの、荷物を取ろうと思っただけなんですけど……」

「だから触らないでって言っているの、暴力教師にケガでもさせられたら困りますから」

　けんとくんに伸ばした手を思わずひっこめた。それと同時にわたしが取ろうとしていた荷物をけんとくんのママが奪うようにして持っていく。

「あの、どういうことですか？」

　もしかしてあの噂が父兄の間にも広がっているのだろうか。驚いている間に彼女はそのままけんとくんを連れて帰ってしまった。

　取り残されたわたしは茫然とそこで立ち尽くす。すると見ていた太田先生がわたしを職員室へと連れて行ってくれた。驚きで〝どうして？〟という言葉しか浮かんでこない。太田先生が差し出したスマートフォンの画面を見て、目を見開いた。

【菊池遥は社長と付き合っている。社長に東西銀行の頭取の娘という婚約者がいるのを知っているにもかかわらず社長に寄生している。こんな保育士に大切なお子様を任せてもいいのですか？】

　メールにはわたしと社長がホテルのレストランで食事をしている画像が貼り付けられている。

「これって……」

「本当のことなの？　菊池さん」

　一緒にいた園長先生がわたしに尋ねた。

「それは……」

　智也さんとは真剣なお付き合いをしている。彼はお見合いの話も断ってくれた……彼とわたしが親密な関係にあるというのは紛れもない事実だ。

「一緒に食事をしているじゃない？　社長とはどういう関係なの？」

　黙り込んだわたしに園長先生が問いただす。

　画像を見られているのだ。これ以上隠し通せない。

「周防社長と、お付き合いしています……」

　蚊の鳴くような小さな声だった。本当ならばまわりに交際を告げるときにこんなに申し訳ない気持ちにならないはずだ。なんだか何もかもが悪い方向に向かっていて、もう耐えられなくなった。

　彼との交際をこんな形で職場の仲間に知らせなくてはいけないことが切なく苦しい。悪いことをしているわけではないのに、なんでこんな気持ちで彼との交際を打ち明けることになってしまったのだろう。

「菊池先生、社長と付き合っているなら保育園のことお願いできたんじゃないの？　それなのに何も知らないって、ずっとわたしに言っていたわよね」

「すみません、でもわたしはそういう立場にはないので」

　確かに彼女ではあるけれど、彼に少しでも負い目を感じたくないから、保育園のことは頼めなかった。わたしと付き合っているから保育園を存続させたなんて噂が立てば彼の足を引っ張ることになるからだ。

「立場？　そんなこと言っている場合なの？　あなたにとってここはそんな程度のものなの？」

「そんなことないです！　わたしだってこの園が大切で──」

「だったら、なりふり構っていられないはずでしょう」

　園長先生の言葉に言い返すことができない。わたしたちにとって悪いようにはしないと彼を信じて何もしなかったのは間違いだったのかもしれない。本当に園のことを思っているならば何かできたかもしれない。

　自分の行動に何ひとつ自信がもてなくなった。少なくとも園長先生からしてみれば、わたしは社長と付き合っていることを隠してみんなを騙していたことになるのだから。

「菊池先生。こんな騒ぎになってしまった以上事実はどうであれ、あなたはしばらく園にいない方がいいと思うわ。明日からしばらくの間自宅謹慎しなさい」

「えっ……はい」

　園長先生の目を見たら、それ以上何も言えなかった。怒りや戸惑いの中に悲しみの色を見せていたから。

　わたしはすぐに荷物をまとめると、保護者や太田先生の視線から逃げるようにして帰宅した。




　帰ってから着替えもせずにベッドに横になった。いつもなら帰宅後すぐにシャワーを浴びて、家事をして明日の仕事に備えている時間なのに。

　だけどその必要もないんだなぁ……。しばらくって言われたけれどどのくらいだろうか。謹慎なんて初めてのことだからどうしたらいいのかわからない。

　結果、こうやってじっとベッドに寝転び天井を見つめている。

　もっと涙が出るかと思ったけれど、泣きたいのに泣けない。ただ苦しくて何もできないでいた。

　わたしが社長とのことを園長先生にきちんと話をしていれば、こんなことにはならなかった？

　でも話をすることで、彼に迷惑をかけたかもしれない。自分には何も取り柄がないことは理解しているから、せめて彼の足だけは引っ張りたくなかった。それなのに……最悪な形で回りに知られてしまった。

　きっと智也さんの元にもこの話は伝わっているだろう。もしかすると保育園の存続の反対派は今回のこの出来事をチャンスにして一気に閉鎖の方向へ動くかもしれない。

　嫌なことばかりが頭に浮かんでくる。

　結局彼のことも保育園のことも……自分の大切なものは何ひとつ守れなかったんだと思うと悔しい。

　ぎゅっと目をつむり、心のざわざわが落ち着くのを待つ。しかし次々に湧き上がってくる負の感情をどうすることもできずに、痛む胸に耐える。

　そのとき〝ピンポーン〟とインターフォンが鳴った。

　あわててインターフォンのモニターのボタンを押す。画面に映る人物を見て驚いた。

「智也さん！　すぐに開けます」

　急いで玄関へいき、鍵をあけた。するとこちらから開く前に向こうからドアが開かれた。

「遥、大丈夫か？」

　息を切らした彼がそこには立っていた。どれだけ急いできたのかがその様子からわかる。

　彼が来るなんて予想もしていなかったので、驚いた。

「あ……えと」

　にっこり笑って平気だと答えなくちゃいけない。わかっている、わかっているけれど……気持ちとは裏腹に、どんどん涙があふれてきた。

「あの、わたし……っ……う……うう」

　ぽろぽろと涙が流れる。そんなわたしを智也さんはすぐに抱きしめてくれた。外の嫌なものすべてから守るように強く強く。

　彼のスーツにわたしの涙がしみこんでいく。何も聞かないけれど彼は今日わたしにあったことを知っているに違いない。だからもう我慢する必要はないと思うと涙が流れた。

　ひとりでいるときには出なかった涙が次々にあふれ出す。泣くことですらもうひとりではできなくなってしまっている。彼の存在が自分にとってどれほど大きくなっていたのか思い知らされた。

「落ち着いたか」

　狭いふたり掛けのローソファ。泣き止んだわたしの隣で、智也さんはまだ心配そうにわたしの背中を撫でてくれていた。

「はい。ありがとうございます。お仕事大丈夫ですか？」

「そんなことはどうでもいい。今は遥のことだ」

　はっきりとそう言い切ってくれたことに、また涙がにじむ。

「ほら、泣かないで」

　わたしの頬に残る涙の後を彼が指でぬぐってくれる。

「ごめんなさい、なんだかおかしなことになってしまって……」

「事情はわかっている。遥は何も悪くない」

「わたし、悔しいです。智也さんとのこと隠すようなことじゃないのに勇気がなくて……その結果こんなふうになってしまって」

　こぶしをぎゅっと握りしめる。みんなに反論することもできるだろうが、火に油を注ぐ結果になることは明白だ。今の状況では何を言っても言い訳にしか聞こえず、すべて悪いほうへと取られてしまいかねない。

「遥……俺を見て」

　視線を上げて彼を見つめる。そのきれいな瞳はまっすぐにわたしを見つめている。いたわるような視線に、散々に傷ついた心が癒やされていく。

「もう一度言う。遥は何も悪くない。ただ俺と出会って普通に恋をしただけだ。それを誰が咎めることができる？」

「……そうですよね」

　たしかに智也さんは周防建設を背負って立つ人間だ。育ちだって自分とはずいぶん違う。いわば住む世界が違うと言っても過言ではない。でもわたしたちは出会って、そして恋をしてしまった。

「だから後ろめたいなんて決して思わないで、胸を張ってほしい。真実はいずれ明らかになる」

「はい」

　わたしは返事をして両手を広げて彼に抱き着いた。するとすぐに抱きしめ返してくれる。もしかしたら自分からこうしたのは初めてかもしれない。でも今のわたしには……いや、これから先もずっと、ここが一番安心できる場所だと確信した。

　彼は大きな手で頭をなでてくれた。まるで小さな子どもになったような気分だったけれど、とても心地よくてわたしは目をつむって彼のやさしさに包まれていた。

　それでも夕方の出来事が頭を支配する。必死になって思考の外においやってもまたとらわれる。

　忘れたい……今だけでも。

　わたしは顔を上げて、智也さんをじっと見つめた。こんなこと間違っているのかもしれない。けれど他の方法が思いつかない。

「智也さん……わたしを抱いてください」

　小さな声だった。けれど彼にははっきりと聞こえたはずだ。

　軽く目を見開いて驚いた顔をしたが、もう一度わたしに確かめた。

「いいんだな？」

「はい、何もかも忘れたいんです」

　そう言ってわたしはサマーニットを自ら脱いだ。そしてデニムのホックに手をかけると智也さんがそれを止める。

「……こんな状況じゃ、できないですか？」

　すがるような気持ちで彼を見た。

「遥に誘われてできないなんてわけないだろう。ここから先は俺が脱がせるから」

　そう言うやいなや、唇が奪われる。最初から激しい口づけにあえぐように息継ぎをする。激しく舌を絡み合わせてお互いをどこまでも求めていく。

　熱い手のひらで体中を撫でられる。わたしは自分が下着姿だということも忘れただ必死になって智也さんのキスに応える。

　やがて彼の唇が頬から顎、そして首筋。胸のふくらみまで到達しそこを包んでいる下着を手でずらすと、あらわになったわたしの乳首はすでに硬く立ち上がっていた。彼は迷うことなくそこを口に含んだ。

「……あっ……ん……ン」

　彼の口の中で先端が転がされているのを感じる。そのあとジュッと音が立つほどきつく吸い上げられた。

「ああああっ……ン……ふぅ」

　思わず大きな声が上がり、あわてて口を閉じたけれど、息が漏れる。

「感じやすくて最高だよ」

「ンっ……ああっ……やぁっ……」

　軽く歯を立てられた瞬間、目の前に小さな火花が散った。思わず腰が浮いてしまう。

「もしかして、胸だけでイク？　試してみる？」

「やぁ、いやあ」

　すでに内腿を濡らしている自覚がある。それなのに彼は一向にそちらは無視している。

「いじわるしないで」

「いじわるって？」

　智也さんはブラジャーのホックをはずして、片方を口に含み片方はその大きな掌で形を変えてまるで楽しんでいるかのようだ。

　こっちはこんなに必死なのに……そう思うけれど、経験値が違うから仕方ない。

「ここ？」

　ショーツの上から人差し指で、熱くなっているのを確かめている。

　うんうんとうなずくわたしに「ほしい？」と聞いて、クロッチの脇から指を差し込みそこの状態を確かめる。

「こんなに濡らしていてほしくないわけないか……」

　わかっているのならば、先に進んでほしい。その願いが伝わったのか彼がわたしのショーツを脱がせた。

　やっとひとつになれる……そう思っていたのに、彼は指を差し込んでうごめかせる。

「ふっ……あぁあ」

「気持ちいい？」

　もちろん気持ちいい。だけど違う……今日は思い切り彼を体の中で感じたいのに。

「いい……けど、違うの」

　思わず涙がにじむ。たしかに感じすぎている。だけどもっと欲しい。この矛盾する感情をどうかわかってほしい。

「何が違うの？　はっきり言って」

　わかっているはずだ。それでも言わせようとする。いつもなら恥ずかしくて無理だけれど、今日のわたしはそんなことを言っている余裕なんてなかった。とにかく彼を感じたい。彼で満たされたい……それしか考えられない。

「智也さんでいっぱいにして……奥まで……全部……あああっ」

　それまで指が入っていたところに、比較にならないほど大きくて熱いものが一気に押し込まれてきた。奥の一番感じるところを勢いよく突き上げられたわたしは、顎をそらせてぎゅっと目を閉じる。ぎゅううと体内の彼を締め上げて……達してしまった。

「……っう、遥。これはずるいよ。気持ちよすぎる。今日は俺じゃなくて、遥を目いっぱい気持ちよくさせたかったのに」

　彼は眉間にしわを寄せて、快楽に耐えているようだ。荒い呼吸を繰り返しながら、そっと目をあけてその姿を見ると、胸がキュンと音を立てた。

「遥……覚悟して、今日は何もかも忘れて快楽だけに集中して」

「あっ……んっ」

　最奥をぐりっと突き上げられた。脳天までしびれるような快感が駆け上ってくる。彼は一気に引き抜いたかと思うとまた奥まで押し込んできた。激しく一心不乱に腰を打ち付けてくる。呼吸は荒いけれど、まだ余裕を感じる。

　片やわたしは、すでに感じるところを知り尽くしている彼の動きに逆らうことなどできずに、中からあふれ出す大量の愛液をはずかしいとも思うひまもなかった。

　その夜彼は、宣言通りわたしに何も考えさせなかった。何度絶頂に達したかもわからない。体内で幾度となく彼の吐精を感じ、快楽と智也さんの愛だけを一身に受け、わたしは気を失うようにして眠りについた。
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　深い眠りにつく遥を確認して、ベッドから出る。遥の部屋の狭いシングルベッドは寄り添って寝るにはちょうどいいが、相手を起こさないようにするのに気を遣う。

　ベッドから降りて、もう一度彼女の様子を確認する。長いまつげが揺れた。そしてぎゅっと眉間にしわを寄せて苦しそうな表情になる。何かよくない夢でも見ているのかと思うと、俺の手出しのできないところで彼女が苦しんでいることにいら立ちを覚える。

　どうしようもないことはわかっている。けれど遥のことになると、あたりまえのことさえあたりまえじゃなくなってしまう。自分でも考えが暴走してしまっているのは自覚しているが、仕方のないことだ。

　そっと手を伸ばし彼女の頬に手を添えると、幾分表情がゆるんだ。今はたったこれだけのことしかできないことがもどかしい。

　少し無理をさせすぎただろうか。本来ならば優しくしてやるべきだったのかもしれない。でも遥が今日それを望んでいたとは思えない。きっと何もかも忘れてしまいたかったに違いない。

　俺自身、彼女にこんな嫌な思いをさせてしまった自分への苛立たしさも相まって、いつもよりも激しくなったことは否めない。

　……とはいえ。

　ベッドの横に置いてあるごみ箱の中にある事後の痕跡を見たら反省はするべきだと思う。

　ソファに脱ぎ捨てていたジャケットからスマートフォンを取り出す。履歴を確認すると何度も桜沢からの着信があった。

　すぐにかけなおす。

『……もしもし』

「俺だ。例の件どうなった」

『なぁ、もうすぐ夜中の二時なんだけど、俺が起きていなかったらどうしたんだ？』

「起きるまでかける」

『はぁあ……そうかよ』

　大きなため息が聞こえてきたが、桜沢がこの状況で寝ているはずなどない。彼ほど用意周到な男が自分自身の手抜かりなど許すはずもなく、明日以降のことについて準備をしているはずだ。

「それで、明日にははじめられそうか？」

『ん？　明日からでいいのか、今すぐじゃなくて？』

　長年の秘書はどうやら俺と同じくらい今回のことで怒っているらしい。頼もしいかぎりだ。

「まあ、今日くらい専務にもゆっくりしてもらおうじゃないか。明日からは地獄を見るんだからな」

『まあ、そうか。いずれは追い出すつもりだったのが少し早まっただけだからな』

　悪い笑いを浮かべているであろうことがありありと想像できる。

「すまないな、助かったよ」

　おそらく桜沢じゃなければ、今回のことをまかせることなんてできない。

『なんだよ、礼なんて気持ち悪いことやめろよ。それより彼女はどうだ？』

　本来ならば俺以外の男が彼女を心配することすら嫌だが、今回は致し方ない。

「今は疲れてぐっすり寝ている。眠らされたっていうほうが正しいかな」

　ちらっと遥の顔を見る。泣きはらした跡が痛々しい。

『わかった……どうやって、とは聞かないでおく』

「そのほうがいいだろうな」

『あーくそ、なんかむかつく』

「おい、聞こえているぞ」

　まあそれくらいのことなんとも思っていないのだろうが、一応上司なので注意しておく。

『とりあえず、準備は整っています。社長』

「わかった、桜沢もそろそろ休んでくれ」

　俺はそう言って電話を切った。

　明日からのことを想像して、忌ま忌ましい専務の顔を思い出し、奥歯をぎりっと噛んだ。

　状況を正しく判断できない人間だと思っていたが、まさかここまでとは。すぐに俺を本気で怒らせてしまったことを後悔することになるだろう。後悔したところで今さら遅いけれど。

　まあもうすぐ顔を見ることはなくなる。その前に遥にしっかりと謝罪させなければ。
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「……は……るか、遥」

「んっ」

　ゆっくりと目を開く。昨日散々泣いたせいか瞼が腫れているのが鏡を見なくてもわかる。

　ぼやけていた輪郭が次第にはっきりする。目の前には優しくほほ笑む智也さんの顔があった。

「大丈夫？」

　わたしの頭を撫でて、じっと見つめる。

「はい……少し、落ち着きました」

　まだ平気なわけじゃない。けれど昨日のように何度も怒りや悲しみが襲ってきて耐えられないということはない。

　きっと昨日思いきり智也さんに甘えたからだ。心と体を彼だけでいっぱいにした。素肌のふれあいはわたしをすっかり穏やかにしてくれた。

「そうか。よかった。遥、これを見て」

　彼が手にしていたタブレットを操作した。きっとわたしがなかなか起きないからここで仕事をしていたに違いない。

「いいんですか？　わたしが見ても」

「ああ、遥が見るべきものだから」

　パスワードを入力した後、画面をわたしに見せてくれた。

「これって……」

「そうだ、園長先生から俺宛へのメールだよ」

　そこには長い文章がつづられていた。退勤時のときの園長先生とのやり取りが思い出されて先を読むべきか迷う。

「遥、君はちゃんと読むべきだと思う。不安にならないで」

　智也さんの顔を見ると、彼は力強くうなずいた。きっと今のわたしに必要なことが書いてあるに違いない。勇気を出してわたしは画面をスクロールした。

　ゆっくりと内容を読み進めていく。気が付けばタブレットの画面にぽたぽたと涙が落ちた。

「これ……っ」

「きっと園児が帰ったあとすぐに俺にメールをくれたんだと思うよ」

　そこには園長先生や同僚の先生がわたしを擁護しようとさまざまなことが書き連ねてあった。その中に、噂を聞いた保護者の方からの意見もある。わたしを批判する保護者もいたけれど、多くの方がわたしの味方についてくれたと書いてある。

　それを見て涙が止まらなくなった。自分のやってきたことは、間違っていなかったのだと確信した。

「こうやってちゃんとわかってくれている人がたくさんいる。だから遥が落ち込む必要なんてないから」

「はい」

　わたしが涙ながらにうなずくと、智也さんは彼の胸に抱きよせてくれる。

「あとは全部俺にまかせて、いいか？」

「……はい、よろしくお願いします」

　わたしは素直にうなずいた。




　智也さんはタクシーを呼ぶと、コーヒーも飲まずに部屋を出た。午前六時、一度帰宅して出社すると言っていたけれど、不眠気味の彼は早い日にはこの時間から仕事をしている日もある。休憩だと言ってわたしにモーニングコールをくれることがあった。

　昨日うちに来たせいでスケジュールに支障が出なければいいけれど。彼のことだからそのあたりはきちんと計算しているとは思う。それでもやはり体のことが心配だ。昨日だってこの狭いベッドではきっとあまり眠れなかったに違いない。

　わたしは園長先生が弁護してくださってはいるものの、謹慎中の身であることに変わりはない。

　だけど……何もせずに自宅でじっと待っているなんてもったいない。きっと智也さんが解決してくれる。だからわたしはそれを信じて自分のできることをしよう。

　まずはお遊戯会だ。今年は劇に力を入れようと園長先生と話をしていた。どんな劇をやったら良いだろうか。カリキュラムも普段は新しいことを取り入れることがなかなかできないけれど、今は十分時間がある。定期購読しているけれど忙しくてなかなかじっくり読むことができない保育雑誌を隅々まで読む。

　わたしはそうやって智也さんを信じて、いつ謹慎がとけてもいいようにしっかりと自分の力を蓄えることにした。

　泣いてばかりじゃ何にもならない。信じてくれる人たちのためにも、これまでよりも頑張らなくちゃ。

　わたしは決意を新たに、このつらい時期を乗り越えることを誓った。




　そんな日々を過ごして一週間。わたしは園長先生から保育園ではなく本社のほうへ出向くように言われた。おそらくわたしの問題が大きくなったので、園長先生の裁量ではどうすることもできなくなったのだ。もしくは……専務によってそうせざるを得ない状態に持っていかれたのかもしれない。

　ここで考えていても仕方ない。わたしは智也さんを信じるだけだ。

　彼からはすべて整ってから話をすると聞いていた。だから時々様子をうかがうような連絡があってもわたしは彼を信じて詳細を聞くことを控えていた。

　仕事柄普段は身に着けることのないスーツを着た。程よい緊張感で背筋が伸びる。きちんとお化粧をして鏡の中の自分と向き合う。

　どんな結果が出たとしても、きちんと受け入れよう。

　わたしは鏡の中の自分と約束して、部屋を出た。

　会議室は四階。今まで一度も足を踏み入れたことがないフロアだ。

　思い起こせばわたしがこちらに来るのはいつも智也さんに会いに来るときだけだ。一度目はわたしが休職することを伝えにきたとき、結局会えなかったけれど……あのとき彼はまだ〝都築さん〟だった。二度目は再会して、彼の不眠をわたしが和らげるために呼ばれた。それからしばらく社長室に通った。あのときはまさかわたしが智也さんとお付き合いをすることになるなんて考えてもみなかったな。

　これから行われるであろうことを想像したら、落ち着いてはいられないはずだが、この時のわたしは覚悟を決めたおかげか気持ちは穏やかだった。きっと智也さんや、園長先生や同僚の先生に保護者の方。自分にも味方がいることが自信につながったのだと思う。

　指定された時刻は十時。わたしは二十分前に到着して中に入った。するとすでに着いていた園長先生が駆け寄ってきた。

「菊池さん！」

「園長先生」

　園長先生もいつもとは違ってスーツ姿だった。園長先生もいるとは聞いていなかったので驚いたけれど心強い。

「どうしても会議に出たいと総務部長に直談判したの。保育園の今後のことなのに、わたしたち保育士が蚊帳の外だというのはおかしいでしょう。それと……あの日はごめんなさい。あなたの気持ちも考えずに、いろいろと言ってしまって」

「いえ……当然です。園長先生はどれだけ園のことにご尽力いただいていたのか知っていたのに隠すようなことをしてすみませんでした。わたしがきちんとお話をしていればよかったんです。」

　一週間の間いろいろと考えた。もっと他に方法がなかっただろうかと。迷惑をかけたくないという気持ちで、自分ひとりでかかえこんでしまっていたけれど、もっと周りにいる人たちを信用して、相談をしていれば事態は違っていたかもしれない。

　結局は自分に自信のないわたしが招いた結果だ。

「そんなふうに、自分を責めてはだめよ。さあ、始まるわ」

　出席するメンバーがぞろぞろと会議室に入ってきた。わたしは緊張して園長先生の隣の席に座る。

　部屋の中に入ってくる人達が、ちらっとわたしの顔を見る。どう思われているのかと気になるが、背筋を伸ばして気持ちをしっかりもった。

　会議が始まる十時ちょうど、智也さんが桜沢さんと入ってきた。そのあとに続いて専務も席に着く。

　専務はわたしと目を合わせるとニヤリと笑った。自分の思い通りに今日の会議が進むと確信しているようだ。悔しいと感じながらも、きっと大丈夫だと智也さんを見て気持ちを落ち着かせた。

　会議は総務部長の進行で始まった。

「本日は社内保育園の存続について可否を皆さんに伺う予定です。はじめに園長である岩見さんのお話をお聞きください」

　園長先生は立ち上がり、頭を下げた。

「園長の岩見です。このような機会をくださってありがとうございます。あさがお保育園は前社長の社員が働きやすい環境をつくりたいという思いの一環で、設立されました。決して規模は大きくありませんが、お子さんの成長にあわせたカリキュラムで──」

「能書きはいいから、こちらの質問に答えてもらうか」

　園長先生がまだ話をしているのに口をはさんだのは、専務だった。高圧的な態度に園長先生はそれ以上話を続けることができなくなる。

「これは保育園を利用している、あるいは過去に利用していた社員に行ったアンケートだ。保育園がとったものだから、君たちももちろん目にしたことがあるだろう」

　専務が手にしているものは、年度末に保護者の方に向けてとるアンケートだ。匿名ゆえに様々な意見を聞くことができる。もちろん保育士全員目を通して、日々の保育活動に生かしている。

　ただその中には厳しい意見もある。

「園庭がなく、子供が体を自由に動かせない。運動量が足りていない」

　専務がアンケートを読んでいく。

「たしかにおっしゃる通りですが、近隣の公園での活動を増やしており、現状でできる限りの対応をしています」

「できる限りねぇ、それでも足りないから指摘されているとは思わないのか？」

　専務の責めるような言い方に園長先生は黙ってしまう。たしかに園庭があれば子供たちの活動の種類も広がる。わたしたち保育士だってそうあればいいと思っているから余計に残念だ。

「ほかの幼稚園でみられるような知育学習などが一切取り入れられていない、これについては？」

「たしかにお勉強という形では取り入れておりません。それよりも絵本の読み聞かせやその他の活動のほうが……」

「やっていないんだな。うちの社員の子供たちの将来が不安だな」

　またもや大切なところで話をさえぎられた。これはで出席者に悪いイメージしか与えられない。悔しい、ほかの誰も発言をしないまま会議は専務の独壇場だ。

「こんな状況で保育園の継続を申し出るとは、いささか虫が良すぎるのではないですか？」

「それは……！」

　一方的な意見で押し切られそうになる。園長先生も完全に専務のペースに巻き込まれてしまった。今何を言ってもきっと、彼に都合の良いように話をもっていかれるだろう。園長先生のくやしさがぎゅっと握った拳から伝わってくる。

　ほんのしばらくの間会議室が静かになった。

「専務の話は以上でいいですか？」

　静かな会議室に智也さんの声が響く。

「これ以上議論の余地はないでしょう。必要のないものに金をかけるなんて馬鹿げている」

　専務は完全に保育園を切り捨てるつもりだ。

　そこには今保育園に通っている子どもたちや、その保護者である社員たちに対する気遣いはなかった。

　何も言い返すことができなかった園長先生は力なく椅子に座った。

「ごめんなさいね、言いたいことが全然言えなかったわ」

　周りに聞こえないようにわたしにだけ聞こえる声で謝り、うつむいた。

「園長先生……」

　まだ会議中なので、慰めることもできない。この後どうなってしまうのかと、智也さんの方を見る。

　会議室の一番前に座る彼は、社長の顔をしている。いつもわたしに向ける表情とは違う厳しい顔で座っていた。

「専務は存続に反対ということですね、では次は社長から」

　総務部長が智也さんに意見を求めた。きっとしっかりと専務と対立する意見を述べてくれるに違いないと思った矢先。

「たしかに今のあさがお園では、園児にベストな環境を与えているとは言えないですね」

「えっ……」

　何を言い出したのかと一瞬耳を疑った。智也さんはわたしたちの味方だと思っていたのに、実は保育園の存続に後ろ向きだったの？

　おどろきで目を見開いたまま彼のほうを見る。しかし淡々とした表情でこちらをひと目見ることもしない。

「私も、日ごろから保育園のあり方については疑問がありました。専務の意見にもうなずくばかりです」

「あはは！　そうだろう、そうだろう。社長もやっと年長者の意見に耳を傾ける気になったかね」

　智也さんが自分の側についたとわかって、専務は上機嫌だ。

　わたしは絶望しながら、これが智也さんが出した結論だったのだと思う。彼は経営者だ。会社に最もよい選択をすることが仕事。だから彼がそう判断したのならば、周防建設に保育園は必要ないということだ。

　悔しいけれど……仕方がない。

　わたしは顔をうつむけて、最終判断を待つことにした。

「だからと言って〝よいもの〟をなくす必要があるとは思えません」

「ん？」

　室内がざわついた。社長の一言で風向きが一気に変わる。

「専務が先ほど読み上げたアンケートですが、私ももちろん目にしました。そこには保育園の良いところもたくさん書いてありましたよ。専務もご覧になったのでは？　まさか上に立つ人間が一方の意見だけしか聞かないなんてことはないですよね」

　智也さんがちらっと専務を見る。わずかに軽蔑の色が混じっているように感じたのはわたしだけではないはずだ。

「少人数でアットホーム。兄弟のいない子は、兄弟ぐらいの年齢の子どもたちと触れあうことができた。子どもをよく見てくれているなどメリットになることも多い……こういった意見もあったはずです」

　たしかにそうだ。保護者の方も本当に協力的で、アンケートに温かい言葉が並んでいたことを覚えている。

「ですから別の形での保育園の運営を行うことにします」

　会場内がいっきにざわめいた。すぐに目の前のスクリーンに新しい保育園の運営についての概要が映し出される。

「本社から一キロ先に小さな乳児園がある。ここを買い取って新しくあさがお保育園として全年齢の子どもを受け入れできるようにします。区への申請はすでに通っており、すぐにでも計画は実行に移せます。ここを保育園にすることで地域の待機児童の解消にも役立ちますし、役所の方も協力的です」

　え……すごい。わたしは目の前に映し出される今後の計画をイメージした映像に目を輝かせた。周りにいる出席者も表情が和らいでいる。

「社員のため、そして地域貢献、両方の側面からもこの保育園のプロジェクトは積極的に取り組むべきであり、それによって新しい企業の姿をみせていくことがこれからの周防建設にとって重要だと考えます」

　みんながうんうんとうなずきながら、智也さんのビジョンに耳を傾けている。

「優秀な社員が結婚して家庭を築く。そこに新しい命が生まれる。しかしライフスタイルの変更を余儀なくされる。出産でそれまで気づいてきたキャリアを泣く泣く犠牲にすることは、女性たちにとってもまた会社にとっても不利益なことだ。行政に任せておいたのでは、待機児童の問題は解決できない。それならば会社がそういったやる気のある社員のために手を差し伸べるべきだ。周防建設は建物を通して人を幸せにするのはもちろん、会社として大切にするべきものを守ってこそ、存在意義があるのではないですか？」

　どこからともなく拍手が湧き起こる。会場全体が賛成しているように思えたが、バンッと大きな音をたてて、専務が机をたたいた。

「こんなおとぎ話があってたまるか。いろいろな会社が事業を縮小していっているこのご時世に、どういうつもりだ。ああ、そうか、自分の女のために保育園を作るということか。公私混同もはなはだしい」

　立ち上がった専務がわたしを指さした。会場の視線が一気にわたしに集まった。こんなふうに注目されることに慣れていないわたしは、ぎゅっと目をつむり耐える。

　それまで盛り上がっていた会場が静まり返った。

「本来ならば、プライベートなことなのでお話しするつもりはありませんでしたが、私は保育士である彼女とお付き合いをしています。これまでは様々な事情を鑑みて公表していませんでしたが、別にやましい関係ではありませんからこの機会に公にします」

　冷静な智也さんの声に皆が耳を傾ける。

「彼女と私が付き合い始めたのは数カ月ほど前から。保育園の話は二年以上も前より段階を踏んで区とも協議しています。疑うなら、どうぞお調べください。そういう下世話なことを言い出す輩がいないとも限らないので、このことに関しては誰にも非難されないようにきちんとした手段で進めています」

「はっ、どうせ叩けば埃が出るさ」

　にやっと笑った専務がまた何か攻撃にでてくるのではと心配になる。しかし智也さんも容赦がなかった。

「公私混同と言えば……専務も経理部の女性係長とはずいぶん懇意のようですね。たしか私や保育園にメールで送られた怪文書も調べれば経理部が出どころだとか……あとは、調査委員会でも立ち上げていろいろと調べてみましょうか。あなたのおっしゃる通り『叩けば埃が出る』でしょうから」

　それは暗に、専務の怪文書への関与をにおわせる言い方だ。また新しいざわめきが会場内に広がった。皆がひそひそと専務の方を見て話をしている。

「くそっ」

　まわりからの視線にたえられなくなったのか、専務は捨て台詞を吐くと会場を出ていってしまった。そのあとを智也さんの目くばせで桜沢さんが追いかける。

　会場は一時騒然となったが、それを収めたのは総務部長の言葉だった。

「では、保育園については事業として独立させるということで、よろしいでしょうか？」

　立ち上げから関わってきた総務部長もこの話を知っていたに違いない。良い方向へと動き出しそうで喜びが顔にあふれていた。

　バチバチと大きな拍手で会議が終わる。

　隣に座る園長先生の目には涙が浮かんでいた。

　わたしは胸がいっぱいになり、智也さんを見つめた。

　そのとき会議室に入って初めて彼と目が合う。ほんの一瞬だったけれど、わたしを見て表情をやわらげた。いつもの彼の片鱗が少しのぞいてくすぐったい気持ちになった。

　わたし、彼を好きになってよかったな。




　その夜。

　智也さんのマンションで彼の帰りを待つ。今日は遅くなると聞いていたけれど、どうしてもお礼が言いたくて、待たせてもらうことにしたのだ。

　ソファに座っていたが、そわそわして落ち着かない。持ってきた本を読んでみるものの、まったく頭にはいってこなくてあきらめた。

　この部屋で自由にしていいと言われてはいるけれど、やっぱり自分の部屋のようにはいかず、結局ずっと玄関の方を気にしてばかりだった。

　しかし今日のことが心配で昨夜あまり眠れなかったわたしは、睡魔に襲われた。すっかり問題が解決して安心しきったわたしはそのままうとうとしてしまった。




『遥、俺とのセックスは好きか？』

　夢の中で智也さんが問いかけてくる。恥ずかしい質問だという認識はあるけれど、フワフワとまどろみの中のわたしは、素直に答えた。

「はい、好きです」

『いっぱいしてほしい？　ちょっと強引にするのが好きだよな？』

「いっぱいされるの好きです」

　ちゃんと起きているときは絶対に口にしない言葉だ。夢の中の彼はわたしの首筋にキスをして、ブラウスのボタンをはずしていく。

『俺にめちゃくちゃにされたい？』

「はい……めちゃくちゃにしてください」

　いや、わたし夢だからって何言ってるの？

　夢の中の自分がはずかしすぎて突っ込みをいれた。

「それじゃ、遠慮なく」

「え!?」

　そこでパチッと目を開いたわたしは自分にまたがる智也さんを見て完全に覚醒した。彼は右手でネクタイを緩めながら、目を少し細めてわたしを見つめていた。

「あの……え、ちょっと待って」

「また、待ってか。俺は今日の会議のときからずっと待っていた。だから待たない」

「そんな」

　彼はするするとネクタイをほどくと、シャツのボタンをもどかし気にはずした。そのときにわたしはすでに下着が露わになっていた。

　少々強引にブラジャーをずらすと、そこから飛び出した赤い頂を口に含んだ。舌ではじかれたちまち硬くなってしまう。

　彼もその変化はすぐに気が付いたようで、口の中で転がすようにもてあそんだ。

「ああ……智也さん……んっ……くふっ」

　耐えきれなくて声を上げ、思わず彼の整った髪に手を差し入れた。ちらっとこちらの反応を見るべく視線だけをわたしの顔に向けた。感じている顔を見られていると思うと羞恥心で体が熱くなる。

　それと同時に下腹部に感じるじんじんとした感覚が大きくなる。もうわたしは知っていた。羞恥心は快感を最大限に煽ることを。それを智也さんが楽しんでいることも……わかっているけれど、それでも我慢なんてできない。

「あぁ、もう熱くなっている。素直な体だな」

　内腿に手を滑り込ませて、ストッキングの上からショーツをなぞる。その奥が潤んで熱を持っていることはすでに彼も承知だ。カリカリと爪でひっかくようにされると、動きは小さいながらも体に与えられる緩やかな快感がもどかしい。彼を欲しがるようにどんどん濡れていくのを感じた。

「ん……それいや。脱がせて下さい」

　もどかしくてはずかしくて、わたしは目を潤ませて彼に懇願する。

「ああ、なんてかわいらしいおねだりなんだ」

　彼はわたしのショーツとストッキングを脱がせ、両足を開き、腰を持ち上げた。濡れている場所がわたしの視線の中に入る。

「やだぁ」

「ダメ、今日は自分が何されているかしっかり見るんだ」

　彼はわたしに視線を合わせたまま、赤い舌を出してすでに蜜があふれ出している場所に這わせる。ちろちろと舐めたかと思うと、大きく舌を動かしてこぼれる蜜をすべて舐めとろうとした。

「あああぁあああっ……んふぁ」

　大きな快感に腰が震える。彼はそれを両手で抱えて、まだ舌の動きを緩めない。

「いやぁ、見えちゃう、全部見えちゃう」

「そうだよ、遥。全部見るんだ。そしてこのままイって」

　そんな恥ずかしいこと……。そう思えたのはこの時までだった。わたしは彼の舌にさんざんなめられて、赤く硬くなったつぼみを刺激されるときにはもう我を忘れて声をあげていた。じゅぶじゅぶとあふれ出すものを、彼が音をたてて吸い上げる。耳からも侵されているそんな状況に耐えられるわけなかった。

「ああ……だめ、出ちゃう……」

　我慢できずにしぶきを上げると同時に、わたしは腰をびくびくと震わせて快感の涙を流しながら高みに上り詰めた。

「はぁ、はぁ」

　のみこまれた快楽からまだ戻ってきていないわたしの唇に彼がキスをする。それと同時に熱い杭が奥まで打ち込まれた。しかもわたしの感じる場所を的確に狂いなく。

「んんんっ……うっん」

　その衝撃に目を見開く。まだ落ち着いていない体にその一撃は強烈で目の前に光がちかちかと点滅した。

　口をふさがれていて、声を上げることもできない。そして何よりも彼のキスが余計に快感を煽るのだ。

　このままじゃ……ダメ。

　最初のひとつきで達してしまった。我慢できずに上がったしぶきが太ももを濡らす。

「もうイッたのか。すごい量だ」

　べっとりと彼の太ももも濡らしてしまっているのが目に入った。それを見てはずかしくていやいやする。

「すごいよ、遥の中。柔らかいのに俺をしめつけて。そんなに欲しがってくれてうれしいな」

　彼は容赦なく腰を打ち付けてくる。その都度上り詰めそうになるのを必死になって堪える。しかしすでに数度達しているわたしがこれ以上我慢できるはずなどない。

「ああ……おかしくなりそう」

「なって、俺でおかしくなる遥が見たい」

　そっと目を開いて智也さんの顔を見た。妖艶な彼の瞳に見つめられて体がまた熱くなった。下半身がわたしの意志には関係なく彼を締め付ける。

「あぁ……俺はいつだって遥でおかしくなっている」

　彼はそう言うと、わたしの両足を彼の肩にのせて、たたきつけるようにわたしの中をつきあげた。彼はわたしをソファに組み敷いて奥の奥を穿つ。そして今までにないほどの快感にわたしが甲高い声をあげ、涙を流した瞬間──彼もまたわたしの中で達したのだった。




「遥……」

　汗と涙で頬にはりついていた髪を彼が優しくどけてくれた。それさえも自分ですることができないくらい、わたしは疲れていた。

「悪かったな、こんな帰ってきてすぐに」

「……いいえ。きっと起きていたとしても、わたしから智也さんの胸に飛び込んだと思いますから。あの……」

　わたしはなんとか体を起こして、彼の首に手をまわした。

「智也さん、好きです。愛しています」

　これまできちんと伝えていなかった言葉を彼に伝えた。顔を見られると恥ずかしいので、ぎゅっと彼を抱きしめながら。

　わたしにしてみれば、頑張った告白だ。しかししばらく待ってみたものの彼は何も答えてくれない。

「智也さん……」

　こういうことを言われるのは、もしかしたら好きじゃなかったのかもしれない。心配になって彼の顔を見ようとした瞬間、わたしはそのまま彼に抱きかかえられた。

「あの……」

　抱かれたまま、彼の顔を見ようとするけれど目が合わない。そしてそのまま寝室へつれていかれた。

　彼は優しくわたしをベッドに降ろすと、そのままわたしを押し倒す。

「遥、そんなうれしいことを言われたら朝まで寝かせられないよ」

「え、待ってください。わたし明日仕事が」

「ああ、俺もだ。でも仕方ない」

　彼はわたしの顔の横に両手をついてわたしを見下ろした。

「愛してるよ、遥」

　熱のこもった瞳で伝えられた愛。

　その愛を確かめ合う行為は、彼の宣言通り朝方わたしが疲れ切って眠ってしまうまで続いた。

　そして夢の中でも彼は、わたしをたくさん甘やかして愛してくれた。










エピローグ









　うすい桜色の花びらがひらひらと、夜空に雪のように舞う。その中をわたしは智也さんと手をつないで歩いていた。

　今年は暖かい日が続いて桜の開花が早い。

「明日子どもたちもここを通って入園式に来るんでしょうね」

　会議の日から急ピッチで新生あさがお園の開園準備が進められた。認可もおりて明日新しい園児が入園式を迎える。

　周防建設が建てた園舎は、子供の好奇心をかきたて安全面にも配慮されている。先日雑誌の取材が来ていて、園長先生が緊張して記者さんたちに対応していた。

　今日は、すでに人気のない園に智也さんとふたりでやってきた。明日はじまりを迎えるこの園の姿をもう一度ふたりで見ておきたかったのだ。

「素敵な園になりましたね。さすが智也さん」

「ありがとう。誰に褒められるよりもうれしいよ。仕事としては俺の最後の作品になるだろうから」

　すでに現場の第一線からは退いて経営に専念している智也さんは、この園の設計だけは自分がやりたいと手を挙げたのだ。保育士や保護者の意見も取り入れて本当に理想に近い建物にしあがった。園長先生は感動で目を潤ませていた。

　すでに準備のために何度も通っている場所も、明日子どもたちがやってくると思うとわくわくする。

　ふたりでブランコに並んですわった。キーキーという音が静かな園庭に響く。これまでは近くの公園でしか外遊びができなかったけれど、これからは毎日ここで元気に走り回ることができる。子どもたちも喜ぶに違いない。

「やっとみんなにこの素晴らしい園に通ってもらえると思うとうれしいです」

　わたしはこの日を本当に待ちわびていた。智也さんが作ってくれたこの園でたくさんの子どもたちの笑顔を見たい。

「人が入って初めて建物が完成する」

「え？」

「人がいない建物はただの箱だ。そこで人々が人生を紡いでこそ、本当の意味での完成になる」

「そうですね」

　いままでそんなこと考えたこともなかった。

「確かに……人のいない建物ほどさみしいものはないですよね」

　確かに素晴らしい建物に違いないけれど、子どもたちがいなければ、本来の役割を果たしているとは言えない。今日入園式の準備をしていて、わくわくしている気持ちもあったけれどやはり静かな園よりも笑い声と笑顔にあふれるほうがより一層輝かしい場所になると思う。

「人が一番だからな。建物も会社も。そうしていれば大きく道を踏み外すことはない」

　もしかしたら専務のことを言っているのかもしれない。

　あの後周防建設では経費の不正支出が発覚した。実行犯は経理部の女性。そして黒幕は専務だった。ふたりは共謀して会社のお金を三年間にわたって横領していたそうだ。

　専務は横領したお金を返金したことで、刑事告訴は免れたけれど会社はクビ。経理部の女性と不倫していたことから奥様との離婚の話も進んでいるようだ。智也さんも責任をとって数か月分の報酬を返上した。

「わたし、智也さんのそういうところが好きです」

　立場が上になると、大切なものを見失う人が多い。けれど彼は自分がそうはならないようにと、きちんとつねに正しい行いができるように自ら律しているみたいだ。

　ちょっと告白みたいになって恥ずかしくなったわたしは、ブランコを漕ぎながら言う。

「でも、これが智也さんの最後の設計だなんて、さみしいです」

　彼はこれから先も、もっとすばらしい建物を作ることができるだろう。それに……現場の仕事をしている彼は楽しそうで素敵だった。

「まあ、仕方ないさ。俺よりも設計に秀でている奴は会社にはいくらでもいる。それにプライベートでも設計しないとは言ってないだろ」

「え？　どういうことですか？」

　プライベートで設計をすることなんてある？




「それってもしかして、家ですか？」

「そう。もちろん専門外だから完璧にはできないだろうけど、この間ちょっとベッドで考え出したら止まらなくなった」

「智也さんらしい」

　きっとあれこれと思いついて眠れなくなったに違いない。

「いいなぁ、どんなおうちか見てみたいです」

　彼が考える理想の家ってどんなのだろう。キッチンからはリビングやダイニングが見渡せて、庭もあるのかな？

　わたしの頭の中に想像が広がる。

「見てみたいって、俺たちが一緒に住む家だろ？　だから遥の意見も聞かないと」

「え!?」

「俺が作りたいのは、遥と一緒に住む家だ。どう？」

「え？　素敵、いいですね」

　彼とふたりで住む家かぁ。今も智也さんの部屋に泊まることはあるが、一緒に住んではいない。ふたりで暮らすってどんな感じなんだろう。

「遥、俺の言っている意味わかっている？」

「え？」

「遥、俺と結婚しよう」

　ザザザッと地面に足をつけてブランコを停めた。そして隣にいる智也さんの顔を見る。

「今、なんて言いましたか？」

「だから、俺と結婚しようって」

「あ……あの、えーと」

　突然のことに驚いて返事ができない。

「保育園のことで忙しそうだったから、今日まで我慢していたんだ。だから返事を聞かせてほしい」

　自分の心臓の音がドキドキとうるさい。星の輝く夜空の下、智也さんはじっとわたしの返事を待ってくれている。

　わたしは立ち上がって、彼の目の前にたった。

「智也さん、よろしくお願いします」

　うれしいし感動もした。いろいろと彼に伝えたいことがあるのに何も言葉にならなかった。伝えられたのは、ただ彼と結婚したいという意志だけ。

　すると彼の手が伸びてきて強く引き寄せられた。がちゃんというブランコの音が響く。彼が立ち上がりわたしを抱き寄せた。

「うれしいよ、遥」

　彼の大きな手のひらがわたしの頬をつつむと、唇が重なった。彼の気持ちが伝わるような優しいキスだった。

「もう……保育園でこんなこと」

「いい思い出になるだろ」

　これでここもふたりにとって大切な場所のひとつとなったのだ。

「じゃあ、プロポーズを受けてもらったから今日はうちに連れて帰ろうかな」

　立ち上がった智也さんがわたしの手を引いた。

「でも、今日はちょっと……明日遅刻するわけにはいかないし……」

　普段ならば断らないけれど、明日は大事な入園式の日だ。遅刻は許されない。

「どうして？」

「どうしてって……智也さんがわたしを寝かせてくれない……からです」

　自分で口にして顔が赤くなる。理由は簡単だ。彼の部屋にいくと本当に朝方まで寝かせてくれないから、翌日大変なことになる。

　わたしの最初の目的は彼を眠らせることだったのに、これでは本末転倒だ。

「そうか、残念だな。俺は遥がいてくれるとよく眠れるんだけどな」

「もう智也さんの不眠症は改善したはずですよ」

　先日、睡眠薬の処方もされなくなった。医師もよくなっているとお墨付きをいただいた。

「そうだな、今は遥がいると眠るのがもったいないくらいだから」

「もう……」

　恥ずかしくなって彼の腕から逃げ出した。わたしが園庭を走ると智也さんが追いかけてきた。

　いつかわたしたちの子どもも、同じようにここを走り回るかもしれない。

　ちょっと……いや、ずいぶん気が早いかな。

　そんなことを考えていたらあっという間に、智也さんに追いつかれた。

「つかまえた」

　後ろからぎゅっと抱きしめられる。わたしの耳元でクスクスという彼の笑い声が聞こえた。

「やっとつかまえた。愛してるよ、俺の眠り姫」

　彼のささやきに極上の愛を感じて、わたしはほほ笑んだ。





〈ＥＮＤ〉












俺の眠り姫


不眠の敏腕社長はわたしの胸で夢を見る
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